
    
      
        
      
    

  
		
			ご利用の前に

			


　本書は紙書籍『プラマイゼロの生き方』（ISBN978-4-908154-37-9）を元に制作した電子書籍です。紙書籍とは一部レイアウトが異なります。

			　本書の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページやＳＮＳなどへの転載等は禁止します。また、本書の内容を無断で改変、改ざん等を行ったり、有償・無償にかかわらず第三者に譲渡することは禁止されています。

			　本書は縦書きでレイアウトされています。

			　ご覧になるデバイスや機種により、表示の差が認められることがあります。
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			　人に恵まれる才能

			　


			　


			　


			　僕の新年の目標は、〝現状維持〟です。実は、毎年同じなんです。

			　


			　だって、年が変わる度に上を目指して生きていたら、いつしか僕はスーパースター、いや有識者（フランス在住）から論破王の座を奪い取るほどの人間になっているはずです。

			　「死んだ魚の眼をしたデブで性格の悪いおっさん」が、論破王の有識者になる姿を想像できますか？

			　もちろん、上を目指すことは悪いことではありません。ただ、必要以上に頑張りすぎなくてもいいんじゃないでしょうか。

			　というのも、僕の配信を見てくださっている一部の視聴者の方が、かなり疲れているような気がするんです。もしかしたらみなさんは、少しでも今より上を目指そうとして、頑張り過ぎているんじゃないかなと……。

			　


			　たとえば、新年に目標を設定し、そこに向かって全力疾走したとします。すると、どういうことが起こるか？　おそらく真面目な人ほど、目標を達成した途端に疲れ果てて倒れてしまうのではないでしょうか。

			　マラソンでゴールした瞬間に倒れ込む状況と同じです。

			　マラソンの場合はゴールすれば終わりですが、人生において一年間の目標は、全力疾走すべきゴールではなく、単なる通過点です。

			　一つの目標を達成しただけで疲れ果てていたら、後ろからゆっくり歩いてきた人に追い抜かれることだってあるかもしれません。

			　疲れた体では人に会うことも億劫になります。結果的に、人から巡ってくる成功のチャンスを自ら閉ざすことになるのです。

			　


			　すでにご存知の方もいるでしょうが、僕は凄い才能を持っているわけではありません。いろいろな人と接し、その人たちの素晴らしい部分を真似していたら、いつしか
Ｗｅｂ番組の世界では、そこそこ知られるようになっていた普通の人です。

			　いまの僕が存在するのは、紛れもなく『人に恵まれていたから』だと思っています。幸運は、人を介して自分のところへ巡ってくるんです！

			　


			　本書では、西村博之さんことひろゆきくんやマックスむらいさん、ゲームクリエイターの吉田直樹さんたちと大きく関わってきた僕が、彼らを通じて学んだことをお伝えすると同時に、とりわけ才能のない僕たち一般人が、『凄い人たち』と渡り合っていくにはどうすればいいのかなどを、エピソードを交えて書かせていただきました。

			　そもそも、普通に生活していたら、有名人と知り合う機会なんてないよね？　という方もいらっしゃると思います。

			　では、どうしたら『人との縁を最大化』することができるのでしょうか？

			　そこには、いつのときにも『余裕』が必要だと考えます。

			　


			　20代後半、僕はニートのような生活をしていました。実際には、フリーランサーとして働いてはいたものの、ほぼ引きこもり状態です。そんな息子のことを心配した親が、知り合いを通じて映像系の会社を紹介してくれたのですが、僕は無理を言って、入社は半年後、かつ一週間のうち４日しか働かないという勤務条件にしてもらいました。

			　それほど当時の僕は、『余裕』にこだわっていたのです。

			　時間でも何でも余裕があれば、人から面白い誘いを受けたときに断らずに済むんですよね。しかも当時の僕は、面白いことならギャラなしでも喜んで参加していました。

			　おかげで、ライターや動画配信のエンジニアの仕事をしないかと、ひろゆきくんから誘ってもらえたわけです。

			　


			　日本には、『頑張る＝時間をかけること』と勘違いしている風潮が少なからずあると思いますが、時間という余裕がなければ、人に会うことだってできません。結果、幸せを運んでくれる青い鳥にも出会えないのです。

			　会社を１日も休まず働いている人より、有給で遊んでばかりいる人の方が、会社に利益をもたらすことだってあるかもしれないのです。

			　この年齢になるとわかるのですが、実際、会社で出世している人って、『仕事ができる人』ではなく、『人たらしの人』だったりするんです。

			　


			　僕が考える『±0（プラマイゼロ）の生き方』とは、ある意味ゆるい生き方なのかもしれません。ただ、人を介して巡ってくる幸運は必ずあるんだということに気づいてほしいのです。

			　出版のお話をいただいたとき、僕が最初に口にした言葉は「売れる気がしない」でした。それでもこうして出版の機会をいただけたのは、〝時間をかけて頑張る〟ことだけがチャンスをモノにする方法ではないという僕自身の生き方に、共感してもらえた部分があるからだと勝手に思っています。

			　子どもの頃からすべてにおいて平均的だった僕が、ひろゆきくんという多才な人間と出会い、間近で見てきたからこそ語ることができる、

			　


			　人に恵まれることでチャンスをモノにする生き方

			　


			　について、この本を手にとってくださった皆様に、少しでもお伝えすることができたら幸いです。
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			人に恵まれる才能

			


			


			第１章　　ひげおやじって何者？

			


			ひろゆきくんとの出会い

			〝ひげおやじ〟誕生秘話

			衝撃的だった、ひろゆきくんとの初顔合わせ

			ガジェット通信とひげおやじの関係

			聞き上手になるためのマル秘テクニック

			ひろゆきくん曰く「誰もひげさんに興味ない」

			


			


			コラム01　失敗から立ち直る方法は？

			


			


			第２章　　ひげおやじとゲーム実況配信

			


			誘われたら断らないというロールプレイ

			60時間ぶっ通しゲーム実況

			YouTubeライブ初のゲーム生放送

			マックスむらいさんとの出会い

			ゲームクリエイター 吉田直樹さんとの出会い

			


			


			第３章　　ひげおやじはディレクター

			


			ひげおやじは番組ＭＣではなく進行役

			ひげおやじは作家でもあります

			ひげおやじはディレクター

			演者さんのファンになって作る番組

			


			


			第４章　　ひげおやじとひろゆきくんの旅

			


			暇を作ることで、面白い誘いを断らない

			スペースシャトルの打ち上げ中継

			ソユーズの打ち上げでロシアへ

			英語は慣れたらしゃべれる？

			『りょこなま』で行ったメキシコの旅

			ヨハネスブルグの旅

			


			


			コラム02　仕事をする上で大切なこと

			


			


			第５章　　ひろゆきくんの取扱説明書

			


			ひろゆきくんの取扱説明書

			ひろゆきくんの話を信じる？　信じない？

			ＭＣＮを利用した切り抜きサービス

			結婚式にも乱入した、なんちゃって世界一周旅行

			


			


			第６章　　ひげおやじのプライベート

			


			世界で一番『２ちゃんねる』に詳しい部外者

			２ちゃんねるでのオフ会の思い出

			大学の茶道部では１年生で部長に

			親の後ろ姿を見て学んだ、人を使う技術

			目標は現状維持

			


			


			第７章　　【漫画】だんな様はひげおやじ

			


			


			コラム03　メンタルが弱い人向けの仕事術

			


			


			第８章　　【対談】ひげおやじとひろゆきくん

			


			


			　　おわりに
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			ひろゆきくんとの出会い

			　


			　


			　「西村博之さんの配信で、たまに一緒にいる〝ひげおやじ〟って何者？」という呟きをＳＮＳやYouTubeのコメントなどでチラホラ見かけます。

			　仲は良さそうだけど、「死んだ魚の眼をしたおっさん」とか「デブでブサイクで頭の悪いおっさん」なんて悪口を言われてるよね……いったい何をしている人なの？　というのが、僕に対する一般的な感想だと思います。

			　


			　実は僕ことひげおやじは、ニュースサイト「ガジェット通信」の副編集長であり、映像部の部長であり、番組ディレクターというのが名刺でいうところの肩書きになります。副編集長と、〝副〟が付くところが、僕らしいんですけどね（笑）。

			　最近の仕事量でいうと、Ｗｅｂ番組のディレクターが20％、YouTuberなどのクリエイターさんのサポートが80％という割合で働いています。

			　あとは、しがないYouTuberとして週に一回ほど、『ひげおやじと仲間たち』というチャンネルで、ライブ配信もしています。機会があれば見てやってくださいね。

			　


			　こんな僕が、今回本を出版したり、宮迫博之さんがオーナーを務める『焼肉 牛宮城』でひろゆきくんと出版記念の公開生配信ライブができたりするのは、言葉にすると照れますが、偉大なるひろゆきくんのおかげといっても過言ではありません。

			　ということで、この本の帯にも登場する西村博之こと、ひろゆきくんと僕との出会いからお話ししたいと思います。

			　世の中の人が、彼のような凄い人物になるのはメチャクチャ大変ですが、僕のような人物というか、役割というか、大物芸能人のバーター芸人的な存在？　になら、本書を読めば、もしかしたらなれるかもしれません（笑）。

			　


			　前置きはこれくらいにして、僕とひろゆきくんとの出会いは、なんと大学生の頃にまでさかのぼります。そう考えると、かれこれ25年くらいの付き合いになるんですね。

			　ただ、話としてはさほど面白くなく、『あめぞう掲示板』というＷｅｂサイトで知り合った方からの紹介になります。

			　その頃の僕は、一応大学生だったので勉強はしていたものの、寝ているとき以外はパソコンでブラウザを開いては、あめぞう掲示板を見ているような生活をしていました。

			　あめぞう掲示板の前は大学の電子掲示板やロードオブモンスターズというオンラインゲームに夢中で、僕の大学時代は『どっぷりネットにハマった青春』ともいえます。

			　ちなみにロードオブモンスターズとは、複数のプレイヤーが同時に参加できるオンライン型ＲＰＧで、このゲームには、プレイヤーが集まってグループを作るギルド的な機能やネット掲示板の機能が実装されていました。

			　僕がインターネットを介して不特定多数の人たちとやり取りしたのは、実はこのときが初めてで、知らない人とネット上で会話をすることがとにかく楽しくて楽しくて、積極的に交流を図っていたことを覚えています。

			　ただ一方で、この頃のゲームは内容が単純だったため、残念なことにわずか数ヶ月で飽きてしまい、次に目を向けたのが『あめぞう掲示板』ということになります。

			　これには、本当にドハマリしました。

			　


			　ただ、この『あめぞう掲示板』には、後に『荒らし』と呼ばれるサイトを妨害する人たちが大勢集まるようになり、書き込みをしても掲示板に反映されなかったり、エラーが出て書き込みができなくなったり、挙句の果てにはサーバーにさえアクセスできなくなってしまいました。

			　そんなとき、「新しい遊び場を作っちゃう？」と、ひろゆきくんがはじめたのが『２ちゃんねる』になります。ですから『あめぞう掲示板』のことを知らない人は、『２ちゃんねる』を想像してもらえたら、わかりやすいと思います。

			　『あめぞう掲示板』という遊び場が機能しなくなって困っているときに、僕らの遊び場としてひろゆきくんが提供してくれたのが、『２ちゃんねる』なのですから……。

			　


			　ちなみに僕らのような暇人は、あめぞう掲示板の『総合窓口』のような、時事ネタから大喜利ネタまで何でもありのカオスなスレッドに集まっていました。

			　しかも僕、あめぞう掲示板では同性愛者のフリをして遊んでいました。

			　「ひげおやじって同性愛者だったの？」と、びっくりする人もいるかもしれませんが、これはあくまでもフリで本当は違いますよ。

			　あめぞう掲示板のような匿名掲示板には、チヤホヤされたいがために、実際は男性なのに女性のフリをして、男性にアプローチする方たちが大勢存在していたのです。

			　しかし僕に女性のフリはできません。じゃあということで、男性キャラである〝ひげおやじ〟のまま男性陣にアプローチをしてみたのです。




			　自分の中では面白いと思ったのですが、結論からいうと大失敗（笑）。

			　チヤホヤされるわけでもなく、プラスになることはほぼなかったのですが、勉強にはなりました。

			　たとえば、ダイレクトメッセージのようなメールで、本物の同性愛者からお誘いを受けたこともあり、仮想空間と現実の世界の境目があいまいだった僕に、インターネットといえども、最終的には人と繋がっていることを教えてくれました。そういう意味では、インターネットにおける立ち居振る舞いを正すきっかけになりました。

			　もう一つ。これは誤算だったのですが、女性が安心して寄って来てくれました。

			　当時のネットの世界は、エサに群がる鯉のごとく、相手が女性だとわかると、それこそたくさんの男性たちが集まってきていました。そのため、純粋にコミュニケーションを楽しみたい女性には不向きだったのです。

			　そんな中、女性に興味のない人間がいたら、安心するじゃないですか。というわけで、普通に男性を名乗るよりは、女性とのやり取りがスムーズだったと思います。

			　ただ、本当のことを明かした途端、「そういうのが嫌だからひげさんに話したのに……」と、いわゆる警戒モードに変わるため、残念ながら恋愛まで発展することはなかったです。

			　もちろん、今まで積み重ねてきたやり取りがあるので、これが原因で嫌われることはなかったですし、表向きは「同性愛者のひげおやじ」というイメージが強いのに、素顔はおっさんでもなく、体毛が濃いわけでもない普通の学生というギャップが安心感に変わるのか？　むしろ仲良くなるきっかけにもなっていました。

			　いかにも親切そうで優しい顔をした人が、車内でお年寄りに席を譲ったとしても、当たり前のこととして気にも留められないのに、いかつい強面の人が同じようなことをすると、なぜか『良い人度』が急上昇することと似ているのかもしれません。

			　


			　そんなこともあり、「ひげさんって面白いですね。○○さんを紹介させて！」とか「ひげさん、暇だったらこっちでチャットしましょうよ」みたいな感じで、わりと声をかけてもらえるような存在ではありました。

			　特に仲良くしてもらっていた方から、「大学生のひげさんと同世代の子を知ってるから紹介するよ」といって繋いでもらったのが、ひろゆきくんになります。

			　この方、男女間の面倒くさいことに巻き込まれたくないために、女性でありながら男性のフリをしていたので、〝ひげおやじ〟を演じていた僕は、安心して絡んでもらえたんだと思います。そう考えると、〝ひげおやじ〟でなかったら、ひろゆきくんとは出会えてなかった可能性が高いかもしれません（笑）。
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			　僕とひろゆきくんは、年齢は彼の方が１歳上ですが学年は同じだったので、すぐに仲良くなれました。

			　ただ、その頃のひろゆきくんはアメリカに留学していたため、紹介されたといっても直接会うことはなく、個人的にチャットをするだけの関係でした。

			　この本の著者は僕なので、僕目線で話すと、当時から彼はめんどくさい男で、『チャットの最後の一文は、自分が締めて終わらせたい』という変なこだわりがありました。つまり、僕が「さようなら」で終わらせようとしても、必ず彼も「さようなら」と送信してくるわけです。

			　僕もチャットの最後の一文は自分で終わらせたいタイプだったので、「じゃあね！」と書いて終わらせようとするのですが、向こうも「あいあい」と返してくる。「返さなくていいよ」「もへもへ」「それがいらないんだよね」みたいな会話を繰り返しているうちに、本題の話はとっくに終わっているにもかかわらず、無味乾燥なやり取りだけが１時間ぐらい続くといった状況です。

			　よくもまあ飽きずに、二人で意固地になって返信し合っていたと思いますね（笑）。

			　学生でお互いに暇といえば暇だったのですが、ある意味、無駄と思える時間もそこそこ楽しんでいたわけですから、ひろゆきくんとは当時から気心が知れている仲だったんじゃないかと思っています。

		


		
			〝ひげおやじ〟誕生秘話

			　


			　


			　あめぞう掲示板をはじめた当初の僕は、書き込みをすることもなく、いわゆる見る専門。たとえ書き込んだとしても『名無し』のままでした。

			　ただそのうち、頻繁に書き込みをするようになると、固定のハンドルネーム（以下　コテハン）を使わないと、自分の前回の発言と今回の発言が同一人物によるものだと周囲から認識されないため、話題が一過性になってしまうことに気づいたのです。

			　そこで誕生したハンドルネームが『ひげおやじ』になります。

			　


			　学生で、しかもひげの薄い僕が、なぜ『ひげおやじ』にしたのか不思議ですよね。

			　これには時代背景というか、当時のインターネット事情が大きく関わっています。長時間ネットに居座るには、そこそこお金が必要で、参加者の多くが社会人、もしくは主婦の方ばかりだったのです。

			　しかし、当時の僕は学生だったため、安直に学生っぽいコテハンだと年齢マウントで下に見られてしまうんじゃないか、年上に見られた方が居心地がいいのではないか、という憶測だけで、コテハンを『ひげおやじ』に決めました。

			　ちなみにひろゆきくんは、最初から本名の『ひろゆき』を使っていましたね。

			　当時のネット社会で本名をそのまま使う人って稀有な存在でしたが、この件については対談で本人が語ってくれています。

			　


			　『ひげおやじ』のコテハンは自分でも気に入っています。この名前の面白いところは、『ひげおやじ』という言葉から連想するキャラクターが人によって異なる点です。

			　ゲーム好きな人は、『スーパーマリオ』のイメージで接してきますし、漫画好きの人は手塚治虫先生の描く『ヒゲオヤジ』をイメージしてくれます。

			　もちろん、体格のいいヒゲモジャのクマさんみたいな人を連想してくれる方もいて、受け手によって『ひげおやじ』のイメージは千差万別だったのです。

			　目論見通り、「自分より年上なのでは？」という印象をもつ方もいました。

			　実社会では、外見や表情、身だしなみといった視覚情報や声などの聴覚情報で相手のことを判断しがちですよね。中味より外見重視の関係です。

			　ですから、相手が社会人で年上だとしたら、学生で年下の僕に対して、「初めまして」のときから自然と上から目線で接しがちだと思うのです。

			　しかしネットの世界では、顔出ししない限り、僕のことを『ひげおやじ』というコテハンでしか認識できないため、フラットな付き合い方ができるのです。それがとても新鮮で心地よかったですね。

			　『ひげおやじ』というコテハンを使ってきたおかげで、実年齢にかかわらず対等な関係を築くことができたんだと思っています。

			　外見や声などといった相手を判断する視覚・聴覚情報がないと、人って意外と分け隔てのないフラットな付き合い方ができるものなんですよね。

		


		
			衝撃的だった、ひろゆきくんとの初顔合わせ

			　


			　


			　僕がひろゆきくんと初めて会ったのは、新宿で開催された『ひろゆきくん、お帰りオフ会』での席になります。大学４年生のときでした。

			　それまで彼はアメリカの片田舎に留学していたため、ネット上での付き合いしかありませんでしたが、日本に帰ってくるからみんなで迎えて飲み会をしようということになり、僕も誘われたのです。

			　もちろん、チャットでは長いことやり取りしていましたが、その間写真を交換しあうこともなく、容姿を知らないままでの対面です。このときのことはたまに話題になるのですが、そのたびに二人とも「想像と違っていた」と話しています。

			　


			　いまでもはっきりと覚えていますが、このオフ会に僕は遅れて参加しました。

			　店に入り、「遅くなりました、ひげおやじです！」と挨拶すると、席の真ん中を陣取り座っていた主賓のひろゆきくんらしい人物（すでに酔っ払っていたためか、ハイチェアーに腰掛けるのではなく、立てひざにあぐらをかいていた）が僕を見るなり、「なんだよ、ひげ生えてねえじゃん！」というツッコミをしてきたのです。
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			　インターネットのオフ会に参加する人って、それまではどちらかというと結構おとなしい、文化的な感じの人が多かったので、陽キャ臭のする輩やからっぽいひろゆきくんを見て、正直怖くてビビッたというのが第一印象になります。

			　それまで彼とはネット上での交流だけでしたが、いつ話しかけても大体返事がくるので、自分と同様に『凄い暇な人』だとは思っていましたが、もっとおとなしい人を勝手に想像していたんですよね。

			　実は彼、２００１年の『牛丼オフ会』でも、主催者が１人１杯と決めていた牛丼を、余っているからという理由だけで２杯食べてしまい、滅茶苦茶怒られていた（が、ひろゆきくん本人はヘラヘラしていた）ことを、これを書いていて思い出しました（笑）。

			　


			　ちなみに高校生の頃の僕は、決まった友だちの輪の中でしか遊べませんでした。

			　それが大学生になって社交的になれたのは、インターネットのオンラインゲームや掲示板での交流がきっかけです。つまり『２ちゃんねる』が、いろんな人と話をするためのトレーニングになってくれたのです。

			　たとえば何かを断るなど、直接本人には言いづらいことでも、ＬＩＮＥやメールを介するとハードルが下がり言えることってないですか？

			　インターネットのコミュニティって、これに似ていると思うんですよね。しかも、本名ではなく『ひげおやじ』という別人格でやり取りができ、プラス『共通の趣味』という接点があれば、話も盛り上がりやすいんです。

			　だからこそ、コミュニケーション能力が低かった僕でも、年上とか関係なく、物怖じせずにしゃべれるようになったんだと思います。

			　ただ最近は、ＳＮＳ上だと饒舌なのに、実際に会うと無口な方もいらっしゃいますよね。

			　僕がネット以外の現実の世界でも、知らない人と話せるようになった大きな要因は、オフ会を経験してきたからだと思います。

			　しかも最初のオフ会は、大規模オフ会ではなく一対一のオフ会で、校舎こそ違えど同じ大学の学生とでした。この人とはインターネットではなく、大学の電子掲示板で知り合ったのですが、同学年で大学も同じなら、自然と会話は弾みますよね。

			　結果、「緊張したけど、楽しくしゃべれたから、次はあめぞう掲示板のオフ会に参加してみよう」と思えたのです。そして２回目も３名という少人数のオフ会でした。

			　これが、いきなり『２ちゃんねる』の大規模オフ会に飛び込んでいたら、そんなに会話が弾むこともなく、テーブルの隅っこのほうで、「つまんねえなあ……全然楽しくないから、もう来るのやめよう」って、なっていたと思うんですよね。

			　２～３名の少人数だったから、会話の中に入ることができたし、自分の話も聞いてもらえて楽しい時間に変換できたんだと思います。

			　


			　これからオフ会に参加してみたいと思っている方は、最初は少人数からはじめて、知らない人とでも会話ができるようになってから、徐々に人数の多く集まるオフ会に参加するなど、段階を経るといいかもしれません。

			　


			　


			　


		


		
			ガジェット通信とひげおやじの関係

			　


			　


			　現在の僕の肩書きは、ニュースサイト「ガジェット通信」の副編集長であり、映像部の部長であり、番組ディレクターだということはお話ししましたが、ここでは「ガジェット通信」とひげおやじの関係について話したいと思います。

			　


			　さかのぼること15年ほど前。

			　30歳前後の僕は、当時勤めていた映像系の会社を定時で退社すると、『２ちゃんねる』か『ニコニコ』で動画配信をして遊んでいました。

			　この他にも、ライブドアブログで文章を書いたり、ミクシィでコミュニティの運営をしていたため、こう書くと申し訳ございませんが、アフター５からが僕の本業というか、やりたいことがようやくはじまるみたいな日々でした（笑）。

			　しかも週末になると、それこそ会社が終わった金曜日の夜から日曜の夜まで、有限会社未来検索ブラジルの代表を務める竹中さんが、ひろゆきくんのために提供してくれていたディジティ・ミニミの事務所を遊び場代わりに、みんなで集まってはモンスターハンターや新しく発売されたゲームなどで、朝までだらだらと遊びながらしゃべり倒していました。

			　まさに『２ちゃんねる』のオフ会の延長みたいな感じです。
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			　そのうち、ひろゆきくんがガジェット通信を立ち上げたため、自然とそちらに集まるようになり、週末の遊び場がディジティ・ミニミからガジェット通信の事務所に移行しました。

			　これが、僕とガジェット通信との関わりのはじまりになります。

			　


			　ガジェット通信は、有限会社未来検索ブラジルが作ったニュースサイトです。

			　「ガジェット系のニュースサイトを立ち上げたら、いろんなメーカーの最新機器をタダで使えるから面白くない？」と、ひろゆきくんが言い出したのがきっかけです。

			　有限会社未来検索ブラジルは、ひろゆきくんが役員・取締役を務めている会社で、もともとは２ちゃんねる内の検索サービスの運営を目的に、彼を含む３人で設立されたみたいです。

			　ちなみに、ガジェット通信がガジェット系として取り扱っていたのは、家電やカメラ、業務用機材などの精密機器全般になります。

			　このようにガジェット通信にとって僕は、最初のうちは〝単に週末だけ遊びに来ている人〟という認識だったと思います。しかしそのうち、ライブドアブログやミクシィで長文を書いていたことが認められ、ライターへと関係が変化していったのです。

			　背景としては、ニュースサイトを実際にはじめるとなると、文章を書けるライターを探す必要があり、タダでコキ使える人材としてひろゆきくんから、「ひげさん、やらない？」と声をかけてもらったからです。

			　実際、僕としても最新機器にさわれることが嬉しくて、メーカーから借用した機器を使わせてもらう代わりにノーギャラで働いていました。

			　その後、ガジェット通信で「ニコニコの公式番組を作る」という流れになったときも、技術スタッフとして手伝うようになるのですが、「こんな変なこと考えたんだよね」「面白そうだから、やってみようぜ」という軽いノリで、目新しいことには基本すべて乗っかるようにしていました（笑）。

			　これが、ガジェット通信という沼に、僕がずっぽりハマるきっかけになるのですが、いずれもひろゆきくんから誘われたことからはじまっています。いま思うと、彼は僕の羅針盤だったのかもしれません。

			　


			　ブログをやりはじめたのも、ひろゆきくんの影響です。

			　映像系の会社では、番組販売の営業をしていましたが、入社するときにわがままを言って、週４勤務にしてもらいました。

			　つまり、週４勤務で定時退社の僕には、時間がたくさんあったのです。

			　そんなタイミングで、ひろゆきくんが堀江貴文さんと仲良くなり、堀江さんが『社長日記』、ひろゆきくんが『元祖社長日記』をライブドアブログで配信していたため、僕も興味を持ったというわけです。

			　ひろゆきくんが何か新しいことをはじめたり、面白そうなことをしていると、「僕もやるやる～」みたいな軽いノリで、手を出すことが多かったですね。

			　仲のよい友だちがゴルフや釣りをはじめたから、自分もやってみたいという感覚は誰にでもあると思いますが、まさにそれです。

			　その割には、ライブドアブログのアクセスランキングで総合２位になったこともあり、たまたまかもしれませんが駄文のわりに反響が大きかったのを覚えています。

			　


			　実は、「自称　〝世界で一番忙しいニート〟」というフレーズは、このときのノーギャラ生活をキャッチコピー的に、面白おかしくもじったのが由来です。

			　詳細は、『第４章　ひげおやじとひろゆきくんの旅』で書きますが、スペースシャトルの打ち上げ中継のときも、ロシアでのソユーズ打ち上げのライブ配信のときも、海外のファッション・ウィークを横断するという目的でヨーロッパやマイアミのファッションショーに行ったときも、すべてノーギャラでした。

			　だって、足代と宿泊代と食費をすべて出してもらえるうえに、スペースシャトルの打ち上げやソユーズ打ち上げを、生で見ることができるわけです。行かない手はないというか、僕にとっては仕事というより、まったくの趣味感覚だったんですよね。

			　もっと言うと、お金をもらっているわけではないので、縛られる理由もなく、嫌になったらいつでも逃げられるというか、辞めるための保険でもありました。

			　ただ、この頃にはすでに映像系の会社を退職していたので、暇で時間だけはたくさんあり、フットワークも軽かったので、いい感じで使ってもらえてはいました（笑）。

			　あの頃の僕は、お金より単にやりたいことをやっていた感じです。社員になってしまうと、やりたくないことでも従わざるを得ないんですよね。

			　だから、社員でも何者でもない『ひろゆきくんのただの友だち』という立ち位置で、ガジェット通信と関わっていたというわけです。

		


		
			聞き上手になるためのマル秘テクニック

			　


			　


			　「どうしたら、ひげさんのような聞き上手になれますか？」とか「場の空気をすぐ乱してしまうのですが、どうしたらいいですか？」という質問を受けることがあります。

			　こんな僕ですが、多くの方から聞き上手と思われているようなので、この場を借りて、YouTuberなどのクリエイターさんとコラボをするときに意識的にやっている、『聞き上手になるためのマル秘テクニック』をお教えします。

			　


			　大前提として、僕は演者さんではなく進行役になりますので、相手の話を聞くことを第一に考えて配信に臨んでいます。そのためのテクニックにはなるのですが、『リアクションは短く返す』ことを基本にしています。具体的には、「あ」「い」「う」「え」「お」の母音だけでリアクションをするという方法です。

			　リアクションが短いのは、相手の話のテンポを崩したくないからです。

			　当たり前ですが、何もリアクションがないと、相手の演者さんは凄く話しづらくなります。となると、テンポを崩さず、かつ視聴者の邪魔にならない一番簡単な方法は、頷くことになるのです。

			　ただ配信中、終始頷いてばかりもいられないため、音を発しつつも相手の会話の邪魔にならない手段として自分なりに編み出した技が、「あいうえお」の母音でリアクションするというやり方でした。

			　この方法を使うと、相手もどんどん話がのってきますし、誰でも『話を聞いてくれる人』、『聞き上手』というポジションになることができます。

			　


			　また、バカがばれないという大きな利点もあります（笑）。

			　多くの場合、「気の利いたことを言わなきゃ」と思い込み、空回りして自分のことを追い込んだ末の苦し紛れの一言が、墓穴へと導くのです。

			　しかし、はじめから「あいうえお」だけで対応しようと思っていれば、気が楽になり、自分を追い込む必要はなくなります。

			　たとえば、同意するときは、「ああ」とか「あー」って言います。反対のときもイントネーションを変えて「ああ？」を使います。

			　普段はあまり使わないかもしれませんが、驚くときに僕は「いっ」と言うんです。「そんなことが？」みたいな意味で、予想外のときの反応になります。

			　「うんうん」も「ああ」と同じ同意ですが、「その意見にはちょっと乗り切れませんよ」とか、「もうちょっと詳しく教えてください」のときは「うーん」になります。

			　「いっ」と同じ驚いたときの「え！」や、「え、今のはなんですか？」の「え？」もあります。あとは納得したときの「ええ」と、驚嘆の「おお！」ですね。

			　このように「あいうえお」を覚えるだけで大体の会話ができてしまうだけでなく、相手の話を引き出しているようにも見えるため、まずは気の利いたことを言わなければという考えを、一旦忘れてしまいましょう。

			　もちろん、自分から話をしなければならないこともあると思います。そんなときこそ、上手な人から聞いた話が活きるのです。自分が理解できた説明なら「なるほど、こう話せば良いのか！」と身に付くため、いざ自分が説明するときに活用できるのです。

			　また一般的に、偉い人ほどしゃべりたい人が多いので、相手にたくさんしゃべっていただいた方が自分の勉強にもなりますし、会話も長く続くわけです。

			　そういう意味からも、長く付き合っていきたい人や好きな人がいる場合は、気の利いたことを言おうとするのではなく、「あいうえお」のリアクションを使って会話を盛り上げてみるのはいかがでしょうか。

			　


		


		
			ひろゆきくん曰く「誰もひげさんに興味ない」

			　


			　


			　ひろゆきくんから「誰もひげさんに興味はないよ」と言われたことがあります。

			　今でもこの言葉を戒いましめとして、配信に臨むようにしています。
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			　「みんなが自分に注目してくれている」と思ってしまうと、期待に応えたいと思うあまり、気の利いたことを言わなきゃいけないというプレッシャーが生まれます。そのプレッシャーが焦りとなり、空回りして失敗を招くと思うのです。

			　しかも厄介なのが、一度失敗という経験を味わってしまうと、優秀な人なら失敗から学んで活路を開くことができますが、僕のような人間は、萎縮して何もできなくなってしまいます。

			　では、どうしたらいいか？　ここで登場するのが、ひろゆきくんが僕に言った「誰も自分に興味はない」という考えです。

			　こう考えることで、会話の分量は、相手のほうが格段に多くなります。

			　だって僕の話に興味がないのに、僕の話をするのは失礼じゃないですか。

			　結果、なるべく相手にしゃべっていただくというという考え方にシフトチェンジできるのです。

			　たとえば１時間の配信なら、本当に一言、それはホームラン狙いの大振りでもいいので、１回だけ何か返せればいいという心構えで臨むわけです。

			　バットを振るのは１回だけにしてしまえば、「このタイミングで言わなきゃ」というプレッシャーから解放され、リラックスした状態でバットを振ることができます。

			　なんなら、バットは振らなくてもいいと思っています。それくらい気楽に構えていたほうが、肩の力が抜けて良いスウィングができるということです。

			　


			　２０２２年３月20日、宮迫さんによる牛宮城からのYouTube配信に、僕とひろゆきくんがお邪魔したときですが、直前に行われた僕とひろゆきくん二人だけの配信と比べ、僕の口数がかなり減っていたことに気づくはずです。

			　宮迫さんの配信においては、視聴者は宮迫博之さんとひろゆきくんとのやり取りが見たいわけです。実際に僕も二人のやり取りを聞きたいと思っていたので、「僕自身はしゃべらなくてもいい」というくらいにまでシフトしていました。

			　ただ、あのときはひろゆきくんのお酒のペースが早かったので、いい気分になりすぎて暴走しちゃいそうになったら、制止役として「やめろ～！」と合いの手を入れるくらいのつもりで座っていました。

			　もちろん、いろいろな番組で一流の芸人さんたちとやりあってきた超一流のＭＣである宮迫さんであれば、ひろゆきくんが泥酔していたとしてもそつなく対応してくださるとは思いますが、相手がひろゆきくんだと遠慮して躊躇するような場合もあるため、そんなときだけ自分が出ていこうと決めていたということです（笑）。

			　


			　これはゲーム配信などで、ディレクター兼番組の進行役を任されているときも同じです。面白さを担保してくれている演者さんがいる以上、僕がそこに介入する必要はないと考えます。

			　よくあるダメなケースに、面白い人たちに囲まれた途端、自分も面白い人間なんだと勘違いしてしまうことがあります。

			　周囲が面白いことを言っているのだから、自分も面白いことを言わなきゃと思い込んで失敗してしまうパターンです。みなさんもテレビなどで見たことないですか？

			　そんなとき、心のブレーキになってくれるのが「誰も自分には興味がない」という言葉です。心得ておくだけで、自分自身を俯瞰できるため、あえてそこに介入する必要はないと思えるのです。

			　ちなみにディレクターが一番やってはいけないことは、演者さんが作った笑いを横取りすることです。

			　演者さんが作った最後の笑いは、自分のものにするのではなく、面白がって笑っていればいいのです。だって、誰もディレクターには興味がないわけですし、最後は自分の笑いで締めたかった演者さんとしても、「なんでディレクターが俺の笑いに被せてくるの？」と、不快感を抱きますよね。

			　僕が演者さんから信用してもらえているとしたら、このようにおいしいところを持っていかない人、邪魔をしない人だからかもしれません。
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			誘われたら断らないというロールプレイ

			　


			　


			　２０１８年頃の僕は、他の業界の方に自己紹介をするとき、「あなたの知っているYouTuberさんを思い浮かべてください。その方と僕は、一緒に仕事をしたことがあると思いますよ」という台詞が言えるほど、多くのYouTuberさんと関わっていました。

			　


			　なんて偉そうに言っていますが、僕が動画配信の世界に足を踏み入れるきっかけも、ひろゆきくんでした（笑）。

			　「結局、そこかーい！」という読者の突っ込みは置いといて、どういうことかと言うと、ガジェット通信がニコニコから公式番組の制作を依頼されたとき、生配信を手伝う技術スタッフをひろゆきくんが探しており、「どこかに動画の編集をできる人はいないかな？」と相談してきたので、「俺、やるよ～」と即答したという、いつものアレです。

			　短い期間ではありましたが、映像系の会社に勤めていたことがあり、営業のほかに制作や編集にも携わっていたからです。

			　またその頃には、自分でも『生主なまぬし』（ニコニコで生放送をする人のこと）として、いろいろな動画を配信していたため、配信の知識があったというのもあります。

			　そして何より、誘われたら断らないというロールプレイを貫き通していたことが大きかったと思います。

			　


			　『誘われたら断らないというロールプレイ』とは、僕の中にある『自分の限界値を知ることが重要』という考えから、限界値を探るために、２ちゃんねるのイベントに誘われたら断らない、会社の飲み会に誘われたら断らないなど、依頼ごとはすべてＹＥＳで引き受けるということを、ゲーム感覚で実践していたことです。

			　これは、生まれて初めて酔いつぶれたとき、限界値を知ることの大切さに気づかされたからです。

			　あのときはワインをボトルで２本ほど飲んで酔いつぶれてしまいました。そのまま先輩の家に運ばれたものの、翌日もトイレから出られずに吐きまくっていたという経験から、お酒に関しては、「これ以上飲んだらこういう結果になる」と身に染みて感じたのです。

			　それ以来、お酒で失敗することがなくなりました。これは限界を知ったからで、これってある意味、仕事でも何でも同じなのではと気づいたのです。

			　そこで、お酒以外の自分の限界値を知るために、パンク覚悟で大学時代後半から新卒入社でＩＴ系企業に勤めていた時期にかけて、基本的に「やります」「わかりました」だけで対応していました。おかげでこの会社では、入社初日から２週間連続で上司や先輩方と飲みに行くという経験をすることができました（笑）。

			　ただ、誤解してほしくないのは、ＹＥＳと答えることが重要なわけではありません。このロールプレイは、あくまでも自分の限界を見つけることが目的なのです。
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			　ところで、みなさんは自分の限界がわかったとしたら、どのように対処しますか？

			　「これ以上はダメだよね、という限界値の手前でセーブする」という考えもありますが、「前回はここまでできたんだから、今回はここまでやってみよう！　と、さらなる限界値に挑戦してみる」という考えもありますよね。

			　どちらの道を選ぶにしても、限界値を知る必要があるわけです。

			　そういう意味からも、自分の限界を一度味わうことは、『損して得取れ』ではありませんが、長い目で見たときには有益だと思います。

			　


			　ただ一つだけ注意が必要で、株などのお金関係で限界を試すことはやめたほうがいいでしょう。

			　僕は大学卒業後、新卒でＩＴ系の会社に５年ほど勤務したのち、退職してフリーランサーとして３年、その後、映像系の会社に１年ほどお世話になりました。

			　フリーランスのときに、ＩＴ系の会社で稼いだお金で株をやっていたのですが、身体中の穴という穴から血が噴き出して死ぬんじゃないかと思うくらい損をした経験が３回ほどあります。

			　初めに損をした額は10万円でした。この金額が一瞬で消えたとき、もの凄い勢いで僕の心が折れたのです。

			　次に同じような感覚に陥ったのは、１００万円損をしたときでした。

			　つまり、10万円で折れた心は、１００万円まで耐えうる図太い心になっていたのです。ちなみに、３回目は３００万円損をしたときになります（笑）。何が言いたいのかというと、ことお金に関しては感覚が麻痺してしまうということです。

			　要するに限界値にも二つのカテゴリーがあり、心が折れる系の株やお金は、傷が癒えると図太くなり、取り返しのつかないことになりかねないということです。

			　くれぐれも肝に銘じておいてください。

			　


			　ではここらで、僕が知るニコニコ動画（以下　ニコニコ）のはじまりについて、お話ししたいと思います。

			　きっかけは、ひろゆきくんがドワンゴから「YouTubeが流行っているので、日本でも似たような動画プラットフォームを作りたい」と、オファーを受けたことです。

			　と言っても、スタート時のニコニコは、YouTubeの動画にコメントを載せるだけの、コメントサーバーの機能しかありませんでした。

			　要するに、動画の部分はYouTubeをまるごと流用するという考えです。

			　こうしてニコニコはスタートしたのですが、そのうちYouTubeにおける日本の回線使用率が異常に高まったため、YouTubeの動画をニコニコで流用できないように、Googleから回線を遮断されてしまうという事態が起きました。

			　それだけニコニコの人気が高かったともいえます。

			　


			　このままではニコニコのサービスを続けられなくなるため、いっそやめてしまうか、続けるのであれば、自分たちで動画サーバーを立ち上げて、自分たちの動画を配信するしか道は残されていなかったのですが、ご存知のように後者を選んだわけです。

			　このような背景があり、ニコニコで動画を一から配信せざるを得なくなったのですが、いきなりユーザーに動画の配信を委ねても数が集まらないので、『公式』という形でニコニコでも動画を作ることにしました。

			　このとき制作を依頼されたうちの一社が、ガジェット通信です。

			　ちなみに、僕が最初に関わったガジェット通信との仕事は、ニッチな需要を狙った『女子大生がご飯を食べているだけの動画』の制作になります。

			　そのときはたまたま人手が足りなかったのか、映像系の会社にいた僕に、手伝ってほしいと声がかかったのです。映像系の会社では営業のほか、実写やアニメの制作業務や撮影・編集作業にも関わっていたためです。

			　ただ、女子大生の食事風景の動画制作を手伝って感じたことは、「撮影した動画を編集して配信するというやり方は、面倒くさがりやの自分には合わない」でした。

			　そんなこともあり、あまり深入りしないようにしていました。

			　そうこうしているうちに、ニコニコで生放送（ライブ）が可能になったのです。

			　生放送は、撮った動画をそのまま配信するだけなので、面倒な編集をすることもなく、リアルタイムで番組を作って上げればいいだけです。

			　不覚にも「これは面白そうだぞ」と興味を持ってしまったことが、本格的にニコニコ生放送に関わるようになったきっかけになります。

			　


			　ちなみに僕が、『生主』として個人的に配信を始めたのは２００８年12月。当時勤めていた映像系の会社を退社する少し前の頃になります。

			　配信内容は、お酒を飲みながらの単なる雑談。ひろゆきくんからは、「ひげさんの動画って、本当につまらないよね」と、揶揄されていたほどです（笑）。

			　当時、見てくれていた方には本当に申し訳ないのですが、特に話したいことがあったわけではなく、僕からみても『つまらないと言われてしまうのは、当然といえば当然』だったんですよね……。ただ技術的に面白いからやっていただけに過ぎないんです。

			　ではここで、僕の悲惨な配信を知らない大勢の読者のために、当時の内容を簡単に説明しますと、現在の配信とさほど変わらず、飛び込んできた質問に僕が答えるという、ラジオ番組の映像版みたいな内容になります。

			　それこそはじめたばかりで、３～４人ほどしか視聴者がいませんでした。しかも、その数少ない視聴者も全員身内という自己満足の世界でした。

			　後から知りましたが、ひろゆきくんが気を利かせて、答えやすい質問をコメントとして投稿してくれていたようです（笑）。

			　正直、視聴者はひろゆきくんだけという配信回もあったと思われます。

			　配信時はいつもお酒を飲んでいたので、途中で酔いつぶれてしまったなんてこともありました。特に思い出深かった回は、２０１１年に期間限定で寄付機能が実装されたときの配信です。これは、東日本大震災の募金のための機能だったのですが、寄付されるごとに僕がウイスキーをショットで飲むという配信イベントをやり、30分で20杯ぐらい飲んで、とんでもない潰れ方をしたのを覚えています。

			　ただ、継続は力なりと言いますが、最初は質問がないと何もしゃべれなかった僕が、そのうち次の質問が投稿されるまで、しゃべり続けて間を埋めることができるようになったのです。不思議ですよね……。いつの間にか、一つの質問を長く噛み続けることができる能力を身につけたわけです。それができるようになると、たとえ質問が来なかったとしても配信を続けられる〝ひげおやじ〟になっていました。

			　そしてこの能力が、奇しくも60時間ぶっ通しゲーム実況で生かされることになるのですから、なんでもやっといて損はないということです。

		


		
			60時間ぶっ通しゲーム実況

			　


			　


			　２００９年から、『有限会社未来検索ブラジル　ガジェット通信プレゼンツ』による公式番組の定期配信がはじまりました。

			　この頃の僕は、映像系の会社を退社した後だったので、時給制の助っ人として関わっていました。といっても、ポツポツ程度ですが……。そのため、『60時間ぶっ通しゲーム実況』なるものが企画されたことは知っていましたが、まさかそこに自分が参加するとは思っていなかったというのが正直なところです。

			　


			　これは、60時間ぶっ通しで『ダークソウル』のゲーム実況を行い、クリアできるまで帰れないという、ひろゆきくん考案の企画になります。企画書にまとめて、ドワンゴに提出したのが周ちゃんこと深水周二郎さんです。

			　これだけゲーム実況が一般化した今日でさえ、60時間ぶっ通しでゲーム実況をするなんてそうそうありませんが、当時は『ゲーム実況って何をすればいいの？』という時代だったため、ひろゆきくんのこの企画は衝撃だったと思います。

			　たとえば、１時間番組でゲーム実況をやるにしても、一つのステージをクリアするのに２時間かかっていたら、到底１時間枠に収まらないですよね。

			　そもそも「１時間番組のうち、ゲームコーナーは５分だけです」なんて枠組みには、ゲーム実況は絶対にマッチしないわけです。

			　そんなゲーム実況番組の状況に風穴を開けることができたのは、やはりひろゆきくんの力があったからこそだと思います。彼は、「テレビと違うんだから、クリアするまでだらだらやればいいじゃん!?　24時間かかるのなら、24時間やろうよ」と言い出したのです。しかも、企画書を受け取ったドワンゴから、「長時間配信は前例がなく、サーバーの負荷などを考えると最後まで配信できる保証はない」と言われてしまったのですが、ひろゆきくんが役員だったこともあり、「前例がないのなら、今回がいいテストになるね」と、却下させなかったのです。

			　まさに、ひろゆきくんだからこそ実現できた企画といえます。

			　


			　そして忘れもしない、２０１２年１月３日に配信が決まったのですが、この前代未聞の現場の仕切りを、なぜか僕がやることになったのです。しかも、60時間……。

			　１組３時間ずつのリレー形式で、クリアできなかったら、延長することも考えていました。実際は、37時間でクリアできたため、２周目のクリアを目指した結果、61時間かかってしまいました。

			　ただ、ここまで長時間の実況となると、裏方はあくまでも裏方として表に出ることなく、カンペだけで進行を支えるのは現実的ではありませんでしたし、ＭＣを雇いたくても60時間ともなると予算的に厳しいわけです。

			　そんなこともあり、裏方であるはずの僕が進行役として要所要所ではありますが、必然的にしゃべることになったのです。ＭＣではありません。あくまでも演者さんを立てることが前提の進行役です。結婚式でいう司会者というか、しゃべる裏方のような役割を想像してもらえるとわかりやすいと思います。

			　この考えは、僕の中でいまだに受け継がれており、肩書きとしてＭＣと呼ばれることを拒否していますし、実際、僕が自分で書いた台本では、当時一度もＭＣと名乗ったことはありません。

			　ＭＣは、単に進行を務める人のことではなく、番組の顔として存在している人のことを指す言葉であり、僕の番組においての顔は演者さんなのです。

			　それでも僕以外の方が番組の台本を書くと、ＭＣという肩書きを付けられてしまいます。そのように評価していただけるのは嬉しい限りですが、自分は補助であり、ただの進行役なのです。

			　そこだけは勘違いしないようにと、心がけています。

			　


			　話は逸れましたが、それまではカメラマンやスイッチャーなどの技術スタッフとして番組に参加していた僕が、進行役としてしゃべるようになったのは、この60時間ぶっ通しゲーム実況ぐらいからになります。

			　しかも、番組的には60時間の累計視聴者数が２３１万人という大好評のまま幕を閉じ、ひげおやじ的な進行兼ディレクターみたいな役回りも評価していただけたわけです。ありがたいことに、放送終了後の満足度アンケートでも、95％近くの視聴者が、「とても良かった」と回答してくれました。

			　そこから番組の裏方でありながら、進行役も務めるような路線を歩むことになるのですから、『60時間ぶっ通しゲーム実況』が、いまの僕のポジションを確立するきっかけであり、転機となったのは間違いありません。

			　


			　このように、チャンスはいつ、どのような形で訪れるかわからないため、日頃からの準備というか、いろんなことに首を突っ込むことが大事なのかなと思います。

			　『第４章　ひげおやじとひろゆきくんの旅』で紹介している「りょこなま」やお酒を飲みながらコメントに答えるだけのニコニコでの配信があったからこそ、司会進行役を務めることができ、公式番組の配信技術者として関わってきたからこそ、番組中のトラブルにも対応できるスキルを身につけることができたわけですから。

		


		
			YouTubeライブ初のゲーム生放送

			　


			　


			　いまではGoogleが提供するゲーム実況イベント『Google Play Game Fest』や『マインクラフトWEEK』など、YouTubeの公式番組でのゲーム配信が当たり前になりましたが、ガジェット通信がGoogleからYouTubeライブのゲーム番組を最初に相談されたのは、２０１３年になります。

			　ダークソウル60時間ゲーム実況生放送から１年しか経過していませんが、この頃にはゲーム実況番組が人気面でも確立されていたのです。そのため、YouTubeでもニコニコ生放送のようなゲームの生配信をやりたかったのだと思います。

			　ただGoogleからは、ニコニコで生配信をしているゲーム実況者ではなく、YouTubeで活躍しているクリエイターさんをアテンドしてほしいというリクエストはありました。そこで、古参で有名なYouTubeのクリエイターさんから２名を紹介してもらい、ＬＥＧＯブロックで東京タワーを作ってもらうことにしたのです。

			　ゲーム実況については、ニコニコでゲーム配信をしている２名に、Xbox版のマインクラフト（以下　マイクラ）で東京タワーを再現してもらいました。

			　というのも、六本木にあるYouTubeスタジオの窓からは東京タワーが見えたからです。ちなみにマイクラとは、さまざまな敵を倒しながら、ヴァーチャル世界に建物などを自由に作ることができる、世界で一番売れているゲームになります。

			　こうしてYouTubeで活躍されているクリエイターさんと、ニコニコで活躍されているクリエイターさんとのYouTubeライブによる制限時間12時間のゲーム生配信が実施されたのです。

			　ただ、はじめる前からわかっていたことですが、YouTubeのクリエイターさんは、普段通りにしゃべることができませんでした。

			　ニコニコのクリエイターさんは、ニコニコ生放送などの公式番組があったため、生放送に慣れているのに対し、YouTubeのクリエイターさんは、YouTubeライブができるようになったぐらいのタイミングだったため、ライブ配信は未経験だったのです。

			　動画でテンポ良くしゃべっているクリエイターさんなら、生配信でも同じ感じでしゃべることができると思いがちですが、編集が前提の動画と、ぶっつけ本番の生配信でしゃべるのとでは、想像以上に勝手が違うのです。

			　動画でテンポ良くしゃべっているのが当たり前になっていると、「生放送でも同じ感覚でしゃべらないと」という恐怖心から、間まとかタメを作ることができず、しゃべり続けてしまうのです。これは、どんな方でも同じです。

			　ですから、ライブ配信や生放送に慣れていない人ほど、オープニングはめちゃくちゃ元気が良かったのに、２時間後のエンディング付近になると、ガス欠を起こして、まったくしゃべれなくなってしまう人がほとんどでした。

			　そんなこともあり、『マインクラフトとＬＥＧＯブロックで東京タワー作るぞ！』のときは、生配信でもある程度はしゃべることができたニコニコのクリエイターさんは放置し、代わりにYouTubeのクリエイターさんには、２０１２年の『60時間ぶっ通しゲーム実況』のときのことを思い出しながら、会話のつなぎになるような役割を担うようにしていました。まさに１年前のデジャヴです。
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			　ただ、ニコニコ出身のライブ慣れしているクリエイターさんには「Youtubeのクリエイターさんよりしゃべりに関しては能力が上だと思っていられるのは今だけだよ」と、口うるさく警告していました。一部のクリエイターさんの中には、「YouTubeのクリエイターさんは、動画登録者数だけは多いけど、実際はたいしたことない」なんてことを冗談で言う人もいたからです。

			　本人たちは忘れているのかもしれませんが、ニコニコのクリエイターさんも、動画配信から生放送に切り替わったときは、誰も本来のパフォーマンスを発揮できていなかったのを、僕は間近で見ているわけです。

			　案の定、僕の予言は的中し、この時代には生配信で本来のパフォーマンスを発揮できなかったYouTubeのクリエイターさんも、今となってはYouTuberのトップ勢として、想像以上のパフォーマンスを発揮されています。

			　これはある意味当然のことで、ニコニコだろうとYouTubeだろうと、生き残っているクリエイターさんって、基本的に努力家なんです。

			　動画を作るとき、彼らはカメラマンにもなりますし、自分で構成を考えて台本も書きます。また、ディレクターとして自身を演出したり、撮影後には動画の編集もしたりするわけです。

			　要するに、自分がどのように見られ、どのように動画に反映されるのかを逐一チェックするプロフェッショナルな存在であり、全体を統括するプロデューサーの役目も担っているのです。このように、単なるタレントと違い、マルチですべての作業を担当しているからこそ、数年で見違えるほど成長していけるのです。

		


		
			マックスむらいさんとの出会い

			　


			　


			　『マインクラフトとＬＥＧＯブロックで東京タワー作るぞ！』の成功により、ニコニコ同様、YouTubeでも定期的に公式番組を配信するようになるのですが、この二つには、番組の形態的に大きな違いがありました。それは、YouTubeにはニコニコのような公式チャンネルの専用カテゴリーがないという点です。

			　長時間のぶっ通し配信の場合、２～３時間を１枠とし、それを数珠繋ぎにすることで１つの番組を作ります。そのためニコニコだと、１枠を１人のクリエイターさんが担当したり、その方と仲の良いお友だちとのコラボで構成したりします。

			　一方、YouTubeは公式チャンネルの専用カテゴリーがないため、必然的にクリエイターさんのチャンネルからの配信になります。そのため必ず２名のクリエイターさんが、ペアで１枠を担当するという仕様にしていました。前半の１時間はＡさんのチャンネルから、後半の１時間はＢさんのチャンネルから配信という具合です。これにより、お互いのチャンネルの視聴者が相互流入するため、それぞれのクリエイターさんのチャンネルを成長させることができるのです。

			　そんなこともありYouTubeの場合は、仲の良し悪しに加え、チャンネルの登録者数のほか、さまざまな基準を加えてキャスティングしていました。

			　


			　実はこの部分が非常にデリケートで、たとえばＡさんのチャンネルのユーザー登録数がＢさんより圧倒的に多い場合、ＢさんのチャンネルにＡさんがゲスト出演すると、Ｂさんのチャンネルの再生数は一気に伸びるわけです。ただ一方で、ＡさんのチャンネルにＢさんがゲスト出演しても、それほど再生数は伸びません。もちろん他の要素もあるので一概には言い難いのですが、大雑把に言えばそんな結果となります。

			　要するに、Ｂさんにとっては流入が激しいのでお得感のあるコラボでも、Ａさんにとっては、与えるだけのコラボになってしまうのです。

			　そうなると同じ規模のチャンネル同士、もしくは自分よりユーザー登録数の多い方とコラボしたいということになるため、YouTubeにおけるキャスティングはデリケートかつ簡単ではありませんでした。

			　そんな状況に風穴を開けたのが、マックスむらいさんです。

			　


			　マックスむらいさんは、パズル＆ドラゴンズ（以下　パズドラ）などのスマホアプリゲームの実況配信者だったため、ニコニコでは僕たち家庭用ゲーム機の配信チームとの接点はありませんでした。

			　この頃の僕は、失礼を承知で言うと、終わりのないスマホアプリゲームは、『面白くない』と、勝手に思い込んでいた部分がありました。しかも、ゲーム自体に物語性のあるドラゴンクエストやファイナルファンタジーなどの家庭用ゲームと違い、ゲームをクリアし続けても、画面がそんなに変わり映えしないスマホアプリゲームは、ゲーム実況には不向きで難しい素材だとも感じていました。

			　そんな中、スマホアプリゲームで人間ドラマを巻き起こしたのが、マックスむらいさんになります。

			　パズドラという媒体で、次の一手を考えるのに、大の大人が本気で30分とか頭を抱え、怖くて次の一手が打てないという演出で、番組を成立させたのです。

			　しかもゲーム視聴者数においても、とんでもない数字をたたき出している。

			　そんなこともあり、YouTubeで長時間ゲーム実況をパズドラでやりたいとGoogleから依頼されたときは、ようやくマックスむらいさんと一緒に仕事ができると、ワクワクしたことを覚えています。

			　


			　そして、実際に長時間ゲーム実況をご一緒させていただいたのですが、彼のパワフルさに度肝を抜かれました。なんと、１日10時間を３日連続で配信するという長時間ゲーム実況のすべての枠に、マックスむらいさんが登場したのです。

			　マックスむらいさんとペアを組むクリエイターさんは枠ごとに変わるのですが、このときすでに有名人で、異常なほどのチャンネル登録者数を誇っていたマックスむらいさんだけは固定なのです。つまり、相手のチャンネル規模などは関係なしに、彼だけはずっと出っぱなしというわけです。

			　マックスむらいさんの考えとしては、「自分のことを知らない人もまだまだ多いので、他のクリエイターさんのチャンネルに出演することは、自分のプロモーションにもなるから」ということらしく、進んで協力してくれたのです。

			　そんな方はいままでいらっしゃらなかったので、正直驚きました。

			　しかも番組が終わると、本業である自分の会社『AppBank』に戻っていくのです。この無尽蔵のスタミナに恐れおののいたのを覚えています。

			　マックスむらいさんというこれほどの人が頑張っているんだから、
凡人の自分はもっと頑張らないと、と思えるようになり、人生のひとつのターニングポイントになりました。とにかく、マックスむらいさんはパワフルな方なのです！
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			ゲームクリエイター 吉田直樹さんとの出会い

			　


			　


			　吉田直樹さんは、スクウェア・エニックスのゲームクリエイターさんで、ゲーム好きなら知らない人はいない、マックスむらいさん同様、僕が尊敬してやまない大好きな方になります。

			　吉田さんとの出会いは、商品紹介動画の配信を得意としていた僕に、マイクロソフト社から、「Windowsを紹介する番組をニコニコから配信したい」と依頼されたのがきっかけです。

			　このとき、推したいWindows版のゲームがあるから、そのゲームの担当プロデューサーを電話出演させてほしいとマイクロソフト社からリクエストされ、そこでお会いしたのが最初になります。

			　推したいタイトルとは、『新生ファイナルファンタジーXIV』のことでした。

			　


			　ゲーム配信に関わる者として、旧版ファイナルファンタジーXIVにはさまざまな問題があり、ネットの評判が芳しくないことは知っていました。

			　前作のファイナルファンタジーXIが好評だっただけに、期待して購入したユーザーの不満が爆発し、販売元のスクウェア・エニックスとしても、信頼を取り戻そうとバージョンアップを繰り返していたのですが、結局は黒歴史として名を刻むことになった作品です。

			　そこで、ファイナルファンタジーXIVを一から作り直すために、リベンジで臨んだ新生版のプロデューサーとして指揮をとったのが吉田さんになります。

			　吉田さんは、それまでドラゴンクエストのチームにいた方なので、ファイナルファンタジーのチームを仕切ることに、社内だけでなく、社外からも疑問視する声があったことは容易に想像できます。

			　そのような方が、リリース前の忙しい時期にもかかわらず電話出演してくれただけでなく、ひろゆきくんのことを高く評価してくれていたこともあり、二人の対談までもが実現したのです。

			　ご存知のようにひろゆきくんは、気になったことは遠慮なく突っ込むタイプの人間です。全面リニューアル版とはいえ本作品について対談することは、吉田さんにとってはリスクだったはずなのに、怯むことなく、配信中にすべての質問に明確な答えを提示してくれました。

			　吉田さんが、新生ファイナルファンタジーXIVのプロデューサー兼ディレクターであることはわかっていましたが、どんなに決定権を持った人でも、即決できる人って少ないと思うのです。

			　しかし吉田さんは、現場を含めたすべてを統括していたため、どんな質問に対しても自分の考えを明確に述べて、改善するところは改善する、改善しないところは理由を述べて納得のいく説明をする、ということを即決で行っていました。

			　このように、吉田さんが自信を持って、その場でジャッジしていく姿が生放送的には非常に痛快で、それまで漂っていた「ファイナルファンタジーXIVは、テコ入れしてもダメだろう」みたいな空気感が、「この人ならやってくれるかも！」という雰囲気に変わったのです。

			　しかも、実際に発売された新生ファイナルファンタジーXIVは面白く、それが継続しているところに吉田さんの凄さがあると思いますし、だからこそこんなにも高い人気を誇っているのだと思います。




			　その後も吉田さんとは、ニコニコ超会議でのイベントブースや14時間生放送で配信されるファイナルファンタジーXIVの周年イベントなど、年に１回はご一緒させていただいており、嬉しいことにご縁が続いています。

			　これは、吉田さんが僕たちのチームを指名してくださっているからなのですが、ご一緒するたびに、スクウェア・エニックスの現場での対応力や生放送での発言や考え方に、「とにかくかっこいい！」と、惚れ直してしまう自分がいます。

			　実は僕、吉田さんのことをヤンキーだと思っていて、本人にも「元ヤンですよね？」と聞いたことがあります（笑）。実際どうかは忘れましたが、「俺が一番頑張るから、おまえらついて来い！」という気迫をもって、新生ファイナルファンタジーXIVのチームを引っ張ってきたことだけは確かなので、その仕事っぷりには傍から見ても憧れます。

			　


			　そういえば、吉田さんと出会って、僕がこれまで抱いてきた仕事に対する価値観のブレイクスルーというか、考え方がガラリと変わったことがありました。

			　それは、ある番組の休憩中の何気ない会話で吉田さんが発した「仕事の評価は、褒めるだけじゃ成立しない」という言葉が、僕の心にグサリと刺さったのです。

			　たとえば、コンビニでアルバイトをしている人が店長から感謝の言葉を言われると、評価してもらえたことに喜びを感じますよね。でもそれって、物差しとしては定量的ではないため、いったいどれくらいの評価なのか、わかりにくいわけです。

			　だからこそ『仕事における公平な物差し（評価軸）ってお金なんじゃないの？』という吉田さんの考えは、バイトの時給に差をつけることでその人の実績や能力を評価する一番シンプルな方法だと腑に落ちたのです。
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			　これまでの僕はお金に対して無頓着で、楽しい仕事をさせていただけるのなら報酬額にはこだわらず、何ならボランティアでもいいと思っていました。

			　ただ、「ひげさんがガジェット通信にどれだけ評価されているかを明確に表す方法は、ひげさんにいくらまでなら払えるのか？　ということになるんじゃないの？」と、吉田さんから言われたときに、目からウロコというか、価値観が一変したのです。

			　楽しいことを優先し、生きていれば何とかなると思っていた僕が、お金を貰うことの大切さや意義に気づかされたわけです。

			　これは番組作りにおいても同じで、それまでは「別に会社もお金に困ってないし、これくらいの金額でいいか」という感覚でクライアントと交渉していたのが、「僕たちはこういう面白い番組を作れます。ただし面白い番組を作るには、これだけの費用がかかります。クライアントとして私たちの仕事を正当に評価してください」とか「このクリエイターさんにはこれだけの価値があります」という交渉ができるようになったのです。

			　この頃から僕とガジェット通信の関係も、単なる外注契約の部外者という立場から、責任と権限のある部長職であり社員に変わるわけですから、吉田さんの影響はとても大きかったと思っています。
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			ひげおやじは番組ＭＣではなく進行役

			　


			　


			　ゲーム実況番組をやりはじめてから、なぜか「ひげさんみたいなポジションの人になりたい」と、言われるようになりました。

			　理由を聞いてみると、「たくさんの有名なゲーム実況者さんと、メチャクチャ仲が良さそう」「楽しそうに笑ってるだけでお金を貰えるなんて最高！」「ひげさんって、進行がとても上手で憧れる」ということみたいです。

			　嬉しい気持ちと同時に、なんだか恥ずかしいという気持ちもありますが……。

			　ただ、誰よりも時間をかけて番組と向き合っているのは『僕自身』であるという自負もあるため、番組を見てくださっているみなさんにこう感じていただけるのは、当然といえば当然なんだと思っています。

			　なんたって、ゼロから番組を企画し、クライアントと打ち合わせをして、台本も自分で書いているわけですから、この言葉に『報われた』という気持ちがある一方で、「やってみると結構大変よ」と思ったりもします（笑）。

			　たとえば、ある番組を制作する際は、自分の企画内容がスポンサーの意向に沿っているかを確認する必要があるため、最初の顔合わせ会議から参加しています。

			　現場においても、自分が書いた台本をディレクターとして技術スタッフに落とし込む作業はもちろんのこと、「このコーナーのときにはこの音を流す」といった細かい部分まで、すべて僕が指示を出しています。

			　本番では、ディレクターとして現場をすべて仕切り、もし演者さんにトラブルが発生したときには、進行役としてしゃしゃり出てサポートもします。直前まで裏方にいた人間が、パッと壇上や配信画面に登場して急にしゃべりだすわけです。

			　このシーンを見た視聴者からは、「横から突然出てきたおじさんが、自分の好きなクリエイターさんと馴れ馴れしく話している」としか映らないですよね。

			　そう思ってもらえることが本望なのですが、のんびり水に浮かぶ鴨も、水面下では絶えず足を動かしている〝鴨の水掻き〟ではありませんが、鴨には鴨なりの傍目にはわからない苦労があることを、この場を借りて書かせていただきました（笑）。
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			　もし、クリエイターさんと仲良く見えるのだとしたら、先にも言いましたが、誰よりも時間をかけて番組に携わっている僕だからこそ、クリエイターさんが信用してくれているのかなと、勝手に思っております。

			　最近は、進行役としておしゃべりをしている部分を評価され、ＭＣだけのオファーをいただくこともありますが、プロのＭＣの方にはかなわないと思いますし、そもそも僕はＭＣではないと思っています。

			　それでも、どうにかやれているのは、今まで大量に作ってきた番組の下地があるからなんですよね。

			　また、ディレクターだけお願いしますとか、台本だけお願いしますといった依頼もありますが、そういう依頼なら僕よりいい人はたくさんいると思っています。

			　


			　それでは、僕の書籍なので『ひげおやじの取扱説明書』を勝手に書かせていただくと、

			　


			　　企画の立ち上げから参加

			　　　　　↓

			　　Ｗｅｂ番組で成功するパターンとクライアントのしたいことをすり合わせる

			　　　　　↓

			　　演者さんのキャスティングとオファー

			　　　　　↓

			　　台本の制作

			　　　　　↓

			　　演者さんや現場の技術スタッフたちとの事前共有とリハーサル

			　　　　　↓

			　　本番中はディレクターとして演者さんやスタッフたちに指示を出す

			　　カンペに留まらず、どんな手を使ってでも円滑な進行を心掛ける

			　


			　これらすべてをやらせていただけたら、１００点満点のパフォーマンスを出せる自信があります！　って、結局わたくし『ひげおやじ』は、「一つの番組に最初から最後まで関わっていたいだけじゃん」と、書いていて気づきました（笑）。

			　


			　


			　


		


		
			ひげおやじは作家でもあります

			　


			　


			　みなさんの知る『ひげおやじ』は、YouTuberや番組の進行役をしているときの僕がほとんどだと思います。ただ、僕がいまのポジションを築けたのは、作家として台本を書けることと、ディレクターとしてディレクションができることなど、裏方の面が評価されてのことだと、自分では思っています。

			　それではここで、作家としての僕であったり、台本の書き方であったりを掘り下げてみたいと思います。

			　


			　そもそも台本は、『クライアントは何をアピールしたいのか？』『演者さんは誰なのか？』『番組の尺はどれくらいなのか？』という条件が決まってからのスタートになります。

			　そこから、「この演者さんなら、こういうことをやったら面白いよね」という流れを考えて、台本に落とし込むわけです。

			　クライアントから、「こういう企画でお願いします」と、あらかじめ提示されることもありますし、企画会議で考えた番組内容にマッチした演者さんを、僕からクライアントに提案してアテンドすることもあります。

			　このように、クライアントとの交渉や内容の調整、オファーする演者さんのアテンド、台本書きから現場を仕切るディレクター作業まで、それらすべてを一人の人間が担当するのがＷｅｂ番組になります。

			　逆にテレビは分業制で、営業がクライアントと交渉し、プロデューサーが予算の管理や演者さんのアテンド、作家が台本を作成し、ディレクターが台本を元に現場を仕切る、というわけです。

			　もちろん分業制で作るＷｅｂ番組もありますが、Ｗｅｂ番組の世界で頑張っていきたいと考えている読者の方がいらっしゃるのなら、台本は書けるようになっておくことをおすすめします。

			　当たり前ですが、技術スタッフへの説明も台本を元に行います。極端な話、しっかり書かれた台本があれば、ディレクターは不要と思えるほど進行が捗るのです。
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			　たとえば、『このタイミングでこのワードが発せられたら、このスライドを出す』とか『ＭＣが〝シンキングタイム、スタート〟と言ったら、タイマー音である何番目の音を鳴らす』ということが台本に書かれてさえいれば、ディレクターがいなくても番組は進行するということです。

			　要するに、台本が書けるようになると、Ｗｅｂ番組全体を網羅できるようになるのです。

			　ただ、多くのＷｅｂ番組において、台本がないがしろにされがちなのも事実で、ペラ１枚の台本なんてことも多分にあります。

			　ト書きに「オープニング、メインコーナーが２つ、エンディングでこれだけしゃべってください」としか書かれていない、演者さん任せの台本です。

			　これに慣れてしまうと、作家からディレクターになったり、ディレクターから上のステップに上がりたいと思ったときに、番組全体を見渡す能力が身についていないため、成長できずに伸び悩んだりします。

			　


			　では最後に、『作家として成長するためのマル秘テクニック』をご紹介します。

			　実際に僕もやりました。これを実行するだけで、台本としての完成度が格段にアップするため、作家を目指したい方、作家として成長したい方にはおすすめです。

			　それは、番組が終了したあとに、配信した番組の流れを再度、台本に落とし込んで最終稿を作る、ということです。

			　そして、番組が始まる前に自分が作った最終稿と、番組が終わったあとに作った最終稿を見比べるのです。すると、「この情報は台本に書いて伝えるべきだった」という自分の足りない部分を可視化できるはずです。

			　もちろん、こんな作業をしてもお給料が貰えるわけでもなく、時間もかかって大変ですが、精度の高い台本を作れるようになりたければ、試して損はないと思います。特に発言の一言一句まで書くと、より精度が上がるため、実力は相当変わると思います。

			　


			　そもそも僕が台本を書くようになったのは、ニコニコの動画制作に参加して１年が経過したぐらいのディレクターを任されるようになった頃からです。誰に教えてもらったわけではなく、いろいろな形で現場に関わっていたときに、目にしていた台本を見様見真似で書いたのが最初です。そのため、自分が書いた台本でディレクターをやると、細部の情報が足りず、リハーサルに時間がかかっていました。

			　番組内容は、さまざまな要因がプラスされてＦＩＸしていくため仕方ありませんが、後から「これを追加して」などの要求があると、構成が崩れ、矛盾が生じやすくなるのです。初期の頃は不慣れなこともあり、このようなことがあると、降壇したはずの演者さんに台詞の割り当てをしていた、なんてこともありました。演者さんから「このセリフじゃ繋がらない」と、ご指摘をいただいたこともあります。

			　これらの矛盾は、本番前のミーティングや読み合わせで発見して解決するのですが、台本がしっかりしていれば短縮できる部分です。要するに、頭の中で作ったストーリーを、精度良く台本にまで落とし込むという作家の基本ができていなかったのです。

			　このような失敗を繰り返していた僕にとって一番有効だった勉強法が、『配信した番組を、もう一度台本化すること』でした。

			　一回やった番組を、そのまんま台本化するのですから、誰もが１００％の台本を作れるわけで、それを繰り返すことで、コツみたいなものが見えてくるのです。

		


		
			ひげおやじはディレクター

			　


			　


			　外注先のフリーの技術屋としてニコニコを手伝うようになり、１年が経過したくらいから、『生うたオーディション』という番組やニュースを扱う時事系の番組で、少しずつディレクターをやらせてもらえるようになりました。

			　そんな僕が、いまのようにがっつりディレクターを任せてもらえるようになった決定打が、『60時間ぶっ通しゲーム実況』の成功だったのです。

			　前のセクションで、とくとくと台本の大切さを説いておきながら何ですが、長時間系のぶっ通しゲーム実況では、オープニングとエンディングくらいしか台本がないというのが現実になります（笑）。正直、そんなに長い台本を書いても誰も読んでくれませんし、そもそも60時間分も構成を作れないというのが本音です。

			　では、どうしたかというと、番組を運用する上で必ず発生するオープニングやエンディング、コーナーとコーナーの引き継ぎ部分などをフォーマット化したのです。

			　「このコーナーからは、誰々さんと誰々さんに来ていただきました。よろしくお願いしまーす」みたいな感じです。このように定型化できる部分を見つけてはフォーマット化していき、それ以外の部分をアドリブで対応するわけです。

			　


			　長時間系のぶっ通しゲーム実況だけでなく、クライアントから依頼されて制作する宣伝系の番組も別軸で作っていましたが、そちらはしっかり台本を作って対応していました。

			　『ひげおやじの取扱説明書』にも書かせていただいたように、一貫して対応するこちらについては、クライアントからのウケがとても良いと、自画自賛しております（笑）。

			　理由は簡単で、クライアントとのミーティングにおいて、何を質問されても即答できるため、信用してもらえるのです。これは、台本書きから演出、演者さんのキャスティングまで、すべてを自分で対応しているからこそできる技です。

			　予算面も担当しているため、「この内容で予算内に収まるんですか？」のような質問にも回答できますし、なんなら予算を増やしてもらう交渉力も多少は持ち合わせていました。これについては、論破が得意なフランス在住の日本人と、プライベートで毎日のようにしゃべっているムダ話により、自然と磨かれたと思われます。あら不思議、知らず知らずのうちに交渉上手になっていたのです（笑）。

		


		
			演者さんのファンになって作る番組

			　


			　


			　僕が作るＷｅｂ番組はテレビとは違うので、ニッチな内容で良いと思っています。

			　というのも、Ｗｅｂ番組で１００万再生したとしても、同じ人が複数回見ることもあるため、テレビの視聴率に換算したら、実質１％に満たないくらいです。

			　要するに、テレビでいう０・何％の視聴率でいいのであれば、万人受けする番組を作る必要はないということです。

			　そういうわけで僕は、出演してくださる演者さんを応援しているファンの方が喜んでくれる番組作りを心がけています。

			　


			　それにはまず、僕自身が演者さんのファンになるところからはじめる必要があります。これによりファンのみなさんと同じ目線になり、演者さんが何をしてくれたら喜んでくれるのだろう、楽しいと感じて満足してくれるのだろう、ということが想像できるようになるのです。

			　実はこの本も、最初は「ひろゆきくんの書籍のように万人ウケする内容にしないと売れない！」と考えて試行錯誤しましたが、最終的には「僕のファンが一人でも多く手に取って、喜んでくれる書籍にしよう！」という方向に落ち着きました。

			　ただこれにはひとつだけ問題があり、自分だと自分の良さがわからないのです。

			　ひろゆきくんに聞いても、「ひげさんのいいところは、デブだから近くにいると暖かいってことだけでしょ？」としか答えてくれないのです（笑）。

			　そんなこともあり、いま、この書籍を手に取って読んでくださっているみなさんに満足していただけているかは定かではありませんが、ただただ感謝しかありません。

			　


			　話は逸れましたが、僕の勝手な解釈だと、Ｗｅｂ番組には３種類のお客様がいると思っています。

			　１種類目のお客様は、スポンサーであるクライアントです。これは案件によって変わりますが、ドワンゴであったりゲーム会社であったりします。

			　２種類目のお客様は、番組を見てくださる視聴者になります。

			　そして、最後の３種類目のお客様が、演者さんです。

			　これらすべてのお客様が満足できないと、番組として成立していないというのが僕の考えになります。

			　では、どうしたら３種類全員のお客様が満足できるのでしょうか？

			　一番の近道が、先ほどから述べている演者さんのことを好きになることだと考えます。これにより、演者さんが１００％のパフォーマンスを発揮できる環境を提供してあげられるのです。

			　演者さんが最高のパフォーマンスを発揮すれば、ファンである視聴者の満足に繋がり、番組の視聴回数は増えます。視聴回数が増えればスポンサーも満足するため、結果的に全員が満足できるｗｉｎ–ｗｉｎの関係になるのです。

			　


			　そのような背景から、テレビ番組では定石の罰ゲームも、ファンはそんなことを望んでいないという考えから、僕の番組では一切拒否しました。

			　クリエイターさんは、一国一城の主であり、ファンにとってはカリスマ性のある存在です。そんな方たちに罰ゲームでパイをぶつけても、そもそも演者さんがリアクションを取れるかどうかさえもわかりませんし、誰も喜ばないのです。

			　仮に、大スターである矢沢永吉さんに罰ゲームをやらせて、いったい何人のファンが喜ぶと思いますか？　逆に怒ると僕は思います。カリスマ性のあるクリエイターさんは、それと同じなのです。

			　もちろん芸人気質のクリエイターさんもいらっしゃるので、ご本人が罰ゲームを望むのであれば全力で対応します（笑）。

			　


			　このように演者さんを好きになることからはじめるという考え方は、番組制作だけに限らず、いろいろな面で良い結果をもたらしてくれていると思っています。

			　たとえば、楽器をはじめるときは、好きなバンドの曲をコピーするところからはじめますよね。

			　これと一緒で、好きという気持ちがあると、真似することが恥ずかしくなくなるのです。10代とか20代の頃は、「人と同じことをするのは恥ずかしい」なんて格好つけがちですが、そんなことはなく、乗っかることで成長が早まります。

			　だって、あの人のやる通りにすれば、あの人みたいになれるという、道が見えてくるかもしれないのですから。

			　僕にとっては、それがマックスむらいさんであり、吉田直樹さんだったわけです。

			　お二方は、社長、もしくはプロデューサーやディレクターとして、責任あるポジションにいるにもかかわらず、即断即決で仕事をこなしている猛者たちです。

			　彼らのような明らかに自分よりも才能のある人たちが、24時間戦っている姿を見せ付けられたら、僕が12時間程度で「疲れた」なんて言えないと思えるのです。

			　


			　これはマラソンと同じです。前を走っている人の背中を見ながら走った方が、「あの人たちが走っているんだから自分も頑張って走ろう」という気持ちになり、目印がないまま一人で黙々と走るよりは、はるかに楽だと思います。

			　体育の授業のマラソンで、クラスの仲間と走った方が、「自分もきっと走れるはずだ」という気になり、完走できた経験は誰にでもあるんじゃないでしょうか。

			　これがライバル心だと、「勝てない」と思った瞬間に、走るのをやめてしまうのです。先頭を走っている人に「負けた」と思うのではなく、憧れて好きになって、背中を追いかけるくらいの気持ちで走ることが大切なのです。
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			暇を作ることで、面白い誘いを断らない

			　


			　


			　僕が就職活動をしていた大学生の頃は、有効求人倍率が１を切っていた就職氷河期でした。つまり仕事がなかった時代です。

			　「就職せず起業する」と宣言していたひろゆきくんを横目に、僕は就職難の中でも、唯一第二次バブルを匂わせるぐらい人員を募集していたＩＴ系の会社を狙うことにしました。多少ですが、ゼミでプログラミングを学んでいたという背景もあります。

			　すると、運よく１社目で内定をいただけたのです。最終的にはもう１社受けたのですが、そことは縁がなかったため、そのまま１社目の会社に就職することになりました。ただ、この会社はブラック企業として有名だったらしく、社員の早期辞職を想定して、採用枠が多かったことを後から知りました（笑）。

			　しかも、自社開発よりプログラマーの派遣業がメインの会社だったのです。

			　そんな中、新入社員の配属先として１名しか選ばれない『自社開発枠』に、大勢の中から推薦で選ばれ、派遣社員として出向せずに済んだのが僕になります。




			　こう書くと、僕が凄く優秀に思えるかもしれませんが、自社開発枠に選ばれた本当の理由は別のところにありました。

			　実は、入社前の説明会のときに支店長から「うちは酒飲みが多いから、覚悟して入社して来いよ！」という話を冗談交じりに聞かされていたのです。その言葉を思い出した僕は、「説明会でこんな話をされてましたが、今日は大丈夫ですか？」と、入社初日にもかかわらず、思い切って支店長に声を掛けてみたのです。

			　支店に配属された僕には何の取り得もなく、それでいて同期の人数が多かったため、先輩に名前すら覚えてもらえないんじゃないかと焦っていたのもありました。

			　この日は、僕以外の新入社員や先輩方も数名誘われ、急遽、非公式の歓迎会のような飲み会が開催されたのですが、「先輩、また一緒に飲みに行きませんか？」と、飲み会の席で、次の約束を交わしていました（笑）。

			　おかげで入社１日目にして、むこう２週間の予定が飲み会で埋まるという前代未聞の記録を樹立したのです（笑）。

			　当初は、自分の名前を覚えてもらうことが目的の飲み会でしたが、これだけお酒を酌み交わしていると、それなりの副産物もあり、先輩や会社の情報を入手できただけでなく、わずか１名の『自社開発枠』にも推薦されたというわけです。

			　ただ、１年足らずで、「こいつ、酒の付き合いはいいけど、仕事はそんなにできないぞ」というのがバレてしまい、結局はプログラマーとして外部に出向させられることになるのです。実力が伴わないと、いずれは陥落するという典型的な例だと思います。

			　出向先には、神奈川県にあるＩＴ系のメッカであり、24時間３６５日、誰かしらが働いていることから不夜城と化した、山の頂上にある監獄のような会社もありました。

			　信じられないかもしれませんが、当時はほとんど寝ずに働いていましたね。

			　


			　ただ、目の前にはパソコンがある。というわけで、過酷な勤務状況にもかかわらず、隙あらば『２ちゃんねる』で遊んでいました（笑）。建前上、開発画面を出して作業していると見せかけて、裏のウィンドウには常に『２ちゃんねる』がある状態です。

			　どうせ設計仕様なんてすぐに変わっちゃうんだからと納期も守らず、やる気のない、不良社員だったのです。

			　その後、この会社を退職することになるのですが、このように就職してからも『２ちゃんねる』と疎遠になることはなかったわけです。




			　ちなみにひろゆきくんとの関係ですが、彼が帰国した当時は僕も学生で、特に急ぎの用があるわけではなく、二人とも暇をもてあましていたので、誰かしらの家に出向いてはほぼ毎日ダラダラと過ごしていました。

			　あるときは、とある人の家で一週間も過ごしたことがあります。目的があって集まっているわけではなかったので、一旦腰を据えちゃうと帰るタイミングを逃すんですよね（笑）。

			　このときはゼミの先輩から、「おまえ、一週間も顔を出さないで舐めてんの？」みたいなことを言われ、この電話がきっかけでお開きになったほどです。

			　ひろゆきくんとは就職してからもちょこちょこ会っていたので、彼が何か新しいことをはじめるときや人手不足のときには、声を掛けてもらっていました。

			　不夜城で働いていたときは別にして、このときの僕は、意図的に暇を作ることで、常に余裕というか余力を残しておくことを意識して過ごしていたのです。

			　暇（＝時間）があれば、興味があることに誘われたときや、「やりたい！」と心から思えることに出会えたときに、断らずに済むからです。

			　これぞ、チャンスを逃さない秘訣だと思っています。

		


		
			スペースシャトルの打ち上げ中継

			　


			　


			　ＩＴ系の会社を退職してからは、時間的な余裕もあり、ひろゆきくんのお供的な感じで、いろいろなところに連れて行ってもらっていました。

			　水戸黄門でいう、『うっかり八兵衛』的な感じです。と言っても、たとえが古すぎてピンとこないか（笑）。

			　要するに仕事の打ち合わせで、ひろゆきくんだけ来てもらっても（ああ見えて２ちゃんねるの管理人だったので）、招待した会社としては凄く気を遣うわけです。

			　そこで、ひろゆきくんの相手役的な立場で、僕も一緒に招待されていたということです。招待した会社としても、自社の社員がひろゆきくんの相手をしなくて済みますし、僕レベルなら用事のないときは放っておけるため、便利なんだと思います。

			　ただ、部外者なのになぜか話に参加してくるし、ひろゆきくんとは常にタメ口で会話をしているため、うっかり八兵衛よりも、よく分からない存在だったと思います（笑）。

			　


			　一方、ひろゆきくんからも、「こいつなら足代と宿泊代と食費を出せば、ギャラを出さなくても遊び感覚で手伝ってくれるだろう」と思われており、好きなように使われていた気がします（笑）。

			　昔、アメリカにあったniconico.comが、スペースシャトルの打ち上げ中継の権利を手に入れたのですが、このときもこんな感じでひろゆきくんから誘われ、僕的にもタダでスペースシャトルの打ち上げを目の当たりにできるのであればと快諾。２週間かけてフロリダまで行き、『ニコニコ生放送』を手伝ったことがあります。

			　ただ、スペースシャトルの打ち上げって、必ずしも決行日に打ち上げが行われるとはかぎりません。事前の機体チェックなど、すべてをクリアしたとしても、当日の天候次第で中止になるのはよくあることなのです。

			　実際、僕らが行ったときも、当日に決まった中止が２回もありました。

			　僕は一銭もお金を払っているわけではないので他人事でしたが、「お金のかけ方が違うな」と驚いたことを覚えています。

			　しかも動画ではなく生配信だったので、現地でてんやわんやしながら準備を終え、万全の状態で待機しているにもかかわらず、「本日は中止です」とアナウンスが流れるわけです。

			　そうなると、居合わせた人たちはみんな、速やかに片付けて帰るしかありません。そんな状況でも、niconico.comのメンバーはみんな若く、精力的に動けるからか、自分の作業が無駄になったとしても、「次、頑張ろう！」という感じで、重い空気にならなかったのが救いでした。

			　実際に準備は大変で、メディア用のエリアにキャンピングカーで乗り込み、そこを基地に電源や回線を引き回していたのですが、その距離がとてつもない長さだったのを記憶しています。ただアメリカは、どんな環境下でもお金さえ積めば回線を確保することができたので、資金力さえあれば問題を解決できるところが、「アメリカらしい」と感心している自分がいました。

			　


			　このように何回かの中止はありましたが、最終的には肉眼で見えるような距離からスペースシャトルの打ち上げを生配信できたのですから、あのときの迫力はいまだに鮮明に覚えています。

			　特に、音と風圧は想像以上でした。白煙とともに、重厚なスペースシャトルの機体が浮いたかと思うと、空に向かって上がっていくわけです。

			　それはそれで感動的なのですが、少し遅れて音が耳に届きます。ここまでは打ち上げ花火と同じ原理です。その後、数十秒のタイムラグの末に、体全体が押し上げられるんじゃないかってぐらいの風圧を受けるのです。

			　これは、経験した事のない、初めて味わう感覚でした。

			　しかも、僕たちがいたメディア用のエリアは、一般エリアよりもさらに内側にあるため、受けた風圧はすさまじいものがありました。

			　後から知ったのですが、ロケットの打ち上げには、いろいろな化学物質が燃料として使われているため、この風は浴びないに越した事はないそうです（笑）。

			　要するに、一般のエリアが離れているのは、それだけ危険だからだと思います。

		


		
			ソユーズの打ち上げでロシアへ

			　


			　


			　スペースシャトルの打ち上げ生配信の成功に気を良くしたというか、調子にのった僕らは、今度は、ロシアの有人ロケット『ソユーズ』の打ち上げを、モスクワから生配信することにしました。

			　日本人宇宙飛行士の古川聡さんが搭乗したときの打ち上げですが、結論からいうと、このときは衛星回線を捕まえることができず、生配信ではありませんでした。ただ、僕にとっては、そんなことよりも腹立たしい、忘れがたい事件が起こったのです。

			　


			　ソユーズの打ち上げも、スペースシャトル同様にひろゆきくんから誘われて、足代と宿泊代と食費をエサに釣られたギャラなしのお手伝い参加でした。

			　僕はカメラマンとして、打ち上げの様子をプレスエリアから、いまかいまかと望遠レンズで狙っていました。

			　スペースシャトルでは、土壇場で二度も打ち上げが中止になったため、半信半疑で待機していたのですが、カウントダウンが聞こえて来たので、一回目での打ち上げを確信し、ファインダーを覗き込みながら発射の瞬間を固唾を呑んで見守っていたわけです。

			　午前５時ということもあり、ファインダー越しにはライトアップされたソユーズがバッチリ捉えられている。カメラを回し、その瞬間を収めようと期待に胸を膨らませていると、突然、僕の視界からソユーズが消えたのです。

			　何が起きたのか把握できないまま、とにかく画面が真っ暗に……。

			　慌ててカメラから目を外すと、レンズの前に、ひろゆきくんがいるじゃないですか！

			　つまり、個人的にソユーズの打ち上げを自分のカメラに収めたかったひろゆきくんが身を乗り出したために、僕のカメラは彼の後頭部を映していたというわけです。

			　このときは、数台のカメラで撮影していたので事なきを得ましが、僕のカメラだけだったら、肝心な瞬間をひろゆきくんの後頭部が台無しにするという大惨事に発展したであろう出来事でした。

			　僕はとにかく大声で、「どけ！」「ひろゆき、どけーーー！」と叫んでいたのですが、ロケットが点火された爆音の影響で、ひろゆきくんには一切届かず、わざわざモスクワまで行ったにもかかわらず、僕の映像は一切使われなかったという結果に終わりました。

			　冗談で「おい、ひろゆき！」みたいなことを言ったことは多々ありますが、本気で「ひろゆき！」と叫んだのは、あれが最初で最後だと思います（笑）。

			　ただ、ひろゆきくん本人としては、「いい画が撮れた」と、いたくご満悦な様子で、「こっちは、お前のせいで撮れなかったんだからな！」ってクレーム混じりの嫌味を言っても、「言ってくれればよかったのに～」の一言であっさり片付けられる始末（笑）。

			　「でっかい声で言ったよ！」と反論したのですが、結局は「聞こえなかったわ」だけで済まされてしまいました。後から後頭部だけの真っ黒の映像を確認したのですが、僕の声は爆音にかき消され、うっすらとしか録音されていませんでした。

			　カメラ付属のマイクで、しかも、すぐ近くで叫んでいたにもかかわらず、こんな状況だったので、ひろゆきくんに声が届くはずなかったのです。

			　「でも、ソユーズの打ち上げを見られたんだから良かったじゃない」と、彼から労い？ 慰め？ の言葉をもらいましたが、「僕は君が邪魔で見られなかったけどね」と、嫌味を言わずにいられないほどの出来事だったため、『一生ネタにしてやろう』と決意したのでした。
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			英語は慣れたらしゃべれる？

			　


			　


			　僕は、漫画を中心とした世界最大のポップカルチャーイベント『サンディエゴ・コミコン』のニコニコ生配信にも参加しています。 

			　４日間で13万人以上の来場者数を誇る、とんでもない規模の祭典で、企業ブースだけでなく、コスプレイヤーたちもたくさん集結します。

			　たとえば、Ｒ２–Ｄ２の実物大のラジコンを操作するコスプレの方がいたり、アメリカのコミック界を代表する原作者としてレジェンド的な存在でもあるスタン・リーもいました。ちなみに、彼と一緒に写真を撮った人は、１万円ほど払わされていましたね（笑）。とにかく、いろいろな人がいろいろな楽しみ方をしていて、凄く面白かったのを覚えています。

			　


			　実は、ニコニコも専用ブースを設けていたのですが、僕らの目的の80％は、企業ブースを紹介するというより、コスプレ姿の来場者に声をかけ、一緒に生配信をすることでした。

			　僕は技術スタッフとして同行し、専門のバイリンガルの方をインタビュアーとして雇ったのですが、その方一人で開場から７時間ずっとインタビュアーが務まるはずもなく、結局は技術スタッフも交代でインタビューをすることになりました。

			　当然のことながら、ひろゆきくんにも順番がまわってくるのですが、それでも人手が足りなくなり、ついには英語を話せない僕までもが引っ張り出されることになったのです。

			　インタビューなので、他の方がしゃべっている質問を見様見真似で定型化してしまえば、まずは何とかなるのですが、相手が返してきた英語が理解できないため、ほぼ一方通行のやり取りになっていました。

			　情けない話ですが、「いま何て言ったか、コメントで教えて！」と、生配信を見ていた日本の視聴者に通訳をさせていたくらいです（笑）。

			　ただわりと緩い番組で、視聴者さんも『分かっている方』が多かったので、協力してもらえたのが嬉しかったです。

			　「僕しかインタビュアーがいないからごめんね」と言いながら配信を続けていたことが、とても印象深かったです。
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			　ただ、こんなことでも続けているうちに、不思議と２日目、３日目と時間が経つにつれ、なんとなく相手の言っていることを理解しはじめている自分がいたのです。

			　もともとアニメやゲームが好きだったので、有名どころのキャラクターであれば誰を真似してコスプレしているのか察しが付きましたし、聞き取れる単語の量が徐々に増えていくと、相手の言っていることがある程度想像できるようになってくるのです。

			　たとえば、アメリカのマクドナルドでハンバーガーを買うだけなら、やり取りは日本とほぼ同じなので、少しの単語さえ聞き取れれば、状況から会話は成立しますよね……。それと一緒です。

			　


			　あと、実際にインタビューをしてみて、コスプレに対する僕の中の固定観念の間違いに気づきました。コスプレって、自分の体型を考えて自分に合うキャラクターを選ぶのが一般的かと思っていたのですが、みなさん自分の好きなキャラクターを選ぶんですよね。僕のような体型の男性が美少女キャラクターのコスプレをしていたりするのです。似合う、似合わないではなく、そのキャラクターのことを一番愛しているからこそ、他人の目など気にもせず、純粋にコスプレを楽しんでいるその姿は羨ましくもありました。それと共に、「英語って、慣れたら何とかなるじゃん」と実感できたのが、コミコンでの思い出になります。

			　


			　英語のダメダメエピソードをしておきながら何ですが、実は僕、大学生のときにアメリカでホームステイをしたことがあります（笑）。

			　しかも、あるトラブルに巻き込まれ、食事ができずに空腹から倒れてしまったのです。このときはさすがに、「恥ずかしいなんて言ってないで、コミュニケーションを取らないと死ぬぞ……」と追い詰められました。そこで僕は、気合いと根性で近くのスーパーへ出向くと、食べたいものを伝えて購入し、どうにかお腹を満たしたのです。

			　この経験は、英語に対する概念をガラッと変えてくれました。

			　『言葉は思いを伝えるためのツールにすぎない』という考えにシフトしたのです。

			　特に、コミコンでのインタビューは日本向けの配信だったため、躊躇しないで大胆に行動できた部分もあります。

			　ただ英語に関しては、ホームステイの経験が生かされなかったというよりは、帰国して使う機会を失った途端に、僕の脳内からも消え去ってしまっていたのです（笑）。




			　それではこの場を借りて、英語を身につけたいと思う読者のために、以前ひろゆきくんが話してくれた『海外に行っても英語が上達しないセオリー』を紹介したいと思います。

			　それは、海外に行ったにもかかわらず、日本人コミュニティの中に飛び込んでしまうことです。理由は、〝日本語で会話をしてしまう〟ということと、〝近くに日本人がいることを意識するとダメ〟ということのようです。

			　日本では、英語を数学と同じ勉強として教わるため、数学で計算ミスが許されないように、間違った文法で英語を話すことは『良くないこと』という感覚に陥るのです。

			　特に近くに日本人がいると、「めちゃくちゃ変な文法で話してるな」とか「単語しか使ってないじゃん」みたいな突っ込みを受けてしまうため、それが嫌でますます口を開かなくなるという悪循環を引き起こすわけです。

			　さらにひろゆきくんは、海外のチームの方と一緒に仕事をするのに、「そのコミュニティの中にいる全員に通じない言葉を使うのは失礼」という考えも持っていました。

			　現地の人たちとチームを組んでいるのに、日本人同士だからと日本語で会話をするのは失礼にあたり、たどたどしい会話になるかもしれないけれど、日本人同士も英語でしゃべった方が、全員に意味が通じるから良いという考えです。

			　そのため彼は、〝現地の言葉を使う〟というルールを徹底していました。




			　とにかく、英語にしろ、他言語にしろ、言葉を勉強ではなくコミュニケーションツールと考え、「今の発音変だったよね」とか「文法の使い方おかしくない？」などという周囲の日本人からの突っ込みはすべて無視して使い続けることが大事です。

			　たとえば、日本で海外の方からたどたどしい日本語で道を尋ねられたとします。その時、変な日本語だと馬鹿にしたりはしないですよね？　だから恥ずかしがらなくても大丈夫です。話す機会を増やせば、結果的に少しずつ上達していくのですから。

		


		
			『りょこなま』で行ったメキシコの旅

			　


			　


			　ひろゆきくんとは、一緒にメキシコのカンクンにも旅行したことがあるのですが、これは仕事というよりは、僕がニコニコの動画配信者である『生主』として、ゆる～く活動していたときの企画配信での出来事になります。

			　僕のつまらないニコニコでの動画配信も、２００９年にニコニコ生放送のサービスがはじまってからは、「どうせ配信するなら、面白いものにしたい！」と思うようになり、旅先からその様子を配信する『りょこなま』をはじめてみたり、車載カメラでドライブの様子を配信してみたりと、とにかくいろいろなことにトライするようになりました。

			　これは、野外からリアルタイムで生配信ができるようになったことが大きかったと思います。それだけニコニコ生放送というＷｅｂでのライブ配信に、魅力と可能性を感じていたのです。

			　しかも『りょこなま』は個人配信のため、すべての機材を自前で用意するなど、何から何まで自分一人で対応する必要がありました。もちろん配信もです。ただこのときの経験が、ニコニコ生放送における配信技術向上の一助になったと思っています。

			　Ｗｅｂ番組に携わる人なら、仕事のときだけYouTubeと接している人より、個人でもYouTuberとしてYouTubeを使っている人の方が、それがたとえ趣味の範疇であったとしても、理解が深まるのは至極当然のことなのです。

			　


			　ちなみに『りょこなま』とは、『旅行』＋『生放送』の略で、配信中に視聴者から寄せられたコメントに書かれた場所に行き、そこから生配信をするという企画になります。

			　ニコニコの場合、一つひとつのコメントに番号が付与されるため、80コメントくらいのタイミングで、「明日は、１００コメント目に書かれた場所に行きます！」と宣言しておくのです。

			　もし、１００番目のコメントに『四国の高知』と書かれたら、翌日はそこから生配信をするわけです。そこでまた、明日の場所決めのためのコメントを募り、指定したコメントの番号に書かれた場所に行くということを繰り返していました。

			　実際には、高知の次が福岡、その次が広島という具合に、そこがたとえ北海道であろうと、沖縄であろうと、何とか翌日には到着するように移動していました。

			　これを個人企画としてやっていたのです。

			　


			　しかも、『りょこなま』企画の締めとして、ガジェット通信のオフイベントに登壇することになり、「実際にここでもやってみましょう！」とコメントを募ったのです。

			　するとこともあろうに、国内限定にしなかったため『アメリカ』と書かれてしまったのです。「お金がないのにアメリカか……」と困っていたとき、助け舟を出してくれたのが、またまたひろゆきくんでした。

			　当時、メキシコのカンクンがＳＡＲＳの流行で大打撃を受け、メチャクチャ格安で行けることを、彼から教えてもらったのです。すでにＳＡＲＳは落ち着いていたにもかかわらず、風評被害のためにハワイよりも格安でした。

			　ただ、『りょこなま』の目的地はアメリカです。ここがひろゆきくんのひろゆきくんたる所以で、カンクンに行くには乗り継ぎでアメリカのニューアーク空港に４時間ほど滞在するので、 行き先がメキシコでも、『りょこなま』の目的は果たせるわけです。

			　みなさんもご存知のように、乗り継ぎでも入国審査を受け、税関も通るため、アメリカに行ったことに変わりはないのです（笑）。

			　


			　目的地のカンクンは、メキシコが誇るリゾート地だけあって、とにかく素晴らしく、青い海と白い砂浜が印象的な観光地でしたが、到着して最初に言われたのが、「ＳＡＲＳが発生してから、あなたたちが４組目の日本人だ」でした。

			　しかも、残りの３組は新婚旅行のカップルとのこと。

			　そんなこともあってか、いかにも南国らしいビーチ沿いの素敵なホテルの部屋で僕ら二人を出迎えてくれたのは、ハート型のウェルカムケーキと、キンキンに冷えたウェルカムシャンパンにペアグラスでした（笑）。

			　なんともしゃくですが、僕たち二人は同性愛者だと勘違いされ、このようなおもてなしを受けたというわけです。

			　ベッドも当然のように、キングサイズのものがどーんと置かれていました。もちろん僕らは各自、その横にオプションで置かれていたシングルベッドで、寝てましたけどね（笑）。
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			　ただこの旅行ですが、世界有数の観光地であり、最高のホスピタリティでありながら、どこへ行っても空いていて、超快適だったのは確かです。

			　車を借りて車載配信をしたり、世界遺産の『チチェン・イッツァ遺跡』に行ったり、地底湖でダイビングしたりと、ホテルの一階にあった旅行代理店に相談しては、ひろゆきくんと遊んでいました。

			　根拠はありませんが、僕とひろゆきくんは晴れ男の部類だと思っています。二人で旅行をしているときに天候で困ったという記憶は、例のスペースシャトルの打ち上げ延期以外、まったくありません。

			　あの時は、近くに強力な雨男がいたんでしょうね……周ちゃんという（笑）。

		


		
			ヨハネスブルグの旅

			　


			　


			　２０１０年にＦＩＦＡワールドカップ南アフリカ大会が開催されましたが、このときヨハネスブルグなど南アフリカの治安の悪さが懸念されていたのを覚えている読者も多いと思います。

			　ネットでは、ヨハネスブルグの旅行ガイドラインがネタにされ、『中心駅から半径２００ｍは、強盗に遭う確率が１５０％』とか、『殺人事件による死亡者は、１日平均１２０人』など、治安の悪さを面白がるような記事が飛び交っていました。

			　これにニコニコが目をつけ、ドワンゴがスポンサーになり、僕とひろゆきくんとドワンゴの社員である伊予柑の３人で、この噂が事実なのかを検証するために、実際にヨハネスブルグへ行くことになったのです。

			　


			　ちなみに、このときの僕の役割は、カメラマン兼編集です。しかも、諸事情により、日中に撮影した動画の編集を翌朝までには終わらせておく必要がありました。

			　ひろゆきくんと伊予柑の二人は、日中の取材が済むとそこで仕事は終了なのですが、僕は撮影したカメラのテープをデジタル化し、かつ編集まで終わらせないと寝られない生活を送っていたわけです。

			　僕は、この作業のことを『エクストリーム編集（極限編集？）』と呼んでいたのですが、大変だった分、スキルアップには役立ったと思っています。

			　編集技術が磨かれたのもそうですが、編集のことを考えて撮影することを、より意識するようになりました。たとえば念のためにと本筋とは関係のないシーンを無駄撮りしたり、逆に重要な本筋部分を撮影し忘れたりすると、夜の編集に時間を要してしまいます。夜の編集を少しでも早く終わらせるには、日中のカメラマンのときが重要だったりするのです。

			　


			　ところで、ヨハネスブルグにある『ポンテタワー』ってご存知ですか？

			　『建物全体がギャングにハイジャックされている』とか『世界一高層のスラム』と噂される54階建ての超高層タワーマンションなのですが、こともあろうに僕らは、危険を承知で建物内に侵入してみることにしたのです。

			　噂通りなら、かなり危険な建物ですが、実際に行ってみたら、ガードマンに「居住者以外は入れません」と速攻で断られ、むしろセキュリティがしっかりしていたというオチになりました（笑）。

			　そうはいっても、「絶対にヤバイところはあるよね」ということで、次にソウェトという地区に向かいました。場所によっては、電気も通っていないようなスラム街で、こちらも激烈に治安が悪い場所になります。

			　しかも困ったことに、ひろゆきくんのテンションが爆上がり状態で、連れ込まれてもいないのに、自ら奥へ奥へと進んでいくのです。みなさんもご存知のように、彼は洋服にこだわりがあるわけでもなく、貴金属を身につけているわけでもなく、「襲われたら走って逃げりゃいい」くらいの気持ちだったと思います。

			　一方、僕はというと、カメラマンなので日本製のビデオカメラ（しかも最新）を抱えていて、間違いなく狙われるのは自分だろうという状況でした。体型的にも、ひろゆきくんより走るのが遅いであろう僕を狙うのは、犯人の心理からしても明らかです。

			　そもそも、南アフリカのスラム街に日本人という異物が３人混入しているのですから、周囲の人たちも僕らのことを興味津々で見守っているわけです。

			　そんな中、「飲みに行かない？」と親しげに声をかけてきた男性がいたのですが、これって絶対に怪しいじゃないですか？　でも、ひろゆきくんは躊躇することなく、「行く行く！」と、子どものようにはしゃぎながら付いていったのです。

			　すると、そこにはドラム缶の中で泡立っている謎の液体があり、「うちで作ってるビールだけど一緒に飲まねえ？」という話になり、「マジで？」と言いながらも、それをバケツですくって、みんなで飲んだのです。

			　その怪しい飲み物は、確かにビールだったのでしょうが、とんでもなくアルコール度数が高く、そもそも「よく飲んだな」という感じです（汗）。
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			　その後、「お前ら面白いじゃん！」と気に入られ、
一緒に地元のレストランで飲むという流れになりました。レストランといっても、電気も通っていないような場所なので、ガレージにテーブルと椅子がずらっと並んでいるだけの空間です。

			　そこでは、地元の方々もお酒を飲んでいましたが、あるのは一種類のみ。牛乳パックのような入れ物に、アルコールと謎のパウダーを入れて、シャカシャカとシェイクして作る、日本でいう〝どぶろく〟のようなお酒でした。

			　しかも、レストランというわりには食べ物もなく、そのどぶろくを回し飲みして楽しむだけ。ひろゆきくんは、本当に楽しそうに地元の人と談笑していましたが、僕はその隣で、「お前のそのカメラは日本製か？」「ソニーか？」など、それこそドスの効いた低いトーンでずっと話しかけられていました。

			　僕の勝手な推理ですが、ひろゆきくんとしては、いざとなったら金目のものを持っているどんくさい僕を蹴り倒し、その隙に逃げてしまえば自分は助かるというロジックだったと思います（笑）。ただ結果的には、そこでも楽しく飲んで終わりました。

			　


			　結局、ネットの記事は単なる噂話だったのかと、ヨハネスブルグにある日本大使館の総領事にインタビューしたところ、多くの記事については失笑する中、「中心駅から半径２００ｍは、強盗にあう確率が１５０％というのは本当ですね」と言われ、青ざめたことを覚えています。１５０％というのは、そこにいる全員が強盗に襲われ、かつ一度襲われた人が50％の確率で、また襲われるという意味になります。

			　僕らが無事だったのは、ワールドカップが開催される直前の大事な時期に、何か事件でも起こったら世界的に印象が悪くなるからと実施されていた浄化作戦が功を奏していたんだと思います。
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			ひろゆきくんの取扱説明書

			　


			　


			　この章では、２０２２年４月５日にライブ配信をした『あなたのコメントが書籍に載るかも!?　編集さんと座談会』でご要望の多かった、『ひろゆきくんの取扱説明書』を中心にお話ししたいと思います。

			　


			　このコメントを見て、最初に思いついたのが、「とりあえずビールを飲ませておく」でした（笑）。これで確実に機嫌は良くなりますが、これだけだと取扱説明書としては内容がうすいので、もっと言うと、「ひろゆきくんが食べたことのないものを、食べさせてあげる」ことかな……。

			　ただし、虫はＮＧです！　虫は食べ物ではないと拒絶していましたから（笑）。

			　となると、彼のハートをキャッチするには、珍しい食べ物かおいしいお酒が必須になるのですが、そこまで珍しくもないものを「珍しい！」と偽って食べさせると、一気に信用を失うことになります。彼は、嘘つきが大嫌いですからね。

			　食に限らず、面白かったゲームの話でも何でも、とにかく彼の知的好奇心がくすぐられる話題であればご機嫌になると思います。

			　『彼の知らないことを教えてあげる』。結局、これかもしれません。

			　ここで注意点をもう一つ。ひろゆきくんが好きなお酒を飲んでご機嫌になっているとします。どんどんお酒が進み、彼が泥酔するまで飲んでしまったときには、まずはその場から離れてください。泥酔したひろゆきくんとは、関わらない方が無難です。

			　これは酒癖が悪いということではなく、ひろゆきくんは楽しくなると『タガ』がポロっと外れてしまうタイプなので、いつも以上にドンドン絡んでくるのです。

			　人によっては、その絡み方を不快に感じ、「何て失礼な！」と怒る方もいらっしゃるので、慣れていない人は距離をとるという選択をおすすめします（笑）。

			　


			　基本的にひろゆきくんは、『会話を楽しみたい人』というのが特徴になります。

			　意見がぶつかっているときでも、どちらが正しいか決着をつけたいわけではなく、ひろゆきくんの考え（意見）に対して、どんな反論があるのかを知りたいという、それだけのことなのです。

			　ただ、疑問に思っているときの彼が一番危険で、「あなたの意見だと、こういう考えもできますよね。その場合、こう聞かれたら、どう答えるんですか？」と、理詰めで攻めてくるので、傍から見ると相手の言葉を全否定しているように見えるわけです。

			　本人としては、新しい意見を引き出そうとしているだけなので、「そのときは、こういうふうにクリアすればいいんじゃないですか」と、論理立てて返せば、建設的な意見交換になるのですが、多くの人の場合、意見の相違がお互いのポジショントークにすり替わってしまうため、徐々にヒートアップしてしまうのだと思います。

			　


			　そうは言っても、いろいろなしがらみがあり、渦中の人ほど本音で言い返せないことってありますよね。

			　そんなときは、「ここの仕事を請け負っているから、そんなことは口が裂けても言えません」と、正直に言えばいいんです。すると彼も納得して、この話を打ち切ります。

			　まとめると、ひろゆきくんの究極の取扱説明書は、『素直に腹を割って話すこと』に尽きるかもしれません。嘘で逃げてしまうと辻褄が合わなくなり、さらに突っ込まれるため、それだけはしないように注意してください。

			　また彼は、本気で思っていないことでも、一意見として話すことが多々あります。ひろゆきくんとしては、一つの可能性を述べているだけなのですが、人によっては彼の言葉の表面だけを捉えて、「西村博之はそういう考えの人なのか」と思い込んで接してしまうことがあるわけです。それだと、いずれかみ合わなくなってくると思います。

			　僕は、しばしば彼のことを〝ロボット〟と、言っています。

			　彼は、自分が知らないことを知るために質問しているだけなので、こちらはロボットに教えるつもりで回答すればいいだけなのです。ロボットに失礼なことを言われて本気で怒る人って、そんなにいないですよね。

			　西村博之という人物には、それくらいの気持ちで臨むほうが得策だと思います（笑）。

			　


			　最後に、学生時代からひろゆきくんのことを見てきて思うのは、彼ってやっぱり凄く優秀だということです。

			　具体的には、誰にも気づかれないうちに、常に一歩先の動き（踏んではいけない地雷の場所を察知）をして、未然に事故を防いでいるところです。あまりにも早目、早目の行動のため、彼が動いていることに周りは気づいていないことが多い気がします。

			　仕事の進め方も、詳細に詰めてから実行するというよりは、確実にやっておかないと問題になりそうな重要事項だけを確認し、後はその人にお任せするというやり方をしているため、コトが上手く運ぶんだなと感心しています。

			　


			　実は、ひろゆきくんは並列作業のマルチタスクが苦手で、一つのことに圧倒的な集中力を発揮するシングルタスク型の人間になります。

			　にもかかわらず、あたかも並列作業をしているように見えるのは、シングルタスクをとてつもなくスピーディにこなしているからです。このように、シングルタスクを高速でスイッチングできる能力の高さは、認めざるを得ないですね（笑）。

			　その昔、あめぞう掲示板で遊んでいた頃から、書き込みのスピードも超人レベルでしたし、核心を突いたレスバトルを繰り広げるときも、異彩を放っていました。

			　コメント欄には『ひろゆきくんを一言で表現するなら』という質問もありましたが、その答えは〝ひろゆき〟です。つまり、ひろゆき＝唯一無二の存在ということです。

		


		
			ひろゆきくんの話を信じる？　信じない？

			　


			　


			　僕は、録画による配信よりも生配信が得意というか、好きという話は、本書でも何度かしていますが、その大きな理由の一つに『生配信は、視聴者からのコメントをリアルタイムに確認しながら配信できる』というのがあります。

			　これは、僕とひろゆきくんが非常に得意としている共通の部分なのですが、一方で、二人がコメントを読む（目を通す）目的は大きく異なります。

			　僕が進行役を務めるゲーム配信では、リアルに視聴者さんの反応を知り、演者さんに迷惑がかからないよう配慮する目的で読んでいます。

			　生配信って、直前まで「楽しい！」「面白い～」という雰囲気で進んでいたにもかかわらず、「それはどうなの？」と負のコメントが一つ出るだけで、空気が一変してしまうことがあるからです。しかも、そのコメントを見た他の視聴者にも、一気に伝染してしまうのです。

			　では、どういうときに負のコメントが発せられるのかというと、演者さんのちょっとした行為がきっかけだったりします。たとえば、公式チャンネルに呼ばれたことで、いつも以上に頑張ろうと力が入ってしまい、自分を客観視できずに空回りしてしまった行動が、視聴者の反感を買ったりするのです。

			　こんなときも、僕がコメントをリサーチしながら進行していれば、視聴者の不快が増幅する前に、「次の話題にいきましょう」と流れを変えることができるわけです。

			　僕は、こんな感じで視聴者目線を意識しながら、状況に応じて対処できるようコメントに注目しているのですが、ひろゆきくんは空気を読む必要がないので、有意義だったり、面白かったりするコメントを探しているのだと思います。

			　


		
			[image: seen13.png]
		

			　ひろゆきくんの個人配信を見ていただくとわかるのですが、視聴者からのコメントを受け、それに回答して終わりというのを、単純に繰り返しているだけです。

			　彼自身も言っていますが、自分から何かを発信したいわけではないのです。

			　しかも、「自分は炎上しない」と、日頃から公言しています。

			　「エッ!?」と思われた方もいらっしゃるでしょう。ここからは僕の勝手な推測になりますが、ひろゆきくんと僕らとでは、『炎上』の意味合いが違うんだと思います。

			　彼の発言で、どんなに世間が騒ごうが、ネットニュースになろうが、「自分はこういう考えに基づいて発言をした」というロジックから逸脱していなければ、その炎上は彼にとっては炎上ではないのです。

			　彼の中には彼なりの規則というかルールがあり、それに抵触していない炎上は、「単に気に入らないだけだよね」という確固たる信念があるのです。

			　ですから、自分の絶対的ルールを守って配信さえしていれば、視聴者の空気を読んだり、周囲の目を気にしたりする必要はないわけです。

			　これを言うと、ひろゆきくんの人柄の話に繋がるのですが、『きっと人間性はいいヤツ』なんだと思います。あまり声を大にして言いたくはありませんが（笑）。

			　このように配信中にコメントを読むという行為一つとっても、僕とひろゆきくんとでは、アプローチの仕方が違うのです。

			　


			　ではついでにもう一つ。僕が、「ひろゆきくんの話を信じますか？」という質問を受けたとして、どう答えると思いますか。

			　それは、「〝はい〟であり、〝いいえ〟である」です。

			　「結局、どっちだよ！」という声が聞こえてきそうですが、普段の彼の配信を見ていない人には「僕は、彼の話なんか信じませんよ」と答えます。逆に、ひろゆきくんの配信を見ている人には、「僕は、ひろゆきくんの話を信じます」と、答えるということです。

			　たまに、『ひろゆきくんってかわいそうだな』と感じることがあるのですが、彼って世間の人からは、現実とは違うズレた像を持たれてしまっているんですよ。

			　これは、彼の尖った発言だけをすくい上げてニュースにされてしまうからで、普段の彼の配信を見ていない人は、そればかりを真に受けてしまい、〝西村博之は、尖ったことばかり言ってる生意気な人〟という虚像を植えつけられてしまうのです。

			　


			　ただ、彼の配信を見てくださっている人はわかると思いますが、２時間の配信中に、多い時で１００件くらいの質問に答えているわけです。

			　彼がとんでもない発言をして話題になるのは、その１回あたりの配信で１件あるかないかで、つまり99％以上は、まともなことを言っているのです。

			　そのバランスを知っている常連さんたちには、「彼の話は信じられる」と答えますし、たまたまニュースで話題になっている彼しか知らない人には、「この人の与太話は信じないほうがいい」と答えます。

			　あそこまで有名になると、世間には虚像の西村博之と実像の西村博之がいて当然だと思っていますし、僕が必死にひろゆきくんの味方をしてもいいことなんか一つもないので、我が身可愛さの保身から、相手によって手のひら返しの回答になるわけです（笑）。

			　


			　ただ、本当に言葉って難しいと思います。

			　良い、悪いは置いといて、文化圏によっても口調は違います。

			　「死ね」という言葉を第三者に言うのは、とても悪いことなのですが、『２ちゃんねる』のような匿名掲示板では、なぜだか当たり前のように飛び交っていました。

			　要するに同じ文化圏に属する人たち同士だと、お互いに「死ね」の意味を理解しているため問題になりませんが、サイトの規模が大きくなるにつれて一般化したり、他のＳＮＳなどの違う文化圏で使ってしまうと、罪のない人たちを傷つけてしまったりと、問題視されるわけです。

			　僕も『２ちゃんねる』で育ってきているがために、そういう部分で世間とズレが生じないように気をつけています。

			　


			　YouTubeでも低評価の数が表示されなくなりました。正直、一つの文化としてなくなる寂しさもありますが、これにより救われたクリエイターさんは数多くいると思います。クリエイターさんは、マイナスの評価はプラスの評価よりも重く受け止めてしまいがちだからです。

			　１００件のコメントに対して「面白い」が99件あったとしても、たった１件の「つまらない」に、心が負の方向に強く引っ張られてしまうのです。

			　冷静に考えると、99％以上の人に応援されているにもかかわらず、わずか１％の批判を気にしすぎてフォームを崩したり、同じ企画をやらなくなるのは違うと思うのです。

			　だからこそ、『見ない勇気』というのも必要だと思っています。これは別にクリエイターさんに限らずあてはまることです。

			　


			　たとえば、あるニュースに興味を持ち、より詳細な情報を入手するために調べまくったとしましょう。当然ですが、誰よりもそのニュースに詳しくなりますよね。

			　ただ世の中には、そのニュースのことをあまり知らない人が、誤解したまま発言してしまい、場合によっては、そのコミュニティ内では間違った意見で統一されてしまうことだってあるのです。そして、その情報に詳しい人が、誤った発言を目にすると、心がざわつくわけです。

			　そこで訂正するようなコメントをしようものなら、「そこまで詳しく知りたかったわけではない」とか「ストレス解消で言っただけ」と、反論されてしまうのです。

			　このようにネットでは、正しいとか間違いが判断基準ではなく、数の論理というか、多勢に無勢的な感じになってしまうことが起こるのです。

			　こうなると方法は２つしかなく、少数派でも多数派に対抗して、頑張って相手の間違いを啓蒙しまくるか、見なかったことにしてスルーするかです。

			　見ないという選択肢を選ぶと、逃げているなどの負い目から、逆にストレスを感じてしまう気がしますが、そこは勇気を持って遮断する道を選んでください。

			　ＳＮＳにおける悪口も同様に、この『見ない勇気』が大切だと思います。

			　もっと言うと、勇気や覚悟なんて大それたものは不要で、ネット上のことは、現実でもあり、非現実でもあるという心構えでいてほしいと思います。

			　〝言葉の文化圏が違う人たち〟と交流すると、言っている側と、言われている側で認識が大きく異なるため、徒労に終わるだけで、良いことは一つもありません。

			　ネットに疲れを感じているのなら、それが自分にとって関心のあるニュースだとしても、そこにどっぷり浸かるのではなく、「どうでもいい」とか「別に見なくていい」と、自分の中にワンクッション設けることをおすすめします。

		


		
			ＭＣＮを利用した切り抜きサービス

			　


			　


			　ガジェット通信ですが、YouTubeライブの番組制作だけでなく、Googleの協力会社としてＭＣＮ（マルチチャンネルネットワーク）も請け負うことになりました。

			　ＭＣＮとは、ざっくり言うとYouTubeクリエイターさんのチャンネルサポートを行うサービス会社になります。

			　たとえば、「動画に広告が付かない」とか「エラーが出て動画がアップできない」などのトラブルが発生したら、これまではクリエイターさんが運営元であるGoogleに問い合わせをして解決していました。

			　ただ、YouTubeのように巨大化すると利用者が多すぎて、Googleだけでは対応しきれなくなるわけです。

			　そこで、ＭＣＮというYouTubeのシステムの一部を協力会社に提供する代わりに、クリエイターさんのチャンネルサポートを代行してもらうシステムが誕生したのです。

			　ＭＣＮが、Googleに代わってトラブルを解決してあげるということです。

			　ＭＣＮとしては、HIKAKINさんやはじめしゃちょーさんが加入するＵＵＵＭ株式会社が有名だと思います。もちろん、YouTubeのクリエイターさんは、ＭＣＮに加入してもしなくても活動することは可能です。

			　ちなみに、ガジェット通信のＭＣＮの正式名称は、ガジェット通信クリエイターネットワーク（以下　ガジェクリ）になります。

			　


			　では、なぜクリエイターさんがＭＣＮに加入するのかというと、先のようなトラブルを解決してくれるだけでなく、他にもいろいろなサービスを受けられるからです。

			　たとえば、ＭＣＮは自社の範囲内でYouTubeのチャンネル動向を知ることができるため、特定のクリエイターさんの再生数だけを分析するのでなく、全体的な比較からアドバイスすることができます。

			　ただ僕の個人的な意見としては、自分のチャンネルのことはクリエイターさん自身が一番詳しいと思うのです。複数のチャンネルを束ねているからこそ見える傾向はありますが、クリエイターさんは自分のチャンネルを毎日チェックしているわけで、コンサルティングの部分に関しては、それほどの利点はないと思っています。

			　それよりは、「他のクリエイターさんとコラボするのに、こういう企画を考えたのでセッティングしてほしい」とか「YouTubeだけでは稼ぎが足りないので、報酬の高い広告案件を探してきてほしい」などの相談の方が利点は大きいと思います。




			　また昨今のクリエイターさんは、YouTube以外での活動も多いため、「ＣＭに出演したいからクライアントを探して」とか、「テレビや商品紹介のオファーがきたときに窓口になって」など、タレント事務所に近い契約をしているＭＣＮもあります。ＭＣＮとクリエイターさんとが独占契約を結ぶ、いわゆる〝所属〟という形です。

			　ガジェクリが他のＭＣＮと大きく異なる点は、基本的にチャンネルサポートだけを手伝うという考えのため、ガジェクリに所属しているYouTuberが一人もいないことです。クリエイターさんに直接依頼のあったYouTube以外の案件については、ガジェクリは関与していないのです。

			　とはいえ、ＭＣＮであるガジェクリに加入してくださっているクリエイターさんには、20～30ほどのサービスを提供しており、それこそ「引っ越しをしたいから物件を探してほしい」「確定申告のやり方がわからないから、税理士を紹介して」という相談から、「グッズを作りたい」というものまで幅広く対応しています。

			　そもそもＭＣＮをはじめた当初は、ガジェクリに加入してくれたクリエイターさんから一銭の手数料も取らないで、チャンネルサポートを行っていました。

			　これはひろゆきくんの発案で、ＭＣＮの規模を広げることを第一に考えたのと、ＭＣＮとしてどのようなサービスができるのか、不透明だったためです。

			　ただ、「それはビジネスと呼べませんよね」と、外部から至極真っ当な突っ込みで諭されたため、手数料をいただくようになりました。

			　


			　このようにガジェクリはＭＣＮのため、YouTubeのシステムの一部を使用できるのですが、これを利用してはじめたのが、僕の発案でもある『切り抜き動画サービス』になります。

			　たとえば、ひろゆきくんの配信は、一問一答スタイルで２時間のライブ配信が一般的です。毎回、１００くらいの質問に答えるわけですが、そこから特に面白かった一問一答だけを抜き取り、テロップを付けて短く加工した、いわゆる〝いいとこ取り〟の動画が、切り抜き動画になります。

			　著名人の動画をいいとこ取りして、他の方が自分のチャンネルから配信することで収益化を図るなんて、これまでの常識では考えられませんでした。

			　もちろん切り抜き動画は昔からありましたが、ファンの方が純粋に、自分の好きなクリエイターさんのことを広く知ってもらうために、ファンアートとして楽しんでいるだけでした。Twitterでいうところのリツイート的な感じです。

			　ただ、YouTubeの場合、純粋なファンアートではなく、広告収益を目的に不特定多数にばら撒く人が出てきたため、流用される側のクリエイターさんとしては、まわりまわってご自身の収益が下がる可能性もあるわけです。

			　そこで、切り抜きをする方に切り抜きの許可を正式に出す代わりに、その方が得た広告収益を元の動画のクリエイターさんに還元できるシステムを構築したのです。これは、ガジェクリがＭＣＮとして、YouTubeのシステムを使えるからこそ可能でした。

			　


			　ここでもひろゆきくんがキーパーソンです。

			　彼がいなかったら、この切り抜きサービスは成立していなかったと思います。

			　なぜなら、この時すでにアナログで、ひろゆきくんの切り抜きが実績を上げていたからです。

			　だからこそ、会社として動くことができ、仕様検討にまでこぎつけられたと思っています。

			　しかも、ひろゆきくんの配信を叩き台として使えるわけです。

			　


			　こうして、切り抜きをする方の収益を自動的にクリエイターさんに分配できるシステムを開発したため、ひろゆきくんの動画を切り抜きたい人に許可を出しまくったのです。結果、切り抜き希望者が大量発生しただけでなく、切り抜きした人とひろゆきくんの両方が儲かるという構造が完成しました。まさにｗｉｎ–ｗｉｎの関係です。

			　過去にも公認という形で、クリエイターさんが切り抜きをする方に許可を出し、回収している方もいましたが、手計算だったため、頑張っても２、３人が限界でした。

			　しかし、今回はシステム化により手計算の必要はなく、ＭＣＮを経由するため収益は丸見え。クリエイターさんとしても取りっぱぐれる心配はなく、切り抜き動画を希望する人に許可を出しまくれたというわけです。

			　おまけの副産物として、彼らの切り抜き動画がプロモーションとなり、西村博之という存在が世に広まっただけでなく、30万台だったチャンネル登録者数が、今では１５０万人を超えるチャンネルへと成長したのです。

			　大げさではなく、切り抜きが増えれば増えるほど、ひろゆきくんのチャンネル登録者数が伸びていくという現象が起きていました。

			　しかも、他のクリエイターさんへの横展開も可能です。

			　いまでは、切り抜きサービスに魅力を感じて参加してくださる著名なクリエイターさんも増え、手数料以上のものが還元できていると自負しております。

		


		
			結婚式にも乱入した、なんちゃって世界一周旅行

			　


			　


			　ＩＴ系の会社を辞めた理由のひとつに、「お金以上に価値のあることをたくさん経験したい」というのがありました。

			　そのため、次に就職した映像系の会社では、交渉の末「週３日の休み」だけでなく、入社時期を半年もずらしてもらったほどです（笑）。

			　このときは、密かに世界一周旅行の計画を立てていたというのもあります。

			　当時の僕は、お金を稼ぐことより、とにかくやりたいことが最優先だったのです。

			　とはいえ、実際は「なんちゃって世界一周」で、期間も３週間ほどでした。世界中を渡り歩いたというよりは、地球をぐるっと一筆書きで一周した感じです。

			　３週間のために入社を半年もズラしたの？　というみなさんの疑問は置いといて、実は「20万円くらいで『世界一周チケット』が買える」と、僕をその気にさせたのは、やはりひろゆきくんでした（笑）。

			　


			　前職の同期がＨＩＳに転職していたこともあり、ひろゆきくん情報を元に、「予算はこれだけ」「聞いた話では、こんなチケットがあるようだ」「とにかく世界一周がしたい」と、要点だけを伝えて手配してもらいました。

			　ＩＴ系の会社時代、度重なる飲み会により先輩から可愛がられ、少ない枠に入れてもらえた話は書きましたが、実はこのとき同期ともかなり仲良くなれたのです。

			　結果、旅行代理店に転職した同期の顔が浮かび、彼の尽力のおかげで念願の『世界一周旅行』が実現したというわけです。

			　余談ですが、世界一周をする場合は日本との時差が少ない西回り（アジア経由）のほうが体は楽みたいですね。アジアからヨーロッパへ入り、最後にアメリカ経由で帰ってくると、時差ぼけしにくいとのことです。

			　ただ、反逆児の僕は、真逆のアメリカからスタートしました（笑）。

			　実はこれには理由があり、呼ばれてもいないひろゆきくんの結婚式にサプライズ出席するという目的があったからです。

			　


			　結婚式場へは、一緒に乱入予定の仲間と車一台で向かいました。

			　途中、グランドキャニオンに寄ったり、ルート66を走ったりと、今考えると、とてつもなくぶっ飛んだ行動で、なかなかエキサイティングでしたね（笑）。

			　もちろん結婚式の乱入は大成功！　行動を共にした仲間とはそこで別れ、僕はそのまま一人で南米のチリへと向かいました。

			　いよいよ世界一周旅行のはじまりです！

			　チリからイースター島、その後ペルーのマチュピチュを訪ね、今度はヨーロッパへ渡り、そのままイギリスに上陸。

			　イギリスから電車でフランスに入り、フランスから夜行電車でドイツに入国という流れです。ただ、ここまでで時間を使いすぎたため、残りは香港にだけ寄って帰国という、「とりあえず一周しました旅行」になってしまいました（笑）。

			　世界一周の話をすると、「行動力がありますね」とよく言われますが、これは単に暇だったからなんですよね。

			　人って、あまりにも暇で、かつ、やりたいことがあれば行動できちゃうものなんです。
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			　またこの頃から、現実の世界で知り合った学生時代の仲間や職場の同僚たちと過ごす『本名の自分』と、インターネットの世界から生まれた『ひげおやじという名の自分』が、交わり始めた感じがします。

			　それまで並行して走っていた二つの名前が、あるときから干渉しだしたのです。

			　ＨＩＳでチケットを手配してくれた友人は、当然のように本名で呼ぶのに、アメリカの大地を一緒に車で走った仲間は、僕のことを『ひげおやじ』と呼ぶわけです。

			　現実の世界で培ってきた経験値とネットで培ってきた経験値が、ようやくガッチャンコされてきたのが、「ニコニコ動画」ぐらいからかなあ。

			　そしてこの先、映像制作に関わるようになったタイミングを起点に、本名とひげおやじが一体化していくことになるのです。

			　


			　ちなみに僕が頭にタオルを巻き始めた理由は、顔出しをしたくないというインターネットの古参の考えからになります。

			　やはり、匿名掲示板の文化が身に染み付いているんだと思います。

			　実際、個人情報が漏れて自宅に爆竹を投げ付けられた人がいるなど、２ちゃんねる時代にいろいろと耳にしてきたことへの予防線というのもあります。

			　そういう意味では、ひろゆきくんはセンセーショナルでしたね（笑）。

			　平仮名４文字ではあるものの、〝ひろゆき〟が本名だったと知ったときは衝撃でした。

			　匿名掲示板の主催者というか、トップに立つ人間が、なぜに本名を名乗っているのか……と。ただここだけの話、それを知って僕も本名に切り替えようかなと、少しだけ悩んだりもしました。

			　話がそれましたが、僕は最近まで、一切顔出しをしていませんでした。

			　それが、ニコニコ生放送で自分以外の人とライブ配信をするようになったことを機に、ニット帽で顔を半分隠して登場するようになったのです。

			　ただ目深に被っていたため、夏は暑く、だんだんしんどくなり、タオルを巻いてみたら快適だったというわけです。

			　「頭にタオルを巻いてるだけじゃ、顔出しと変わらないよね？」と思うかもしれませんが、タオルがないと気づかれないんですよ。

			　これまで、プライベートで声をかけられたのは３回だけです。しかも、いずれも大声で爆笑しているときでした（笑）。

			　あと、タオルはプロモーションにも使えるスグレモノだということにも気づきました。つまり、吉田さんと絡むときには、ファイナルファンタジーのタオルを巻けばいいわけです。

			　最近は、Ｗｅｂ番組でもヘアメイクをする機会が増えてきたのですが、頭にタオルを巻いてしまう僕はセット不要のため、経費面からみてもお役にたっている小道具かもしれません（笑）。
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			世界で一番『２ちゃんねる』に詳しい部外者

			　


			　


			　大学生のとき、僕やひろゆきくんが遊んでいた匿名掲示板の『あめぞう掲示板』が、『荒らし』と呼ばれるサイトを妨害する人たちによって機能しなくなったとき、「新しい遊び場を作っちゃう？」と、あめぞう掲示板のセカンドチャンネル的な感じで、ひろゆきくんが立ち上げたのが『２ちゃんねる』になります。１９９９年５月のことです。

			　


			　といっても、最初のうちは有象無象がボランティアとして参加することで成り立っていたような規模でした。

			　ひろゆきくんがパソコンを操作できない時間帯に、「誰か代わりに不適切なコメントを削除してくれない？」という流れから、削除人が生まれたような感じです。

			　依頼された人は、削除パスを共有して書き込みを削除するのですが、電話番号一つとっても、「他人の電話番号を晒すのはダメだけど、自分のならＯＫ？」「本当に自分の電話番号かわからないよね？」といった具合に、人によって判断の境界線があいまいだったため、きちんと削除ルールを作る必要が出てきました。

			　また、削除人が増えれば、その削除人をとりまとめる人も必要になります。というわけで、削除人のコミュニティも誕生しました。

			　


			　僕はというと、『２ちゃんねる』はひろゆきくんが作ってくれた遊び場だったので、当然のごとくコミュニティには参加していましたし、削除人も手伝っていました。

			　ただ、実際にやってみて思ったのが、僕は削除人には向いていないということです。

			　仮に、スレッドの２００番目のコメントが不適切だとしたら、単にそこを削除すればいいだけなのですが、次々とコメントが投稿される中、うっかり削除対象以外のコメント番号を消してしまうのです。

			　５回連続で消したいコメントの前後を消しまくったときに、この役目は自分ではないと気づき、削除人をやめることにしました。

			　実はこの他にも、削除人のことを快く思っていなかった自分がいたからというのもあります。

			　削除人の中には、「削除できる特殊な権限が与えられている自分は、一般ユーザーより偉い」と勘違いしている人がいたり、そういう風に思われたいから削除人に応募してくる人がいたりしたからです。




			　また、Twitterの公式マークのように、２ちゃんねるにもコテハンの横に星マークが付くキャップ制度があったのですが、これにより階級ができてしまったというか、「キャップがあるから俺は偉いんだぞ！」という人がいたことも確かです。

			　もちろん、〝ひろゆき〟を騙かたる輩がいるため、キャップ制度は必要なのですが、勘違いする人を生むことにも繋がるわけです。

			　本来の削除人の役割は、ユーザーの方々が快適に掲示板を使うために人知れず努力することであって、ある意味、一般ユーザーの影武者的な存在だと思うのです。

			　そのため、華々しい一面だけを見て削除人をやりたがる人のことを少々気持ち悪いと感じている自分がいました。

			　


			　そんなわけで、削除人でもないのに、コミュニティには存在していました。

			　コミュニティに名前があるだけで、内輪のイベントや飲み会にも声がかかるわけです。おまけに、オフ会には頻繁に顔を出していましたし、『ひげおやじ』という名前で書き込みもしていましたからね。

			　２ちゃんねるのサーバーを札幌の会社に管理してもらっていたときは、その会社の社員旅行にひろゆきくん共々誘っていただき、年に一度は北海道に遊びに行っていたこともありました。

			　


			　そんな中、２ちゃんねる閉鎖騒動が、２００１年８月25日に発生しました。

			　データ量の増加に伴い、サーバーの負担が増えてしまったことが原因で、２ちゃんねるの存続が危ぶまれたのです。

			　このとき、ＵＮＩＸ板という掲示板の有志たちは、「プログラムでデータ量を圧縮するぜ！」と閉鎖回避に立ち上がり、アスキーアート職人たちは、当時流行っていたキャラクターで、「グッバイ２ちゃんねる」をイラスト化するなど、２ちゃんねるが終わる瞬間を惜しんだり、頑張って対応している人たちのことを応援したりして、盛り上げてくれていました。

			　僕はというと、２ちゃんねるの運営陣である切込隊長さんのところに、ひろゆきくんと一緒にいました。

			　ひろゆきくんが、サーバーの負荷を減らすために、１００以上ある掲示板の一部を、データ量が超過しないように一時的にクローズしている作業を、隣で見守っていたのです。

			　そして削除するか迷ったときに、意見を求められれば、一緒に考えて答えていました。

			　このとき印象に残ったのが、『夢・独り言板』という掲示板です。

			　ここは、コミュニケーションをしたい人が集まるような場所ではなく、自分のことをただただつぶやくだけのスレッドでした。

			　要するに、自分の意見を書きたい人たちが滞在するような場所だったのですが、比較的人気のある掲示板だったため、クローズするか判断する前にひろゆきくんと覗きに行くことにしました。

			　すると、「この掲示板がなくなったら自殺しようかな」という書き込みが目に留まり、しばしフリーズしたのです。

			　『夢・独り言板』に集まる人たちにとって、ここは心の拠り所になっていることに気づき、「ここだけは残そう」と、二人で話した記憶があります。
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			２ちゃんねるでのオフ会の思い出

			　


			　


			　僕がひろゆきくんから、「こいつ、メチャクチャ暇人じゃん」と思われたというかバレたのは、常に２ちゃんねるのオフ会に顔を出していたからです。

			　ちなみに僕は、２ちゃんねるで初めて開催されたオフ会メンバーの一人でしたが、当初は、匿名掲示板であるにもかかわらず、馴れ合うきっかけにもなるオフ会をタブー視する風潮がありました。

			　そんな中、２ちゃんねる初のオフ会に参加した僕たちは、オフ会の様子をそのままスレッドとして書き込み、盛り上がっていたため、参加していないその他大勢から思いっきり叩かれたのです。参加してない人からしたら、相当不愉快だったと思います。

			　そのような文化圏にあった２ちゃんねるですが、時間と共に緩和していき、ついにはオフ会専用の掲示板ができるほど、逆にオフ会が発展していきました。変われば変わるもんですよね（笑）。

			　基本的に、２ちゃんねるには何でも面白がる大人が多かったからだと思います。

			　たとえば、知り合いにバス業者がいるからと、40～50人くらいのメンバーを集めては、格安で大型バスを貸しきり、大阪や仙台などへ小旅行に出かけたりもしていました。道中、知り合いが経営しているお店があるから、食事はそこを貸しきろうとか、一旦企画が動き出すと、ボランティア精神旺盛でお膳立てをしてくれる人がたくさん集まってくれたのです。

			　


			　とにかく、２ちゃんねるのオフ会は大人数だったので、普段はできないようなことが安価で体験できるのが楽しくてしかたありませんでした。

			　ちなみに、２ちゃんねるの１周年オフ会は、京王プラザのスイートで開催しました。

			　大人数だと、京王プラザのスイートといえども１人あたりの料金は安く、おかげで「京王プラザのスイートってこんなふうになってるんだ～」みたいな学びもありました。

			　さらにこのときの僕は、学生で時間があったため、運営側にもボランティアベースで関わっていました。「若いんだから、たくさん働いてね～」と、人足にんそくとして動かされていたおかげで、イベントの裏側を知ることができました。

			　


			　当初はオフ会をタブー視していた２ちゃんねるが、毎週のようにオフ会を開催していた時期があったほどで、そのほぼすべてに僕とひろゆきくんは参加していました。

			　僕は大学生でしたが、親のスネの幹が太かったこともあり（笑）、全制覇できるだけの余裕と時間があったのです。

			　一方、ひろゆきくんは、来賓という形でタダで呼ばれていたわけです。ということで、毎回彼の視界に入っていた僕は、「こいつ、メチャクチャ暇人じゃん」と思われていたのでした。

			　酒飲んで、バカやって遊んでいただけですが、学生のわりには貴重な体験が多々できたと思います。

			　実際、参加メンバーで学生だったのは、僕とひろゆきくんだけでした。他は会社の経営者だったり、有名企業で働いている人だったりと、社会人の方たちばかり。

			　普通なら気後れしてしまうような状況でも、ネットのコテハン同士の関係だと、社会人だろうが年上だろうが、社会的地位さえもまったく気にせず、対等におしゃべりできるのです。

			　


			　もともと僕は、仲間と議論をするのが好きで、いま書くと気恥ずかしいのですが、「俺らが投票に行かなければ日本の政治はどうなる!?」みたいな青臭い話を、度数の高いお酒を飲みながら、大学の仲間と朝までバトルを繰り返しつつ、語り合っていたタイプの人間です。

			　高校生のときも、『受験合宿』と称しては友達の家に泊まりに行き、「母親と恋人が崖から落ちそうになっている。助けられるのは一人。さあ、どうする？」のように、結論の出にくいテーマで議論しては感情的になり、最終的には喧嘩をしていました（笑）。

			　これは仲間同士での話ですが、知らない人とも社交的にしゃべれるようになったのは、『２ちゃんねる』のオフ会に参加するようになったことが大きかったと思います。

			　


			　そんなオフ会ですが、『２周年オフ会』がピークだったと思います。

			　このときは、６００人くらいは集まったんじゃないでしょうか。

			　いまはありませんが、当時の日本では大型クラブとして有名だった新宿のＣＯＤＥというお店を貸しきっての開催です。

			　３次会は、新宿の近くにある旅館を貸しきり、ボードゲームで遊んだり、趣味の話で盛り上がったり、お酒を飲んで騒いだりしました。

			　そんな中、特に印象的だったのが、暴走族の方が単独で、この２周年オフ会に乗り込んできたときのことです。

			　


			　その当時、２ちゃんねるでは暴走族のことをよくいじって遊んでいました。「暴走族という言葉はカッコイイけど、それ故に若者が憧れてしまうから、これからは『暴走族』ではなく『珍走団』と呼ぼう！」というようなことを発信していたのです（笑）。

			　これがネットで盛り上がり、本気で暴走族の人たちから怒りを買ったようで、２周年のオフ会に乗り込めば、主催者であるひろゆきくんに直接文句を言えるからと、仲間から焚き付けられて一人でやってきたようです。

			　このとき対応した２名のうちの一人が僕で、新宿歌舞伎町のミスタードーナツで、なぜかその方の武勇伝というか、自慢話を延々と聞かされる羽目になりました。

			　結局、２時間くらい話を聞いた後、最終的にはひろゆきくんに会わせろということになり、楽屋で対面することになったのです。とはいえ、楽屋には僕たち運営メンバーが30人ほどいて、彼一人を取り囲んでいるわけです。

			　だからか、何をするということもなく、「俺のメンツは保たれた」という言葉を残して、帰られたのを覚えています。

			　このような体験はめったにできることではないので、ラッキーだったのかその逆かはいまだに不明ですが、記憶の中にはしっかり刻まれた出来事でした。
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			大学の茶道部では１年生で部長に

			　


			　


			　大学に入学したとき、「一生できる趣味を作る！」ということを心に決めていた僕は、ゴルフ部か茶道部に入部しようと考えていました。

			　見学に行ってみると、ゴルフ部はかなりきちんとした体育会系だったため、自分には無理だとその場で諦めた次第です（笑）。

			　一方、茶道部はというと、最初にかけられた言葉が「うち、やる気ないよ」でした。これまた出鼻をくじかれた感はありましたが、茶道をされているからか、男女問わずみなさん上品で、かつ文化系特有のほっこりとしたノリの良さがありました。その雰囲気が僕にはとても心地良かったので、結局ズルズルと在籍することになったのです。

			　大学には行くものの教室ではなく茶室に直行し、別荘感覚でのんびり過ごすこともありました。なんたって、お茶は飲み放題でしたからね（笑）。

			　


			　不思議なことに、毎日お茶をたてていると、変化を感じるようになるんです。

			　お茶をたてるときは、必要な道具をすべて用意しておくことが大前提で、「あれがないから取ってこないと」と、中座することはありえません。

			　その茶道の心得が知らず知らずのうちに身に付いたのか、仕事においても、「見切り発車のままスタートしたくない」と考えるようになりました。

			　とはいっても、すべてを完璧に揃えてからとなると、準備に時間がかかり、出遅れてしまうかもしれません。特に、初めてのことは、考え過ぎて、何も進まないパターンだってあるわけです。

			　帳尻を合わせるためには、ある程度のところで見切り発車をすることも大切ですが、そこの判断は、失敗した経験からでしか得られないと思っています。

			　要は、「これがない状態でスタートしたから失敗してしまった」とか「これがない状態でもうまくいったよね」など、はじめる前に用意する材料一つを取ってみても結果はさまざまで、僕みたいな凡人は、実践から学ぶしかないのです。

			　


			　話を戻すと、茶道部では入部後すぐに部長という大役を任されることになりました。

			　理由は簡単で、部長は隔週で学校側が開催する文化部会と呼ばれる全体ミーティングに参加しなければならないからです。

			　ここでは予算編成や文化祭などについて打ち合わせをするのですが、先輩方は比較的苦学生で、バイトの掛け持ちをしていたため、学校の近くで一人暮らしをしている暇な僕は、『飛んで火に入る夏の虫』だったのかもしれません（笑）。

			　しかもこの文化部会、実際に参加してみると、２時間もやるくせに、本当につまらないんです！

			　この地獄のような時間があまりにも苦痛だったため、黙って時間が過ぎ行くのを待つのではなく、あめぞう掲示板で鍛えたレスバトル能力を活かして、積極的に発言してみることにしました。

			　「別にどうでもいいけど、とりあえず反対します」とか「とりあえずこういう考え方もあると思うんですけど、どうしたらいいですか？」みたいなことを言ってみるわけです。

			　すると、徐々に楽しくなってきただけでなく、参加している他の部長さんたちから「１年生のくせにこいつよくしゃべるな」と注目されはじめ、可愛がってもらえるようになりました。

			　僕の場合、コミュニケーション能力が高いというよりは、単に噛み付き癖があっただけかもしれません（笑）。

			　結局このまま、茶道部の部長職を３年間務め上げ、文化部会の中ではわりと要職に就くことができました。

			　


			　ということで、免状こそ持ってはいませんが、学生時代は本格的に茶道に取り組んでいました。いまではメイプルシロップをお湯で割るお湯プルやインスタントコーヒー、ソーダストリームで作る炭酸水を愛飲する僕ですが……（笑）。

			　もちろんお茶も飲みますが、回転寿司店に置いてあるような粉末タイプの緑茶一択で、これは単に、お茶っ葉やティーバッグでゴミを出したくないからです。

			　お湯プルは、テレビでメイプルシロップの特集を見たときに紹介されていて、たまたま家にあったメイプルシロップで試してみたのがはじまりです。

			　作り方はいたって簡単。ティースプーン１杯分のメイプルシロップを、コーヒーカップ１杯分のお湯で溶かすだけです。

			　ちなみに、そのときの感想は、「まあまあ美味しい」でした（笑）。

			　実は、飲んだ瞬間、アメリカで買った低糖のペットボトルのお茶を思い出したのです。

			　海外のお茶って、基本的に砂糖が入っているんですけど、まさにその味にそっくりでした。

			　アメリカで初めて甘いお茶を飲んだときも、別に美味しいとは感じず、なんならイメージしていた日本のお茶とは違うことに不機嫌だったのですが、インパクトは強烈で、いつしかハマっている自分がいました。

			　お湯プルもこれと同じ感覚です。
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			　一口にメイプルシロップと言っても、ゴールデン、アンバー、ダーク、ベリーダークの４種類にわかれます。僕的には、お湯プルにはダークかベリーダークがおすすめです。コクがあり、湯気に乗ってメイプルシロップの香りが広がるからです。

			　ありがたいことに、お湯プルのことを配信するようになってから、メイプルシロップをプレゼントしていただく機会が異常に増えました（笑）。

			　いまでは、おみそ汁の隠し味に使ったりもしています。

			　こちらはゴールデンがおすすめで、甘みが足されることで味に深みが出て、白みそっぽい感じになります。良かったら試してみてください。

		


		
			親の後ろ姿を見て学んだ、人を使う技術

			　


			　


			　僕の両親は共働きで、二人とも会社の経営者です。

			　ひろゆきくんから「ひげさんの家って金持ちだよね」と、言われるのはこのためです。

			　親のスネを思う存分かじれたことはありがたかったですが、それ以上に『門前の小僧、習わぬ経を読む』という言葉もあるように、親の背中を見て、人の使い方について自然と学んだ気がします。

			　接客など、実際に親の会社で働かされたこともあります。

			　ただ、こんなことを書くとさぞかし人を使うのが上手そうに聞こえますが、ディレクターを任された当初は、怒ってばかりだったので、むしろ反感を買っていたんじゃないですかね（笑）。

			　生配信中に「靴を投げて怒ってたよね」と、いまだにいじられるほど、当時の僕はピリピリしていたんだと思います。

			　ということで、両親の話からは飛びますが、このときの反省を込めて、まずは怒ることの不利益さについて書きたいと思います。

			　


			　ちなみに『靴投げ事件』ですが、生配信中、演者さんが言葉を選びながら謝罪をするという真剣なシーンであるにもかかわらず、僕の靴が特殊で面白かったのか、カメラマンが寄りで靴を撮影しにきたことが発端です。

			　これにより、演者さんの謝罪説明が台無しになりかねない空気になり、それを察した僕が、「そんなに靴が欲しいならやるよ！」と言いながら、撮影したカメラマンにではなく、画を選んでいるスイッチャーさんに向けてぶん投げたわけです。

			　僕としては、「演者さんが真剣に話しているこのタイミングじゃないよね」ということを端的に伝える手段でした。

			　


			　リアルタイムで進行していく生放送では、ダメなことはダメと周囲に発露する必要があり、怒りをあらわにすることが一番簡単で伝わりやすい方法だと思っていました。

			　そんなこともあり、この頃は生配信中に怒ることが常態化していたのですが、その後、良い、悪いにかかわらず、怒らなくなりました。

			　怒ることが時代にそぐわないということもありますが、長い目で見ると自分の不利益にもなりますし、そもそも怒っても何も解決しないということに気づいたのです。

			　怒られた本人は印象に強く残りますが、誰かが怒られている姿を見せられると、現場が萎縮してしまうんですよね。

			　それに、怒りは感情のため、瞬発的であり、継続的な効果はうすく、かつ自分の体力も消耗して疲れてしまいます。

			　そこで僕は、頭に血が上ったら、怒りの感情を抑えるために、ゆっくり６秒数えることを実践していました。アンガーマネジメントで有名な６秒ルールです。

			　この他にも、担当する番組が増えたことも、怒らなくなった要因としては大きいと思います。

			　ディレクターになりたての頃は、１２０％の意気込みで臨むため、自分が求めているレベルに内容が達していないと感じただけで、ピリピリしていました。

			　それが回数をこなすうちに、毎回１００点を取る必要がないことに気づかされたのです。番組が増えて、さらに経験値を積むことで、ちょっとしたハプニングでテンパっていたことでも、「こういうときは、こうフォローすればうまくいくよね」と、冷静に対処できるようになったのです。

			　つまり、自分の中の引き出しが増えるにつれて、怒る機会は減っていったということです。

			　まぁ、『60時間ゲーム実況』のような長時間の生配信ともなると、怒りに使う体力も気力もどこにも残っていないというのもありますけどね（笑）。

			　


			　こうして、『怒らないひげおやじ』が確立していったわけですが、最近では次なるステージに立ったのか、怒り方さえ間違えなければ怒って伝えることも必要なのではと、考えるようになりました。

			　先述した通り、怒ると余計なカロリーを消費してしまうのですが、相手のことを真剣に考えて、改善したいと思えるときは、自分のカロリーを使ってでも、しっかり怒るべきなんじゃないかと思うようになったのです。

			　昔の僕は、頭に血が上ったときは、すぐにその感情を相手にぶつけるような怒り方をしていました。これでも現場は締まりますが、自分勝手な側面が多分にあります。

			　今の僕は、相手のことを考えたうえで、怒ることがプラスに作用するのであれば、素直に感情をぶつけることもありだと思えるようになったのです。

			　相手のことを思うからこそ、言葉に怒りという感情を乗せて伝えた方が、より相手の心に刺さることに気がついたのです。

			　ただ、まだまだ未熟なため、試行錯誤の段階ではあります。

			　


			　両親の話に戻ると、飲食業という男社会で働いているためか、母はひろゆきくんのような論破タイプの人間になります。

			　子どもの頃、板前さんが母に、「そんなに言うんだったら、お前が魚を捌さばいてみろ！」と言ってきたことがあったのですが、母は少しも動じずに「だったら、あんたが銀行からお金を借りてきなさいよ！」と、怯むことなく言い返していました。

			　そういえば中学生のとき、母と二人で食事をしていた店で、酔っ払いの男性に絡まれたことがありました。そのときも、飄々ひょうひょうと切り抜けていたので、度胸があるというか、本当に強い人だと思ったのを覚えています。

			　ただ、この世の中、常に自分が正しいわけではなく、間違えることだってありますよね。そんなときは、「ゴメン、間違えちゃった」と、素直に謝ることができる人でした。

			　ただ、相手がそれをやったら、許さないどころか、ここぞとばかりに理詰めで打ちのめしにかかりますが（笑）。

			　そんな母を見て、『説得方法には硬軟あり、特定の方法だけが正解ではない』ということを学びました。

			　まあ、今だから言えますけど、普通に尊敬はしています。

			　いろいろと母のことを書きましたが、次男の僕は要領が良かったからか、それほど怒られた記憶はありません。

			　筋を通さなかったときだけ、全力でひっぱたかれたことはありましたが、そんなときは父が、「まあまあ」みたいな感じで、仲介してくれていました。

			　最近は一緒に暮らしていないので、電話で話すにしてもあまり話題がなく、一方的にTwitterのつぶやきや動画配信を見た感想を聞かされています。

			　「死んだ魚の眼をしてるって言われてるわね」とか「私がお金を払って、ひろゆきくんと仲良くしてもらってるみたいなデマが広まってるじゃないのよ」などと突っ込まれるわけです。

			　その度に、冷や汗をかいているので、もしみなさまの周りに「ひげおやじの両親」を名乗る人物がいるようでしたら、本書籍を近づけないでいただけると幸いです（笑）。

			　


		
			[image: seen19.png]
		

		


		
			目標は現状維持

			　


			　


			　僕の目標は、現状維持である『プラマイゼロ』です。

			　毎年元旦には、プラマイゼロという目標を、欠かさずに宣言するようにしています。

			　これは、仕事であるガジェット通信しかり、プライベートしかりです。

			　ただ、維持するのはなかなか難しく、マイナスになったり、プラスになったり、若干針がブレるんですが、去年に限っては、切り抜き動画の成功もあり、とんでもなくプラスになりました（笑）。

			　


			　僕がなぜ、これほどまでにプラマイゼロにこだわるのかというと、現状維持を掲げることで、新しいことができる余地を残しておきたいからです。

			　新年に「これをしよう！」という具体的な目標を設定してしまうと、それに向かって行動するようになり、気忙しくなってしまいます。

			　でも、新しい目標のない、まっさらな状態なら、「こんな依頼が来たよ」となったときにすぐ対応できるのです。

			　だって、目標もゴールもないので、今年やることは未定なんです。だから、依頼された内容が楽しそうなら、そちらに舵を向ければいいだけのことです。

			　新年に目標を設定することを否定するわけではありませんが、常に気持ちにも時間にも余裕を作ることで、新しいことを得てきた僕には、いまのやり方が性に合っているんだと思っています。

			　


			　また、『プラマイゼロ』には「そのままでいいんだよ」という意味も含まれていると思っていて、疲れている人に、この言葉を言ってあげたいですね。

			　自分の配信を見てくださっている視聴者にも、「頑張らなきゃいけない」と思い込み、空回りをしている人が多分に見受けられます。

			　「他の人がこんなに頑張っているんだから、私も頑張らなきゃ」とか「周りの人と比べて営業成績が伸びず、鬱になりました」のようなコメントをいただくことが増えたのです。

			　これって、自分の頑張りを、他人と比べて判断してしまうことが要因なんですよね。

			　たとえば、僕とひろゆきくんとを並べて、評価する人っていませんよね。

			　これと同じで、隣家の同級生が競泳のオリンピック選手級の人だったら、「隣の誰々ちゃんは、あんなに泳ぐのが速いんだから、あなたも負けずに頑張りなさい！」なんて言う親はほぼいないはずです。

			　極端に差があるとわかる場合は比べないくせに、その差が見えづらいと、途端に比べたがるのはなんなんでしょうね。

			　


			　ひとつ提案ですが、人と比べることでネガティブな考えに引っ張られるようなら、自分より実力が上の人と比べないで、僕『ひげおやじ』と比べてみたらいかがでしょうか？

			　「異性からモテません」と悩んでいる若者からのコメントには、「僕みたいな顔でも生きてるんだよ？」「こんな僕でも結婚できたんだからね」と答えていますが、世の中って自分が思っている以上に「何とかなるぜ！」と、僕は言いたいです！

			　


			　では最後に、王道最強説を唱えて終わりたいと思います。

			　これは、本書のテーマ『プラマイゼロの生き方』に通じるものがあるからです。

			　


			　最近、クリエイターさんと動画を作っていて感じることの一つに、『むちゃくちゃなオチを作りたがる人が多い』というのがあります。

			　イメージとしては、ラブストーリーの結末に、地球の大爆発をもってくる感じです。

			　理由は、個性をプラスしたいからだと思いますが、僕の考えるラブストーリーの結末は、王道中の王道である『ハッピーエンドで気持ちよく終わろうよ』なのです。

			　王道を理解していないのに、邪道というか変化球ばかり投げていると、いつかフォームを崩してしまうことだってあるわけです。

			　若いクリエイターさんが、他とは違うテイストのものを出したがる気持ちも理解できなくはありませんが、せっかく考えた〝新しいこと〟も、本人たちが知らないだけで、すでに使い尽くされたパターンだったりするのです。

			　だから、そこに力を注ぐより、まずは王道を試し、それができるようになってから変化球を覚えることをおすすめしたいと思います。

			　天才芸術家と聞いて真っ先に思い浮かぶピカソも、美術教師の父から、幼少の頃より厳しいデッサン教育を受けていました。子どもみたいな絵と揶揄されますが、写実的な絵を描く高い画力があってこそのゲルニカなのです。

			　


			　特に最近は、〝王道イコールつまらない〟的な考え方に偏りがちで、企画会議においても、王道を崩すためだけにカロリーを消費し、ひねりを加えたいがために、すべてを台無しにしてしまうパターンも多く、僕としては残念な気持ちになります。

			　良くも悪くも、目立てば勝ちみたいな時代背景があるのかもしれませんし、このひねりは自分が考えたという承認欲求なのかもしれません。

			　ただこれって、視聴者の気持ちを無視した自己満足の世界なんですよね。

			　


			　斬新な動画を作りたいという焦りもあるんでしょうが、僕は、二番煎じ三番煎じでもいいと思っていて、過去のものを自分で体験して学ぶことが大切だと伝えたいです。

			　〝学ぶ〟は、〝真似る〟が語源であると聞いたことがありますが、まずは先人たちが考え、世間から広く受け入れられた王道を素直に真似てみてください。

			　最初から欲張る必要はないのです。

			　


			　それこそが、〝プラマイゼロの生き方〟なのです。
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			　おわりに

			　


			　


			　


			　本書をお手に取って頂き、有難うございます！　ひげおやじです。

			　


			　過去にライターとして紙媒体は経験済みなのですが、その際のテーマは「ピラミッド」でした。いやピラミッドが簡単な訳ではないですが識者にインタビューをし、何万円もする専門書に頼ることで有意義な内容を書けたとは思っています。

			　ところが今回のテーマは「ひげおやじ（自分自身）」です。ひげおやじには識者も専門書も存在しません。現在の世界線が崩壊し、識者や専門書が存在するようになったならば、それはもうある種のホラーです。

			　しかもこの男、光る才能を併せ持ち溢れんばかりの画期的なテクニックで成り上がった、といった人物では決してありません。つまり書籍のフックとなる要素が無いのです。……ということで大変困りました。

			　もちろん自分自身を語れるというのは大変光栄なことですが、きっと世の中にはもっと有意義な、例えば有識者（フランス在住）による「１％努力をすればＯＫ！」みたいな本が世を席巻しているかと思うので、自分なんかの本が果たしてどれだけ役に立つのか？　重ねて不安しかありません。

			　


			　そして最後に言うのもなんですが、この本はめちゃ優秀な人にはお勧めしません（笑）。高級車を乗り回し、キンキンギラギラなセレブリティ感満載な世界に憧れる、そんな人は前述するような有識者（論破が凄い）による「ずるいけど凄い問題解決法はこれだ！」なんて本を読めば良い訳です。

			　本書には大穴を当てる秘密は載っていませんし、人生観がドンデンガラリとひっくり返るような体験も得られません。

			　しかし、そんな自分でもネットの世界では相談を受けることがままあります。

			　これは上述したライター以外にも、番組ディレクターの流れから一部で露出があったこと、決定的なのは有識者（腐れ縁）と不定期ながら一緒にライブ配信をしていたり、彼自身の配信で彼が自分についての発言をしやがっ……して頂いたことが理由です。

			　結果、視聴者さんからの相談に受け答えするようになり、その様子を見て「イケる」と判断頂いたrepicbook（リピックブック）さんより出版のお誘いを頂けました。

			　repicbookさんが受けた相談者の方々への印象は自分が思う印象とも合致をしていました。それは皆さん責任感があって、真面目で、ただそのために疲れていそう、という点です。

			　そういったお悩み相談に対して自分は『お悩み即解決！ とはいかなくとも軽くすることに繋がれば』という気持ちで答えていました。それが良い感じに曲がった大人の悪ふざけ感を醸し出し良かったようです。

			　人としてはちょっとどうかとは思いながらも、お役に立てたのであれば嬉しい限りですし、その回答も含めて出版の話にも繋がりました。本当に感謝しかありません。

			　


			　改めて本書を無理やりカテゴライズするなら、弱者生存戦略書なのかなと思います。

			　まぁ、そこまでかたっ苦しい大層な内容でも無いので恐縮ではありますが、仕事でもプライベートでも、成功・失敗・トラブルがある中で、なんやかんやと見捨てられることも無く〝ひげおやじ〟が生き延びられた理由を過去を紐解きつつ書きました。

			　反省ばかりの人生を送っていますが、だからこそ〝ある部分〟を大事にしたことで生き延びられたのかもしれません。

			　

			　今回はライター時代と異なるフォーマットでお届けしています。拙い部分があるかもしれません。繰り返しとなりますが、それでも、たった一つでも、ご覧になった皆さんのお役に立てたならば幸いです。

			　また仮に、全く役に立たなかった！　これは最悪の書籍だ！　お金返して！　と思ったならば、それは「こんなヤツでも出版できるチャンスが現代日本にも存在する」ことの証左とお考えください。

			　それでも何とかやれていますので「コイツでイケるなら俺も大丈夫だわ」と、明日からの生活が少しでも軽やかになって頂けたら幸甚です。

			　


			　


			　


			ひげおやじ

		


		
			[image: 043.jpg]
		

OEBPS/Images/embed0054_HD.jpg
BLBVERNSIN D L4 e
HEKRIS OV NKEXSEMVRRE
H0I0 % 092594 0

@) p—rih—agro nuEee

€@ Vi FBWERWS QDL BLH5ANE
N P NR—RBR HIKRIVE
W 5 D 42° 4 BHEHE L o° L
BN R0 BEN DS OB SIMI S H
0 7 HEKEES U SDEeD
SHI-HRONX™—LDOKYSIN®

@D omprou—npe

€ ORREDRENRROLSLHKOHK
O NENRNM OB NLRO YU 0FED
MTORLLDDNSHBT, D0’
N S HEHERL Q 0 4346 00 DRI O v

B I—ZDHRG LMW O LRLWE

N HROTARHIE 0 D IR
VL PEEV I 5D K—R—10 <Pl
b REBR P N85 N REES 6, O
MOV QIR VHIE N N —J VDNV
EONM RENAHOVIRS LG L EQE
BI85 B 0° 7 ORI D WE R
CEULRNUR GRS R RIE0 .20
VSN 55 R0 (8K)°

@) orzo—mng KB Na0E

€3 8% BRI DNh—a 52w
PL°

@) s nssar SRANKEX K LR EE
SN VIRY

€@ P ARBHIQ RYIKD S5 M09 4°
G —LWRNDL BNE B S {8

@) rosinReE) TKBIRNER0Y S






OEBPS/Images/embed0060_HD.jpg
MIINGS 50 RPL°
@W%h%bébé%h@<?%mmhupa
5 (#K) o

|| oneurRke ||

mwvwém@ﬁémazam ...... WESR5

SAUNN (#K)°
@) wos0 5500080
€D BHIVP RNV HHEAO
@W%:%:tt;%5#t\J:\EE§%
B5OLL°

€ sy BROJ/PLOVER’
@WBBMmmAﬁ%MoT:tn?

t&n%ﬁ@& RN IEEISNIRE -
BONMSO UXERILL0 L

DA
LR SVBINR P fon6° I IS 51045
SN

@) vio@° MEETLBERe DS (4K)°

€ I OBNREHNL0 PUNOME

@) ®RHNTARRARA LR P0R0°

€ BB ROV PYAKOMSINE
WSO 2°

Cporwe nrwepene 2 @R
/ML 0 IV (3K)°

“@@@@@

2 fz K





OEBPS/Images/embed0031_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0048_HD.jpg
MEER Do

@?miﬁfmo NRO—DOH%N VU0 LR
PRUC K)° & RSV Z¥v
05O L1 3o

T oonrmusnea

€ BB F PRSI SO VOIS
BN L O VIV 00N B DD
07 B FT IV H0 49 M N0 6.C° K KRl
DA—JN 0O W 0~HI 058 UNN
N <5V —<WRZ AR

@) Rmeoe 2 pALRESS W

€ OTNRMSNILID O ML K
BP0 SINQWNU—D R0 I
BR VL O MNK0° EH07 1040
SENRMHE< (#K)° Oh 10 {mEKinn A
KRBV I RRPOLRS R0 S5V

MR TEIS S OIS S HMV LW

0IN® RRQNULHL, OV EK)°
@wmﬁxéorxxﬁﬁaéo
@%@ﬁ@ébwng LB

WEDE L TEROLIE O
V—RDOPAIHINRBY L) O D
DHRRLY AN MREL NN HNIE
O K)°

@ rre @ mevRO RO

@va\xﬁitm&tﬁorﬁ%%vB\
N RI0DTHQ LB R U H0L 2396
I

o

DN IO RUINIT S K1L°
P56 C° DU VHKHBOER N UG’
R4

v

)

ERRIUMNLEEBLVLULK N0 0

o





OEBPS/Images/embed0045_HD.jpg
|| €82 vusdLLvzwza

|| or0emnwveemk ||

@ & ma0%y S0U<ORLHLY
Qa0

@) vere REAMCRMRY HEOD
R O RO VBN

€ wine im0 u

@) wto vioR Foa < WERIE
[0 107 K— MM IS0 & 5404 0
VRO O 1@ FHREIRE € — I
RN

© e

Ch @rerrnusenuY FAPISTE
I K3 508L°






OEBPS/Images/embed0022_HD.jpg
WOH D MINDDHHK LY ROV Seld
I, SHEH6O" MER WAL, SHELL M IN KK
RPN SNRRPILBSE°

MRSYE VSR VUD VX —N
WEREOMSRADPBISSK WNRY
BWINER WO MGV N SRQBNHNEI D
D4

MRREYE OV SR SNV KNS K
REEL M SRINION O NS QAR f®

W EKEEWRN LT VRO kER
R 0° IOV IR — W0 52610
PEKRD EQROLKRMSRLE MV
SNEES S VMR NN RO

WHROMNN NONHIJILLERKROISN
URTESRUN T EEWP O VEINVR
KRLURR N S Hhfon®






OEBPS/Images/embed0051_HD.jpg
Il 882 vusbLivzwzch

NRRELERIIEO Pyt <D0 W
I TR PONIHS, OV 8e
PR HWSELED N IWIINNS°

@ FILPWEINR N BLLNINES O M R4°
ﬂ@v N RQB@EIN

mw&w SRR WIR W< B 2 %b?horo
mwﬁmf7$@5°

Ch smomioe praR
oo RE

|| otk oemm ||

€3 st dnEeNL

@) mumi mum

€39 B3 BLOTHAW AM—LR
LXK ERSUNREREO NS

@ﬂﬁ___am MR QWM IR IS RN
SHEET0 ™ O VUL RIEC DS
018N 0 VMU QR 0 VNe6{3°

© RRRODNCHEN VLV H SRS
HERNH

@) ueny metmrRo NS HBEES
RIKQ N VN R NN ROIEK N
—ADIN MK L DO%i0R (#K)°
i XL LA OVIMYR
HRBESHBUNNPIS O NIN SN
QBN 0N [ ER SV AL S D
HOSUNNRDA°

BLLe™






OEBPS/Images/embed0034_HD.jpg
UIFELF100%

HUVBRIIE

OISO
§E§Ub7

W QERHR
B O o0 O o

o
55

W SH~
Bons 230
RBEVLY=—0 &
B O § 40425210
[SYSRE] " BEEVEvaX«

LSS RO R

ESINRSEVE (EVEY.. ]
RO Qe

EHRQSVM-VLH
oD -

MKEUNY AR
SIS QWS-
VB2 O






OEBPS/Images/embed0040_HD.jpg
|| ononerEs ||

@Wﬁ5M%a%aq&®%5ﬁﬁwb@ﬁn
PRQORRDY 8NGO b i
VRIS S8R O P60

€ K BEEL0RHEK<O VS0 H15<
OS5 R 0 L0

@ v 'ERrRRo@s 500, 008
SN ROI 0 R EOFIEIINE LS
RIIN O NE°

€@ g

ChmveomoseEr | ERRVCS
R R | <KPREMVAXDIRIEVO M
ORI ORI PINRERH OV
DL LR WROSN SRR MO NI O W
0 THEHV RO VD0 Q840 e 51

F50N 0 QUKEKEIEO Loy 07
VSN VEOROHARO V0S5 SIEY
HWHOIQXNQUH LBIIIIQL M

@Mﬁ%mﬁ<t§\ESTAAIz9v$tm
HORIBNROL

@ MYRUSSERIBO V3525902, O I 0
40" IR HATREW O 5 VNG WRR
M N5 OB NN, U SIOREY KR
o) SRR ST R g

€ s

@@Ew@@:a%ogﬁa%oftnﬁb
SESDN EDHIE O H0R VB O VK
[D—LOMNRROLI

€ 10F QUEEVS MR

@wﬁUWén\ﬁ%ﬁ;_oT\%&mgxo
VEHESEBWEKIO O NIIQLN K0 NSO






OEBPS/Images/embed0037_HD.jpg
03

KR/ POMNROE—IRIX N7 I
REIXKWIHBEAYT M ARN LR RIRE’
R LI PR DT TP KJ—K 1
HQOVBS HoT°

VRAV H /i3 SIRKWIRS
IMER ORISR £ 0RO
SN EOFJ SR (K)°

E—2RE KL L07 YR I R &
ROOEDIRINT NN N A NN
LR TERVPS58KE°

N SIRIHS” I 0 427 Q4P 5 QXFmRIEL
DHSN/NP BE<RMVEK—2 11—
ZWR2—-NEB QIS SeUNN
P — B HIN L DMV R0 5

B DRQJNTMAREP OIS NIR
BV B SRELERN | SRR OO H°






OEBPS/Images/embed0030.jpg
84U
RUESE
JoCRMeCQ






OEBPS/Images/embed0066_HD.jpg
i CFXIC

&r»H?smm:-\/\J\Jl\L

+0

FAT-RDE%E L7L'I?E1§0)§L\T7’C7F%H]I BELIAD
oz._ucazb“{buﬂ%ﬁ—c? =

\4 a8 .i@/

@ YRI5k





OEBPS/Images/embed0043_HD.jpg
Il 882 vusbLivzwzch

SR O v HRTER I 107 HEl o253 0
L2

KeR226°

0L W BERERO56°

ST T<KRNREOMVBNNSMESH

S5 OMEVOS VIR R0L R
v VB OLOTR~ OB O
B4 O MBS

@) w0 00 WmE D e Era e

ROV BK)°

0 @

\Xbb\ti

KD
#K
S
.
-
25

@%5 W BINOBEOMNWKROBLNS
(#)°
@) o0 e eEBBONSHLL a0 e 2

SIS LINNEINLAWNR IO NN @
FHUSNR hHREH IR M ER
107 DYV K TR0 2 82

@ﬁ@___eattmt SENRD L6 3o
NVEIRT” HIHh <B4 53 0 42 ($K)°
@) vnemERISHOKQN VESEY Y
ORI EER O °

€@ BORK> LVROEO M E6 5 51KM
RETEEP L H S v v <L
MO MREC ORI BRI S M
ER=0&eR®

@) wizmr e QRASRD
iﬂm?iﬁotﬁBFE
O NN NP O E
Dhtbfo6) TR 5 °

@iht ORNLQBETINVH M0 L°

Chsosaoge

@Wﬁﬁ?

@xzrbxﬁ@bwmiahﬁw

M (8K)°
Mi%oc
SOppe

(S





OEBPS/Images/embed0029.jpg
X =R






OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg
01

I 0 48 7 VNI NG 610 1L B O 1on®

Wit | <IXFUER RSN 430 v R0’
MERK R OB HE L SHPHIR 0. K106
IN L2437 HEAOH PRI L A B 5 H6 10n°

IR T | <IX4mdley 187 KFEO LS M
RNV B SMIKIE OV 5°
HIQE M (3K)°

<ESHE N v i Q¥ +P LI RIHT
RAEPE QI Sv R o 16.8° NN 0 VD
107 [XATO RO MRIm D O o N M) AR
REBRLEONMNOMS BIBR D | <IX4mdY
RPHBV DOV OH ST

0PBE R —E[L—~ NI NS
(XM L HE BT R R O N S 6 on°

IR BEHSVSV OANDRHER S
SRMPIOLHD R IHH BIRIW—






OEBPS/Images/embed0032_HD.jpg
&> T=t8

73

»

T

ES

R LIFE-LW

Waisew O BoRRHQ ORIV
roDEED) QMO g
P RFKBS OIS

QoS
PRQe

KitHSIZ R0 S M%M%*IA&%E
NEZNLIN—IW OREED AT RIS HOM
Dtimw BRI R O

e OB

AR RH S 004653 3 N ”m Wﬂﬁxbcmw !

AR O

F1LD
2
FANZYY

B 23
Lk

JASZAS N,
BEFHIY |






OEBPS/Images/embed0057_HD.jpg
Il 882 vusbLivzwzch

WHRONVINZIONURPND 5D N
NSIMEE PN D S8R Q0

@) c2eezmos2u

€ W5 200 v BB 0L
[N RNDN Hm W QHEE O Vv
BN Q4312 56 5 2343 46.8° +D4010-24T
Q< QHEO LT 50 WhN v i3
T8 FHILS T SHEER T 3T R D43
SROEOKISSS°

@ﬁhﬂlo

€ EEREODIS<EHKIOD MRS|ES
B O +p HPL D LR < R K& 10°

&
1

—
-
—
o

HAU IR R 194580 AU IR Hh T8 R X
VRIEKAI R H J,_T__Eﬂwmmﬁm*\u‘b?wﬁ
ANME RV BTN W K

FHMRMEER

@) o

€ 15 HERVRORIIIN® DR’ RRN
ROBRRS P OEENE0 B
HNVIN VDMV P o X AN°

@) v rremeee HteR0°

€3 a0 OB IBURLISC S RIS
B39° VK EH L Y S XA RTRN
WO M SINSRIBOHEE°

@47 A PYTEXAKO MY
2 (8K)°

—< RECIRQHEHR S rp” B

BEVHEPNLS S

SRR HFIREHKL NN L?

NVINBE ™ DLV #B°

VINKR® L O S {3.0°

i BOMVERVSDLQ° ®R0

F'eﬁ

&

i

@@@ SO





OEBPS/Images/embed0020.jpg





OEBPS/Images/embed0024.jpg
SENRE
O MRR N
Bt & o

LN
G B
L0
;%= SN
ZHEIC D%

KK





OEBPS/Images/embed0023.jpg
FHLEF SNV OSBRI My





OEBPS/Images/embed0049_HD.jpg
Il 882 vusbLivzwzch

@) wonsonennee nelge

€@ ER ENREQRIOF P LIDFES
Q0 B0 W (K)°

@) o0 v @°

| e SRTHINTI NS |

@ onnenERLL K
04

@ wior s

© O RUBERE S v {600 KO
BUBITREE D MVIORO TS
2 SHREE = O VIR M (8)°

@) numusy | LEREN VLY g
BONNE0 00

%
[
ED)
i
ic

€ THOX RXDR NYIUN OAR
RENKR N

@) #E» | IO 00 18 KRR P®

€ Vo ANSR— ERNDR ANK
NH® 8PN | B AP TN

(PESSNIN=NETIENS

E2 AN —Q UL SRYOS° NGHE
BO O™ NDINES O VIIQL Ve

@) tememn | ERED V0L Ve ELD
OO ANRBR O LBENLE® PN
SN0

€ DARNKOR N R0 ORI
IR 02 (#K)° ONN S <4240 O VU
WIRS QP IIF L 10 VI HIEH: Q 38k
HA—KPEEO MRUDSKSN L0
R TERMKHIM S V40 5 Alin O v






OEBPS/Images/embed0028.jpg





OEBPS/Images/embed0027.jpg
H#UIk—%
®

PIFTEET S\ yp
LIRO®E e






OEBPS/Images/embed0026.jpg





OEBPS/Images/embed0025.jpg
@ 7 @

SIS






OEBPS/Images/embed0019.jpg
E e O
B<XEHBE






OEBPS/Images/embed0018.jpg
~HEr
PEINRIES






OEBPS/Images/embed0046_HD.jpg
© K 219046 KEHLSRMS VSRS
N NVNROE QUBHE N 0O VISR
10 BT e B EPIRIL0 {8 5°

@) ssovan e vornouaeRE
KB [ D 610 14°

€ BEBKE LA SKLEE O ML a0
SO I T R RIE O VRO S {8 S
He0 RHRIRLEQADL LT THMVE)
VDO BRI N QR4 BN T3
MR VIIQLKP SEoT T v, BN
MBS SUSINNUBR RS

€D o< omim 023 M1V S0 L
(8K)° M40+ 0 U D MBI C .00 10
D0 B 5 48°

© mn TRORWLIPO Le°

v oRe SUNRED LS LR

EHHMIBN0K N T 0 U SO L0

€@ 0L <KL SNV BUES
B2 8 5 Q306

@) wmmer 0w LwED0e D HiElK
HARDESV VDS 5D I3 R
TOR K497 1040  FRHK 184046 O B
RO MR T HIS N U (BK)°

€@ vrg SLeEE1

@ M5 OIERQ R0, AP

ﬁwvwgnwaﬁéhﬁ%aa\%ﬁ%a%
NI NQHE BT & 45 0 | 6006.8°

@ A KN =RIECV 1105 QU ()°

@ NADOIREPI—IAHNRO NGO 2
<V | ERHDQRIN ORI 24.8°
HKIIBIE 5 V4D RKIER— L 0 e

PN RO JMEES 5L 2° WL






OEBPS/Images/embed0021_HD.jpg
e

TEF &9 5 LTXEIQ

RN RHIV KR DM ST’
MRE P ®
NEWERUODMINQR RIS
HOSHFRERIINSS RO’

R RN NN LR N R0
7 SR SRS Y O 42 5 VE S o fon°

ARDORER HE R0 CHEHES HINM
WHBE W1 HHE-9 IR/ 1o N2 M AU R0
6 D42 #2597 F K L -9 Db v o o3 D [
1 B ORI EHEHRK ALV OH
Stbton®

NN 7 R I TEER D W R S W v R IK
WOM S NEIRWRC VORROHE WO
Vi Q1 IEIRM R H R VIR N S °

DR B iISIBmM " NERS IR0
LERSHE- Wb ON  ON°

MR FHIEII S AN X g VERRANIN o fon°
B o ne 127 i 40 QWK S REBLIIR W R
(NP SH58 N HIMONEHERS KR —&
PRWhY SEMYFEPN QI 53 J5SIN
NP °

| BOTR—RRIEDNSNRNAUW 8RR
P MSHIR SN LIRS 1 DV D ¥
NS RPE PV VEh—nRNUBH6INL
LOLUSRVSINNUW IS HEREW
0 M R N VR KRSQ [ in®

AL DN P I DD S o QUK
L ORI LNR — XD WIEI0 O v
IEWKR—LOP N SR N QEHHE
MBI Y TN NPT — IR i) 5 {0
SR U HORNR6IN 1L BOHE DL°

MUYORM R B OUEKESTR—u1






OEBPS/Images/embed0052_HD.jpg
mMUWéhmetvm¥Mb#nmu;

mo

@) mhwman wouse

© @5%e

@) o PBE 0L WRXP U LT
L5 (8K)°

© onnn BRES &0 BihvkRe
S REPHED & {65 2944 8°

Chvemeno e

€ BOBRNSHIMULER D VS0 (8)°
IO KT IRERE T 202 8< QU2 3%
SR PEH QI & 6\ 5 52395
L2t SO O W S ik 1 R S V7
WRNEQY VERSBENR AR VR
PAUSNNAINL0BSSRBSS
BRI 0 L OEHh 105 oo BRI R/Q

120 WO RN B LK R MBI

RBSROT MR MR T 524
16.3° B AU DN INHVE N VRN 507
NINSINHEHD QDL {5 5 R[S VBN
fo6°

@_3?215?3 5RO B 5
DGR NI BN G

€ sk

@) Voo moBRES S R HK)°

€ VIOSRBOTIR0 I HRIIRIR S
@

P Eae P QN5 REEKOM 08
QUEQOPNREOMIINGR HOVI
DHINGQPS° DRMPINNNNTE PPV
< R OEH O VT 0 OMETIW L OH6
v O MNRR 00

e






OEBPS/Images/embed0035_HD.jpg
Il 7% ranguvIspl

(ekatiiNGu]

KOI-GOKORO

Jk

KBDHEL

NEAY
$OUN L
BoPAUON

20D LR

B S I

; VOEHES TR
HBLQU 8-

i = BNIZLY | 321
%W@D:O%%m LU QW SEVIeN) VE
okt e 0 OB » D60 T

4249 4o D 1) S BFOVEFION St






OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg
NOIME LR O EBLEDOERKIT K
ol <Xy © o XBES | <K
LN XEEBS PR KEONARAH—
ATARBS KDY FSH VERPe# &
@2 SIRIEW L I OV RS [ n°

PEESHEIE SUEK LIR30 7 BIAIT I B 0 h /% U 5
INRANIRIS O IR VLN L 1®
WHE S<WRBHSQ K MEROLD
RIbENVRPOHP R | <X mER
SEHBEWH VRS KLENR M XEHWR O
R IRELBROP RS i
NEUMBMONRRI™—N\0 NV K1t
SN0 5N IR LB R M0V VB O St
HURDEH LK R S v 1" MEHTE 1)
LONMIOHNG NI P° ELERHYRNA
BT TN L O - N REE OV

o BN RIPHD DN NESRERI
VRS e

WP | <IXJIH 2R 5 V7 TBRER G o
017 T, LEIHID 6 5 07 19 VBT,
LV RAR—MINLO—= (RO 120R
RO MERLKE) e U7 R S8
&S MRRBMLE L3035 LRIV
ROR BV

NEHINL | <XV KE IS NS
SEREWNI A A—NTND MR HKEE
SUNE [ X J—TX 12 HONA610 L2 {3 16 for

#LKR LI Hfp L <EERES LN
WhLHV #HINL LR 0N UL
FE DTN OV E S Ho 1o
| <IX{IR 7 MRV IN, VS INEIRS
IKHZ40 107 3N Q- DK 1 WKL L2 1 R TR K 40






OEBPS/Images/embed0013.jpg





OEBPS/Images/embed0012.jpg
[ 8 N ST
ERWSE
[NEN N

WSO T 4>
LEHPEEN RoRE
OROD






OEBPS/Images/embed0011.jpg





OEBPS/Images/embed0010.jpg





OEBPS/Images/embed0017.jpg





OEBPS/Images/embed0016.jpg
it SELRLIONONS HVISHE





OEBPS/Images/embed0015.jpg





OEBPS/Images/embed0014.jpg





OEBPS/Images/embed0009.jpg





OEBPS/Images/embed0008.jpg
HOUE SEBE NS —JHRE





OEBPS/Images/embed0041_HD.jpg
Il 882 vusbLivzwzch

SRR I PINE v S RL-R+IN VB O 2°
B DUN EHLE O LN VRISRL
WY S55R48

€ ne

@) ar e iingzi0 Lo

@Mbe_E%%Bbt:tEmv?$o

@) #Mue 527 @OWINED V16w
1010.2°

€ KR UBEY O NeN HREKANL

HAKPELRNR O VSN NIRSFVX
E—DUDME 0 UE°
@ oorusmr

€@ KOPLUBELEO M QE0I<H
SNRVBIN i N Yahoo!
1=K 5102461 H— KR8 O
A 7 MO T H— TR AN L4

BV O S0 E 0 LR i

@) weon2a v arm L TS N
45 VB S {37R00° IRV NP EEI TY°

€ VRWE DM SVINOL HRIZO DG
VB L<BHAMILE N TN,
VSINIERE O M SN0QBN VW
<P 04 §°

@) ooy (1K)

€3 50010 VORI S0 R
VEXE O VRN RiEEXESD
N O M<RAZODMNRLADE B 5o

@) hra Faio® 20 WSO PRLE Y’
BEVINRE BIKENIL DL L5 18
UIKERISNRO L 8LV RRONM
Lo

€ S B KSMNCBIKER T






OEBPS/Images/embed0038_HD.jpg
A 3
’é\?at;ﬁzg/u\ 25

-
s

!






OEBPS/Images/embed0055_HD.jpg
|| €82 vusdLLvzwza

DRELD, AU SBWOPEON VNG
OBEHONDN BRBBR ShEed
DONMSINRLFORQIMVGR N L0 PIn
1046 D U DO VIILQ.Q VL UBAIN®

€ HEBOR OB Sh Y Do —RiEH
MM TR0 R DH DN O D0 207 Tra
RLBEL ) REBRLV TORNNE
NOMINRBSHT) OMIINMRKIRO N
+63°

o Sape BREOBEEHP
o O UL 50 D0

(T EIVESENUREY TSIV L

Ch e vEw Eomsmpo e e

€ LS HL TORBEORI MR, D5
107 YouTuber MO MM Q1 VK
PHPBLSE10 DANLUDOVSHI0






OEBPS/Images/embed0002.jpg
Ki#HE Str ey
ED 8L e <w
ECroge
BEee






OEBPS/Images/embed0001.jpg





OEBPS/Images/embed0061_HD.jpg
VIFBPLEVBZWECA

=
=

Il =8

€ Pomgene

@ wiowgne

mwtazw%ﬁaﬁﬁotabr\mwr«
QLSO NLIIKEH (3K)°

EYEDOV L8 0 0NVRES P
N QIR VAONIN{° Zn O 4P TNy
ROV B ROBBI 6L VAN
QLR (#K) o

€ Vo PR BEHAUO VEREEDRRY
Qe RHEOTL QTS RIEY
DR <EUD MO v KD
5SRO0 NV IINR6°

@) vk unREREDL $5ECH
RRL 0 BOHEH O e (VBIN) &0 O
N4 AR RS 564

€ s 15 10°

/o
At
=
=






OEBPS/Images/embed0047_HD.jpg
Il 882 vusbLivzwzch

R <SHINGH YV QR OL°

Chsmmn s MBI 02DF B5 6
BUENB50c HUNBRAKLS
MA0T BH0NR R D

€@ KUS06N [ ENEO HEEL
IRQVMM D £L 0 v° TR,
Rewp O MIDANERHAM VD (#K)°

@) earn—»veeew

@Uﬁéh\ ROA—WOETADMVENRPL
Lom 05 TGRS, O i
BV DRV IO S LI RE N 5 §3°

@D aow— ML P LU0 LB TR
A—@5N5) O MILQRMRWO°

€ P ORE TRA—@S RS, O M0 R
DTQEC L HD, O (#K)°

@WED?%?DB%?&:%#BMUia

M 0 BN ONH CH S iR 4 S v
£S5 P OLRND NN HN R
RED LRLLV KIFS H#6#6 NI I &
0 8+° WIN T NUKKE 5 X—NN iR
HRAK=N1LH0° NEW Y —NK1L mf
BW<KMEN NIV RO® BRKEKR D
PNV T Yo
@MEnioTu&tE&ﬁ%mwT\%n%
OUPORIEO L Sv QRN A0 W
670\ 1o N0 S I LIER D 5468 (8K)

Il 2xvsvornees |

© 5N PURPVBROLDS L

ChBan L4 BROLLY TEXARD





OEBPS/Images/embed0005.jpg
Hep OB
8- SR






OEBPS/Images/embed0004.jpg





OEBPS/Images/embed0003.jpg
o CX
e






OEBPS/Images/embed0044_HD.jpg
@Ai:mm@otxmabwvvgoﬁ
$ 4 0 L UBINQU T

IR~ 22 0 D #H610K
ANOLP ISP SO OO —if
QUM HHHVR® VNNRRNERIED
MREOT SUEEE <0 QIO

€ BERLAMABUWL O M REO EHib4
VIOS5R0 BV QROBBSLOHRND
O P60

(JRCRIISIS

€ FREVRE N RE0°

@) BHHOBRORNHLHIO MO b
Sc EBE5 O

€ P9 K O< IR 0P IR VIE

SHIERS<VE®

@) o= wee

€ 58 HELNCR A AR UNINKS K
20 M SINBIBRR M v S Re°

C) x> mamumetes gawe o U<k
BT QM R0°

€ »ru>—0® IHSKRVRPE N VLR
WEN WSS B2 %X N TN
SEKRIE M NRVSINY KitSRK
WOREO° P WEREENRDNLE
£ 040220 DBV EL O V4

@) e magenoe

€ TRERRDNLDS B5R:0% (1K)°






OEBPS/Images/embed0050_HD.jpg
TODNRRMIS M EOT KNAR<KE
%__,\_AﬁAbmmTétmﬁuﬁb 110DV TP

Jipny OV K)° ORNLAR KON R
LIE NN QR TOR R, O Vit
BLRUSINHESRER (K)°

@@ BELIHIS M RQURN NN
NRA— LD VIEER I = HIEHT )
VI B 0N

@M%ﬁ KINAID M LW B SR
MO RN

@) oruumuL vmmsee

REQ°WHLIKC M REOC (1K)

SRRl h@ﬁéhtbii LTI8I0 L 2

QNIWE 5 HOI0 L 0 1° By R HIRD

SERWOLMKRESUNN RO N
M RIS LRODVAVRY NS

ﬁ

L<_

©
0 R

W Q) O (3K)° B0 SHK<W
U S (IEVESELECYQ VA ol SO AN SUgF iV
X S B QLR PR B QBN WIS
ORLLOHOZCRENOKISRIEW D
MSINEW LTI LRONRADM
T O L4 ($K)°

@ M EBHW QIS OV BRI SV X
LA— LI M P 00 RR07 (Kbt 5
BREEUK 1910 3.0 {32 0 LS 0 (BK)°

€3 VENVRIS N I I PINKIRIL {0
020V PO QHIHIR S VUG
IR0 QUBWUSONMN TR A fon—
oS <Ryt O VERYS (#K)°

@) oz v RESRIEGI0S
LOL L QBB VNES LTSI L
B RKSRERUVS O 0L 0 WL hW’






OEBPS/Images/embed0058_HD.jpg
ROEQAPRSVIR®
WROMBMKRS<8°
EIRMAPOLNRER— ERS5R0°
ROBONSMP C<UBNS MV BR
AR M Hau<uEnda N v 581 Ee
EH_

{0 C o)

o

=

BN

HSER NN R LMK O M C 46 for
1) ONOL 0SNS5 HE 5N
<V OSHKOBI LD H L% NIN{o N0’
QUSSR OV Q4° WA
TN O LU M PE< KIEW O V7
M50 O MIKERNR N M SN
DDAQXRIBOLAW DN 5103< 18
WOSNM HHE#60Hv 5 0 LEHLS -
FEDOR O M SN B — N\ i8-8 R°

|| ¢riremezse.  Hi1e M@0, o ||

€ M SmEED 1 TEEIe, WO LS

@ MRG0 MIIO P RAWRN KK

MEkETS TIREEEHR,° NS MR HKES

kP MK, Lo BRPLRER
HINVR N HERERNO N VR PO
VHRRINESHE S0V SINQ IV
MBS S 58° NINY MO —

€ BRI RD L T O VRV D
L° o O UNIDKD R L°

@) vex EaRP TAKLEO VORI
NI TN O L HI M N7
BRS04 0 U SRR MR R0 (3K)°






OEBPS/Images/embed0056_HD.jpg
HIENQEE SWH ORI PSR
CHneErKETee R EAKNLEE
38°
mwﬁa<mub\mmzﬁbmomm0¢a
So [EWRM
@) ooz
mw«vxyaﬁiaﬁota%@ﬁﬁﬁaﬁ
W QR RAI KK 340 Q WIRER N
<OVEC BQE O MW RIRNER
N58~
@W%nsbﬁoT@mw%bn@uwas
<O NVERWRLZ O QWP T 5
DA Q387 NREBR4D) O (K)°
@M%amazamaéovﬁ\owéhoT\
QOUIR O 1R I R 2N0-6.B°
@W%5moﬁmtkbjtbfmm ...... °

€ VP2 0 PRI LR ERIMOS

@ NG L ERTPINeDY B
Nai5°

QMUWénu\Baﬁt%ogﬁotaga
Hae

@) wiowin® BLRAES R LE0 LK)

€@ & BOV<UERNESOROL

@ 102 ISV E DRI RHIH Y R 07 182
MOV S PVME D LS NLR
MO QBB G4 5 BN N0
RQUIBR NN L0 .07 K&R0DETS
LrRRINI {0 49°

€ BHRE< 0 b1’ O 1P < R
RR” WAL COFD L BN 5
MERWIOHY TN LO—=204%0 Ao e
<REED M VIR 6.E0 [T RTISEERS






OEBPS/Images/embed0033_HD.jpg
Il 7% ranguvIspl

AXFLELT

S

gl

&

o080 [
DL —=

o

1) 0 S04 R I

3 B

Qil—(‘ul"

i
)
\
d
2
©
v
il

dELT

751k
Lzuiﬁblﬁﬁ,

LB 404 Oy

drs o O B

RN O RQ Y

[N

TRIEE 5y
LA O

BRIV UKRIOLN

RREOER

310 16 for LG5 @






OEBPS/Images/embed0062_HD.jpg
ﬁ* Special Thanks ‘F

uAWwE (FRlZ) & A
PR w» A /wako A / HIHFEHK S A (RARBRGUA O 2)
RYIAL NS A, HHEBS A
HIRICBI T 2 A0S A THRUZ S T FE > kS A
Ty R — - TEEL SN TEW e repicbook D S A
WA VDORES A A 72 FL =R —DHIRS A
S TCHWRRILDO 2 Y T4 RX—3F A, BRZEHOES A
ARy T DH I
L) S S T
2
HE T L AR BAMNATIG, BOTELLHEILH L EFEd !

I 5HHRL LT RIN (%)

771 E00EXAE

20225 7H 4R 55 1RIFAT

=E WMFERL

[8E] 7ZAREKIEOITFE®L

B OFE

HASTY KEEFBE (FOUMFEPLETOT 4 —)b)

AZANL—5— H|E £E5035 (1~6E, OS5 AR

WEA WEFER —. T EF. B BN

FATA WERED Hi

RATRR repicbook (U Ew & 7w &) R4t
T353-0004 #HEREATAES11-8

TEL 048-476-1877

FAX 048-483-4227

https://repicbook.com
ENR) - S #HRASHI T/ NTV YV ITUR
BT - EBTAG. IMBEHEBCTERUEBZ VLET,
COEREHFAE< UTER - BRLAEVTES,
HOIZLOERDDETFRIREBDOIIDIENHYETDTIEFESLESZL,

© 2022 repicbook Inc. Printed in Japan ISBN978-4-908154-37-9





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		人に恵まれる才能


		第１章　ひげおやじって何者？


		ひろゆきくんとの出会い


		〝ひげおやじ〟誕生秘話


		衝撃的だった、ひろゆきくんとの初顔合わせ


		ガジェット通信とひげおやじの関係


		聞き上手になるためのマル秘テクニック


		ひろゆきくん曰く「誰もひげさんに興味ない」


		コラム01 失敗から立ち直る方法は？


		第２章　ひげおやじとゲーム実況配信


		誘われたら断らないというロールプレイ


		60時間ぶっ通しゲーム実況


		YouTubeライブ初のゲーム生放送


		マックスむらいさんとの出会い


		ゲームクリエイター 吉田直樹さんとの出会い


		第３章　ひげおやじはディレクター


		ひげおやじは番組ＭＣではなく進行役


		ひげおやじは作家でもあります


		ひげおやじはディレクター


		演者さんのファンになって作る番組


		第４章　ひげおやじとひろゆきくんの旅


		暇を作ることで、面白い誘いを断らない


		スペースシャトルの打ち上げ中継


		ソユーズの打ち上げでロシアへ


		英語は慣れたらしゃべれる？


		『りょこなま』で行ったメキシコの旅


		ヨハネスブルグの旅


		コラム02　仕事をする上で大切なこと


		第５章　ひろゆきくんの取扱説明書


		ひろゆきくんの取扱説明書


		ひろゆきくんの話を信じる？　信じない？


		ＭＣＮを利用した切り抜きサービス


		結婚式にも乱入した、なんちゃって世界一周旅行


		第６章　ひげおやじのプライベート


		世界で一番『２ちゃんねる』に詳しい部外者


		２ちゃんねるでのオフ会の思い出


		大学の茶道部では１年生で部長に


		親の後ろ姿を見て学んだ、人を使う技術


		目標は現状維持


		第７章　【漫画】だんな様はひげおやじ


		コラム03　メンタルが弱い人向けの仕事術


		第８章　【対談】ひげおやじとひろゆきくん


		おわりに









Guide



			Cover








OEBPS/Images/embed0036_HD.jpg
1T

A

AVZILAFVABITOMLSE

Hfp o H o7 %@ﬁtb~ CEREO S
ézt:qAXéh T \h R 14l
btb5®b&0¥?OZMJXy7b
Rt 2 Lo oo 8 S HHE L D00
S EE VR b - S ] S O CAVA(EE (VRS

tb\#
i,\b
@ A

HURTE DIDNTANLL20ES@OAPSR
18 0 LIRIT MRBYIN ORI N S vie”
FZKIy NN DN 5 Hbfon®

P RXPHISHPRLNSVE TEMSRE
HE 416 K0 12 H8 1Y St fon ) LWL O™ | m|
BIKOHo 1 H#6412” MRRYINR 0L 43 5461043
R OSVIE TV i f
RRADIGIE S Do) V51NN TKIR N
K28 MKRSWIRLE IR O LO00
RN DR St
HYES QW IMW S bR MRREL

%
W
7
Ic
. 5
%
@
ZE’E
<
B
ZAN
D
LS
kA

) SHKKLL {5 O
tinﬁbﬁ%gtﬁéwT?o
NS Y QI MR —wEK{ED
MRROUNVON [P 5 o 6.C°

LIS E T HF S E D gV’
IXKNLNE—IQLENRIKST Hi6.Q
DHEONMNIOHNNAUL 2 NNV DQ
DQUIMRSIMWERS N OH S KO DS
N RIBSEEK B0 1° DERE” 2SI O H60
MNAUPHRIBOIENR QR o (HIFK)
TReRRRO DL MVENS SN
E—2P R IRSREN oK
SR CREENRTEEAFAVAVE QTS SN
<DRHPNRLONMPT L0409 0409112






OEBPS/Images/embed0059_HD.jpg
Il 882 vusbLivzwzch

SH{RHIIL VO VBN KPS
REOS<ERB00ENRO°
| BTN TR K R03°
WROEINLE XL AKEEH O MW
SO0 | ENYRKENDN (3K)°

|| x—+r—emoRr ||

N 5 N0 AUHKEE 0 O 50NN RN —
— LN UL RO BN S <
SNVBIND ISIRBE SN RN

PRD—EL | RS ROLERSIN
P —LR—DPSNRVBINDRN | HES
S —EE VR N VEDIE L 05K
SV PIRELR D85 SWBI U &3
QAVLREKSELE TNE<55
MBI | BEQTE Y N\ L R4

€@ o OTHCHNLJROTILE
RS 5 R016 (8K)°

@@E;t5mh IQo

€© mRc

@) emrHELLRPIROE IR G
VO REM 0L 0 PO ERGEH

€ v &0 BIHPIe<RS 56

@) #68” -t &RV R0V 4020

€ BB TERL ORISR RIS TR
S M URINV R4S 1 B0 B {6 5 < A Y0 on

SN

2






OEBPS/Images/embed0053_HD.jpg
Il 882 vusbLivzwzch

€ sHedingoe

@) msgi o1 18102 P e

€ FBENRKL S S BMLORLL° 6
17 PSS P RC (BK)°

@ NIONIN® NN SIS 0 iR Q5 D7 ]
HHU QB KL VD EIP RIEAR® 109 2
B 5 N0 < 0 H 19 B MR 0 1)
VRPN LR MINSINER
OV OHINGRSS®

|| romiee O ||

@MOWéA@@%:EVIFO%ﬁﬁEM
MIQ46 5 HYU N—2£ O VHIHEIS R A7 16
P WRLOUHNMNe< I EHIVR Y A

DN —CERFHNR<O VKBS
S5 AN LI 0 VIREIRS
NN U RIBEK DS 7 KB D UK LEE O
O HIEN LR SO S XKWRE B 5<R
M5 R MRREBSISHMIWEN Y
RE<KEQARS P HW O
BRI AR™AINLDLB5R0 #ASR
HKESWR N HO LRS5OV EN{D0
MRWKE-DR° VSN RIINNG I TH
DHQUFANRVUL S D SIRRWL O bV L
N6y OV EEOSENNRQLEK—R—
TWRXARMO MV RN SNSRI’

@m05<n\\\n W SEEN- (#K)°
€ i QONP P RSHR—R—RHMPE

GHORO M VRV 0 R — IR WEE
7 W QL — L D H N R O 7





OEBPS/Images/embed0064.jpg
e





OEBPS/Images/embed0063.jpg
e





OEBPS/Images/embed0065.jpg
e





OEBPS/Images/embed0042_HD.jpg
FS AKX YN —L v U7 NS H#6
HN LEEROL N OO0 N M SN R
B0 M H2ZODNINNIND L vV K
DINLHIN— N S RO VR 107
N QN v {316 L 0 v S5i0°

@) or0n@b 2N VPR<ED# 51
VBB NN TS5 NSNPIORD
MO MR RN OV SINERRS (8K)°

€ RSO LU STHRL LR EOE
O BUE O VIS UEININGT RID
S S <RIMENR O DR Ve H
HAAREIF SONBS” EDL oINS

wemsem | =6 ||

<8V (K)°

@) 102 2200y BRI ENFEHOST
IG5 VI MISMISRITTE L. (#K)°

€ o BVInDS e WESTHE W
NP OMBIRO U BONUR
DL ORVR R BB BILQ O M
14 (K)°

@) s i LU O IS
I3 Q R 48" BB 1E°

€ #He” 5 (1K)°

A@ ORIV BEEN O NI T RH RS Y
RIS 0L IVEEQ M0 BRI SH D
O TR ORERDLL, O ViI0
AL R0 D, 0

€@ OnReED M VINEELORRER D

2107 %nu%bb/\ﬁmbfﬁ,b?






OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg
NINY -MOSH R STBReD





OEBPS/Images/embed0039_HD.jpg
WO (K] SEEL NN





